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平成２４年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

    第１日（平成２４年１２月３日 月曜日） 

午前１０時３０分 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

   第３ 平成２３年度宿毛市一般会計及び各特別会計並びに水道事業会計決算認定につい 

      て 

   第４ 議案第１号から議案第２１号まで 

      議案第 １号 宿毛市名誉市民の選定につき同意を求めることについて 

      議案第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦につき同意を求めることについて 

      議案第 ３号 平成２４年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ４号 平成２４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ５号 平成２４年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ６号 平成２４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第 ７号 平成２４年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第 ８号 平成２４年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 平成２４年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１０号 平成２４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１１号 平成２４年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第１２号 公の施設における暴力団の利用を制限するための関係条例の整備 

             について 

      議案第１３号 宿毛市暴力団排除条例の一部を改正する条例について 

      議案第１４号 宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条例の一部を改正 

             する条例について 

      議案第１５号 宿毛市財産条例の一部を改正する条例について 

      議案第１６号 四万十市と宿毛市、土佐清水市、黒潮町、大月町及び三原村との 

             間の消費生活相談等の事務の委託に関する規約の廃止について 

      議案第１７号 幡多広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約について 

      議案第１８号 指定管理者の指定について 

      議案第１９号 市営土地改良事業の変更について 

      議案第２０号 財産の取得について 

      議案第２１号 市道路線の認定について 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 平成２３年度宿毛市一般会計及び各特別会計並びに水道事業会計決算認定に 

        ついて 

   日程第４ 議案第１号から議案第２１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長  安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   市 民 課 長  河 原 敏 郎 君 

   税務課長補佐  楠 目 健 一 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
弘 瀬 徳 宏 君 

   保健介護課長  村 中   純 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  岩 田 明 仁 君 
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   産業振興課長  三 本 義 男 君 

   商工観光課長  松 岡 博 之 君 

   建 設 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   福祉事務所長  滝 本   節 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 委 員 会 

   委 員 長 
松 田 典 夫 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

金 増 信 幸 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
野 口 節 子 君 

   千 寿 園 長        杉 本 裕二郎 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
嵐     健 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３０分 開会 

○議長（中平富宏君） これより平成２４年第

４回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において宮本有二君及び濵田陸紀

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（浦尻和伸君） おはようご

ざいます。議会運営委員長。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

１１月２９日、議会運営委員会を開きまして、

今期定例会に提案予定の案件等を勘案のうえ、

慎重に審査をした結果、本日から１２月２０日

までの１８日間とすることに、全会一致をもっ

て決定をいたしました。 

 以上、報告をいたします。 

○議長（中平富宏君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から１２月２０日までの１８日間といたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から１２

月２０日までの１８日間と決定いたしました。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 本日までに、陳情１件を受理いたしました。

よって、お手元に配付してあります陳情文書表

のとおり、所管の常任委員会へ付託いたします。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を、１２月４日午後５時と定

めますので、質問者は期間内にその要旨を文書

で通告してください。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第３「平成２３年度宿毛市一般会計及び

各特別会計並びに水道事業会計決算認定につい

て」を議題といたします。 

 本決算は、平成２４年第３回定例会において

「予算決算常任委員会」に付託し、閉会中の継

続審査となっておりますので、この際、委員長

の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（今城誠司君） 予算決

算常任委員長。予算決算常任委員会の審査の結

果について、御報告をいたします。 

 平成２４年第３回宿毛市議会定例会において、

閉会中の継続審査として本委員会に付託されま

した平成２３年度一般会計及び各特別会計並び

に水道事業会計の審査を終了いたしましたので、

宿毛市議会会議規則第１０３条の規定に基づき、

御報告をいたします。 

 審査の方針といたしましては、平成２３年度

各会計の決算審査については、監査委員から提

出された各会計決算及び基金運用状況、審査意

見書を参考にしながら、予算が議会議決に従っ

て適法かつ合理的、効果的に執行されているか、

財政の健全化並びに財産の適正管理に十分留意

されているか、しかも、期待された行政効果を

上げ、いかに市民福祉の向上に寄与したかとい

う視点から審査をし、これからの予算審議に活

用するためといたしました。 

 審査の結果につきましては、各会計における

予算は適法かつ合理的、効果的に執行されてお
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り、平成２３年度一般会計及び各特別会計並び

に水道事業会計決算については、全会一致で認

定すべきものと決しました。 

 以下、委員会審査の中で指摘いたしました事

項の中で、主なものについて御報告をいたしま

す。 

 １、歳入未済金の早期解消について。 

 平成２３年度においても、一般会計、各特別

会計、水道事業会計で、過年度を含めて、６億

７，５７２万８，０００円の歳入未済金が生じ

ている。歳入未済金の増加は、財政運営に及ぼ

す影響はもとより、税の公平負担の原則並びに

受益者間の不均衡を招くなど、憂慮すべき問題

である。 

 昨今の不況による経済的な苦境には配慮する

必要はあるが、今後も滞納者に対する適切な納

付指導や、各関連関係法令、条例等に基づく厳

正かつ適正な対処を実施することにより、歳入

未済金の早期解消を図るとともに、財源の確保

に努め、効果的な行財政運営と、さらなる財政

の健全化を求める。 

 ２、各種公共施設の耐震改築の推進について。 

 昨年度も指摘したとおり、来るべき南海トラ

フの巨大地震を想定した各種公共施設の耐震化

に、計画的に取り組むことを求めたい。 

 特に、本市は小中学校の耐震化がおくれてい

る全国１３７の自治体の一つに含まれており、

本年８月には、文部科学省から平成２７年度末

までに耐震化を完了することを強く求める書簡

が送付されている。 

 このような状況を真摯に受けとめ、小中学校

の耐震化に向けた計画を作成の上、平成２７年

度までに、全ての小中学校の耐震化が完了する

ように、計画的に取り組まれたい。 

 また、市民から強く要望されている保育園の

高台移転改築についても、適地の選定を含めて、

一日も早い実現に努められたい。 

 ３、随意契約の適正な実施について。 

 地方自治体が行う契約については、入札が原

則であるが、契約内容が入札に適さない場合や、

金額が一定額以下の場合については、随意契約

が認められている。 

 本委員会においては、１００万円以上の随意

契約について、資料提出を求め、審査を行った

ところであるが、中には随意契約で実施しなけ

ればならない理由が不明確な案件も見受けられ

た。 

 今後は、市民に対する説明責任がしっかりと

果たせるよう、ガイドラインや運用指針などを

作成の上、随意契約の適正な実施に努められた

い。 

 ４、特別養護老人ホーム千寿園の運営改善に

ついて。 

 千寿園においては、昨年度、長期の空床があ

ったことが発覚している。このことは、赤字経

営のため、一般財源からの繰り入れにより、何

とか収支が均衡している千寿園の経営にとって、

大きな損失となったことはもちろん、一日も早

い入所を心待ちにしている多くの待機者、介護

家族にとって、重大な背信ともいえる問題であ

る。 

 このような状態が再び生じることがないよう、

職務規律の徹底を図ることは当然として、新た

に第三者による監査機関を設置するなど、再発

防止の実効性を担保できる仕組みづくりに取り

組まれたい。 

 また、民間や他市の老人ホームにおいては、

迅速な入所者の入れかえが実施できていること

を考慮すると、本園についても、業務の改善は

十分に可能であり、今後は民間並みに入所完了

までの日数や、ベッドの稼働率等の目標を定め、

達成値を検証するなどの実効的な改善を図られ

たい。 

 あわせて、約３０％という低率で推移してい
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るショートステイの入床率も、民間並みの９

０％程度にできるだけ近づけるよう、さらなる

経営努力を求めたい。 

 ５、事務処理ミスの再発防止と、事後対応の

改善について。 

 本年発覚した前立腺がん、大腸がん検診結果

の通知漏れは、受診者の健康に深刻な影響を及

ぼすことが懸念される重大な事務処理ミスであ

る。 

 また、先に指摘した千寿園の長期空床問題に

加えて、本年１０月には、本来、使用が制限さ

れるべき都市公園用地を、メガソーラー事業用

地として利用させようとしたミスも発生してい

る。 

 これら相次ぐ事務処理上のミスは、市民に大

きな不安を与え、市政に対する信用を著しく損

なうものである。今後はこのようなミスが生じ

ないよう、職員一同、みずからの担当業務につ

いてだけでなく、組織として、ヒューマンエラ

ーを防止するような有効な仕組みづくりについ

ても、取り組みを求めたい。 

 また、がん検診の通知漏れが発覚した後の対

応についても、市民の命にかかわる重大案件で

あるという認識に乏しく、結果として、市民や

議会に対する情報開示が大きくおくれるという

不手際が見られた。 

 事務処理にミスがないよう、万全の体制で取

り組むことは当然であるが、それでもミスが発

生した場合に、事後の対応をどのように行い、

行政として責任をいかに果たすかというリスク

管理についても、取り組みの改善を求めたい。 

 以上、本委員会の審査での指摘事項は、今後

の市政運営や市民福祉の向上に反映することを

切望して、委員長報告といたします。 

○議長（中平富宏君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより、平成２３年度宿毛市一般会計及び

各特別会計並びに水道事業会計決算認定につい

て、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、平成２３年度宿毛市一般会計及び

各特別会計並びに水道事業会計決算認定につい

てを採決いたします。 

 本決算に対する委員長の報告は、認定すべき

であるとするものであります。 

 本決算は、委員長報告のとおり認定すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（中平富宏君） 全員起立であります。 

 よって、「平成２３年度宿毛市一般会計及び

各特別会計並びに水道事業会計決算」は、委員

長報告のとおり認定することに決しました。 

 日程第４「議案第１号から議案第２１号ま

で」の２１議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長(沖本年男君) 市長、議案の提案理由の

説明をいたします。 

 本日は、平成２４年第４回宿毛市議会定例会

を招集いたしましたところ、議員の皆様方には

大変御多忙中のところ御参集いただきまして、

まことにありがとうございます。 

 ただいま、平成２３年度一般会計及び各特別

会計並びに水道事業会計の決算を認定いただき、

まことにありがとうございます。 
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 審査報告書の御指摘はもとよりでございます

が、審査の過程におきまして、御指摘をいただ

きました点につきましては、今後さらに検討を

重ね、これからの市政運営に反映させてまいり

たいと考えております。 

 それでは、御提案申し上げた議案につきまし

て、提案理由の説明をいたします。 

 議案第１号は、宿毛市名誉市民の選定につき

同意を求めることについてです。 

 内容につきましては、市立坂本図書館への書

籍の寄贈をはじめ、本市の教育、文化の振興に

多大な功績を果たされています坂本嘉廣氏を、

本市の名誉市民として選定することについて宿

毛市名誉市民条例第３条の規定により、議会の

同意を求めようとするものです。 

 議案第２号は、人権擁護委員の推薦につき意

見を求めることについてです。 

 内容につきましては、現在、人権擁護委員と

して委嘱されています今城瑞代氏が、平成２５

年３月３１日をもって任期満了となりますので、

新たに土居桃代氏を推薦したく、人権擁護委員

法第６条第３項の規定により議会の意見を求め

ようとするものです。 

 議案第３号は、平成２４年度宿毛市一般会計

補正予算です。 

 総額で５億６３万８，０００円を増額しよう

とするものです。 

 歳入で増額する主なものは、国庫支出金５，

２０３万８，０００円、県支出金４，４６４万

５，０００円、繰入金５，１８８万８，０００

円、市債３億２，７３０万円です。 

 一方、歳出につきましては、増額する主なも

のを申し上げますと、総務費では、ＳＲＦ工法

で実施予定の本庁舎耐震改修工事費として７，

５００万円、福祉センターへの津波避難階段や

災害備蓄倉庫等の整備を行う津波避難対策推進

事業工事費として１億２，０００万円を計上し

ています。 

 民生費では、障害者サービス対象者等の増加

に伴い、更生医療費扶助で１，７００万円、障

害介護給付費等扶助で６，６００万円、私立保

育園の園児が当初見込みより増加したこと等に

より、私立保育園運営委託料として４，３７６

万７，０００円を計上しています。 

 衛生費では、ポリオの予防接種方法の変更等

により、予防接種費用の単価の増額に伴い、予

防接種委託料として５８０万円を計上していま

す。 

 農林水産業費では、中角地区で実施を予定を

している宿毛市集落営農・拠点ビジネス支援事

業費補助金として１，０３５万１，０００円を

計上しています。 

 土木費では、緊急防災減災事業で実施予定の

道路新設改良事業として１億１，４５９万３，

０００円、都市計画区域の見直し等を行う事前

調査として、都市計画道路交通量調査費を３９

０万円計上しています。 

 教育費では、平田小学校、山奈小学校、橋上

小学校の３校の耐震補強実施設計委託料として、

９１３万８，０００円、東中学校の校舎耐震補

強実施設計委託料として４８４万９，０００円

を計上しています。 

 続きまして、歳出を減額する主なものといた

しましては、先ほど、増額の中で説明いたしま

した民生費の市立保育園運営委託料の増額に伴

い、私立保育園運営補助金が２，３６４万５，

０００円の減額となっております。 

 繰越明許費につきましては、都市再生事業費

が本年度に予定していた事業が終了しない見込

みとなりましたので、国に対し、翌債の手続を

する必要がありますので、２億６６１万１，０

００円を計上しています。 

 債務負担行為につきましては、来年度支出予

定の宿毛市立坂本図書館窓口業務委託料、栄喜
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地区スクールバス通学輸送委託料、宿毛市ゴル

フ場管理委託料、宿毛佐伯航路運行経費支援事

業補助金の４事項について、契約等の作業を平

成２４年度中に実施する必要がありますので、

債務負担行為補正を計上しています。 

 議案第４号から議案第１０号までは、平成２

４年度の各特別会計の補正予算です。総額で８，

０２５万１，０００円を増額しようとするもの

です。 

 補正の主な内容は、修繕費等の管理的な支出

に伴うものとなっていますが、議案第９号の介

護保険事業特別会計補正予算では、保険給付費

が不足する見込みとなり、保険給付費として７，

２３０万円を計上しています。 

 議案第１１号は、平成２４年度宿毛市水道事

業会計補正予算です。 

 収益的支出で１１０万７，０００円、資本的

支出で４５万円の増額となっております。内容

につきましては、地方公営企業の会計制度の見

直しに伴い、固定資産の財源情報を正確に把握

する必要がありますので、その調査委託料等を

計上しています。 

 議案第１２号は、公の施設における暴力団の

利用を制限するための関係条例の整備に関する

条例の制定についてです。 

 内容につきましては、宿毛市暴力団排除条例

等に基づき、本市の暴力団排除に向けた取り組

みとして、市の管理する各施設について暴力団

の活動等に利用させないこととするため、宿毛

市沖の島開発総合センターの設置及び管理に関

する条例など３０の条例について、利用制限を

設けるための条例を改正しようとするものです。 

 議案第１３号は、宿毛市暴力団排除条例の一

部を改正する条例についてです。 

 内容につきましては、宿毛市暴力団排除条例

の中で、これまでは排除対象が暴力団及び暴力

団員としておりましたが、高知県暴力団排除条

例と同様に、暴力団準構成員も排除対象としよ

うとするものです。 

 議案第１４号は、宿毛市特別職の職員の給与

並びに旅費に関する条例の一部を改正する条例

についてです。 

 内容につきましては、平成２３年度に保健介

護課で発生したがん検診結果の送付遅延に対し、

現在の職員の管理・監督の最高責任者である私

をはじめ、副市長の責任を明確にするため、私

の給料を、平成２５年１月から２月までの２カ

月間について減給１０分の１、副市長の給料を、

平成２５年１月の１カ月について、減給１０分

の１としようとするものです。 

 議案第１５号は、宿毛市財産条例の一部を改

正する条例についてです。 

 内容につきましては、暴力団排除に向けた取

り組みとして、暴力団員及び暴力団準構成員に

対する公有財産の貸付等を禁止し、暴力団員及

び暴力団準構成員が利することとならないよう、

改正しようとするものです。 

 議案第１６号は、四万十市と宿毛市、土佐清

水市、黒潮町、大月町及び三原村との間の消費

生活相談等の事務の委託に関する規約の廃止に

ついてです。 

 内容につきましては、現在、四万十市に委託

しております消費生活相談事務につきまして、

平成２５年度より幡多広域市町村圏事務組合で

共同処理する事務となりますので、本規約を廃

止することについて、地方自治法第２５２条の

２第３項の規定により、議会の議決を求めるも

のです。 

 議案第１７号は、幡多広域市町村圏事務組合

規約の一部を改正する規約についてです。 

 内容につきましては、議案第１６号で説明し

た消費生活相談事務につきましては、幡多広域

市町村圏事務組合での共同事務とすることなど

の改正について、地方自治法第２９０条の規定
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に基づき、議会の議決を求めるものです。 

 議案第１８号は、指定管理者の指定について

です。 

 内容につきましては、平成２５年４月１日か

ら平成２８年３月３１日まで、蛍湖ゴルフパー

クの指定管理者として、株式会社すくもグリー

ン企画を指定することについて、地方自治法第

２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議

決を求めるものです。 

 議案第１９号は、市営土地改良事業の変更に

ついてです。 

 内容につきましては、平成１３年度に中山間

地域総合整備事業で圃場整備事業を実施しまし

た橋上地区楠山換地区及び橋上地区日平換地区

につきまして、本年度換地処分の事務作業を行

っているところですが、換地処分のため、事業

区域の見直しが必要なことが判明し、これに伴

い、計画面積を１万７４．２８平方メートル増

加し、１１万７，１７１．７４平方メートルに

変更することについて、土地改良法第９６条の

３第１項の規定により議会の議決を求めるもの

です。 

 議案第２０号は、財産の取得についてです。 

 内容につきましては、宿毛市土地開発公社に

宿毛市総合運動公園の目的として、先行取得依

頼をいたしております、宿毛市山奈町芳奈クワ

ンス谷２２３３ほか１０４筆、面積１０万４，

９４７．７３平方メートル、取得予定金額１億

７，２７７万８，７４１円について、宿毛市土

地開発公社保有土地購入事業として、宿毛市土

地開発公社理事長との間で仮契約が締結できま

したので、地方自治法第９６条第１項第８号の

規定により、議会の議決を求めるものです。 

 議案第２１号は、市道路線の認定についてで

す。 

 内容につきましては、宿毛市平田町戸内字師

高瀬屋敷１２１４番５地先から同１２１３番５

地先間を新たに市道師高瀬線として認定するこ

とについて、道路法第８条第２項の規定により

議会の議決を求めるものです。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

す。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願いを申し上げまして、提案理由の説

明といたします。 

○議長（中平富宏君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、１２月４日から１２月７

日まで休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、１２月４日から１２月７日まで休会

することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 １２月４日から１２月９日までの６日間休会

し、１２月１０日午前１０時より再開いたしま

す。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時０１分 散会 
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陳 情 文 書 表 

                            平成２４年第４回定例会 

受理番号 受理年月日 件       名 提 出 者       付託委員会 

第１４号 
平成 

24.11.21 

ＭＶ２２オスプレイの配備撤

回と訓練中止を求める意見書

の提出について 

宿毛市 

     山下 正寿 
総 務 文 教 

 

   上記のとおり付託いたします。 

     平成２４年１２月３日 

                     宿毛市議会議長 中 平 富 宏 
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                               平成２４年１０月２２日 

 

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                         予算決算常任委員長 今 城 誠 司 

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により、別添のとおり審査経過概要及び意見を添えて報告します。 

 

記 

 【平成２４年第３回定例会提出分】 

事 件 の 番 号 件      名 審査結果 理  由 

議案第 １号 
平成２３年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 
認  定 適  当 

議案第 ２号 
平成２３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ３号 
平成２３年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳

出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ４号 
平成２３年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ５号 
平成２３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳

入歳出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ６号 
平成２３年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ７号 
平成２３年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ８号 
平成２３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第 ９号 
平成２３年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入

歳出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第１０号 
平成２３年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
認  定 適  当 

議案第１１号 
平成２３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第１２号 
平成２３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について 
認  定 適  当 

議案第１３号 平成２３年度宿毛市水道事業会計決算認定について 認  定 適  当 
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平成２３年度 一般会計・各特別会計・水道事業会計 

決算認定議案審査に係る経過概要及び意見 

 

【審査の経過概要】 

  

１ 審査方針 

 平成２３年度各会計の決算審査については、監査委員から提出された宿毛市一般会計・特別

会計決算及び基金運用状況審査意見書を参考としながら、予算が議会議決に従って適法かつ合

理的、効果的に執行されているか、また、財政の健全化並びに財産の適正管理に十分留意され

ているか、しかも期待された行政効果を上げ、いかに市民福祉の向上に寄与したかという視点

から審査をするとともに、これからの予算審議に活用するためのものとする。 

 

２ 審査日程 

種別 日 時 曜日 決  算  審  査  内  容 

全体会 9.12 水 ○審査日程・審査方針の決定 ○資料要求 

全体会 10.1 月 ○指摘事項の説明（各担当課長） 

第１ 

分科会 
10.2 火 

○一般会計（議会事務局、教育委員会、企画課、監査事務局、

選挙管理委員会、会計課） 

○特別会計（定期船事業） 

第２ 

分科会 
10.5 金 

○一般会計（農業委員会、福祉事務所、人権推進課、産業振興

課、保健介護課、環境課、建設課） 

第１ 

分科会 
10.9 火 

○一般会計（総務課、市民課、税務課） 

○特別会計（国民健康保険事業、後期高齢者医療、学校給食事

業） 

第２ 

分科会 
10.10 水 

○一般会計（商工観光課） 

○特別会計（国民宿舎運営事業、へき地診療事業、幡多西部介

護認定審査会、介護保険事業、土地区画整理事

業、特別養護老人ホーム、下水道事業） 

○水道事業会計 

第１ 

分科会 
10.11 木 〇補足調査 特別会計（国民健康保険事業） 

第１ 

分科会 
10.22 月 〇補足調査 特別会計（国民健康保険事業） 

全体会 10.22 月 ○意見調整 

全体会 11.22 木 ○審査報告書の確認 
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【審査意見】 

 

１ 収入未済金の早期解消について 

 平成２３年度においても、一般会計、各特別会計、水道事業会計で過年度を含めて６７

５，７２８千円の収入未済金が生じている。 

 収入未済金の増加は、財政運営に及ぼす影響はもとより、税の公平負担の原則ならびに受益

者間の不均衡を招くなど憂慮すべき問題である。 

 昨今の不況による経済的な苦境には配慮する必要があるが、今後も、滞納者に対する適切な

納付指導や、各関係法令、条例等に基づく厳正かつ適正な対処を実施することにより、収入未

済金の早期解消を図るとともに、財源の確保に努め、効果的な行財政の運営と更なる財政の健

全化を求める。 

    

２ 各種公共施設の耐震・改築の推進について 

 昨年度も指摘したとおり、来るべき南海トラフの巨大地震を想定した各種公共施設の耐震化

に計画的に取り組むことを求めたい。 

 特に、本市は小中学校の耐震化が遅れている全国１３７の自治体の一つに含まれており、本

年８月には、文部科学省から平成２７年度末までに耐震化を完了することを強く求める書簡が

送付されている。このような状況を真摯に受け止め、小中学校の耐震化に向けた計画を作成の

うえ、平成２７年度までにすべての小中学校の耐震化が完了するよう計画的に取り組まれた

い。 

 また、市民から強く要望されている保育園の高台への移転改築についても、適地選定を含め

て一日も早い実現に努められたい。 

    

３ 随意契約の適正な実施について 

 地方自治体が行う契約については入札が原則であるが、契約内容が入札に適さない場合や金

額が一定額以下の場合については、随意契約が認められている。 

 本委員会においては、１００万円以上の随意契約について資料提出を求め、審査を行ったと

ころであるが、中には随意契約で実施しなければならない理由が不明確な案件も見受けられ

た。今後は市民に対する説明責任がしっかりと果たせるよう、ガイドラインや運用指針などを

作成のうえ、随意契約の適正な実施に努められたい。 

 

４ 特別養護老人ホーム「千寿園」の運営改善について 

 千寿園においては、昨年度、長期の空床があったことが発覚している。このことは、赤字経

営のため、一般財源からの繰り入れにより、何とか収支が均衡している千寿園の経営にとって

大きな損失となったことはもちろん、一日も早い入所を心待ちにしている多くの待機者、介護

家族にとって、重大な背信ともいえる問題である。 

 このような事態が再び生じることがないよう、職務規律の徹底を図ることは当然として、新
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たに第３者による監査機関を設置するなど、再発防止の実効性を担保できる仕組み作りに取り

組まれたい。 

 また、民間や他市の公立老人ホームにおいては、迅速な入所者の入れ替えが実施できている

ことを考慮すると、本園についても、業務の改善は十分に可能であり、今後は民間並みに入所

完了までの日数や、ベッドの稼働率等の目標を定め、達成値を検証するなどの実効的な改善を

図られたい。 

 併せて、約３０％という低率で推移しているショートステイの入床率も民間並みの９０％程

度に出来るだけ近づけるよう、更なる経営努力を求めたい。 

 

５ 事務処理ミスの再発防止と事後対応の改善について 

 本年発覚した、前立腺ガン、大腸ガン検診結果の通知漏れは、受診者の健康に深刻な影響を

及ぼすことが懸念される重大な事務処理ミスである。 

 また、先に指摘した千寿園の長期空床の問題に加えて、本年１０月には、本来使用が制限さ

れるべき都市公園用地をメガソーラー事業用地として利用させようとしたミスも発生してい

る。 

 これらの相次ぐ事務処理上のミスは、市民に大きな不安を与え、市政に対する信用を著しく

損なうものである。 

 今後は、このようなミスが生じないよう、職員一同、自らの担当業務について徹底的な見直

しを行うことはもちろんであるが、職員個々の努力に頼るだけでなく、組織としてヒューマン

エラーを防止するための有効な仕組みづくりについても取り組みを求めたい。 

 また、ガン検診の通知漏れが発覚した後の対応についても、市民の命にかかわる重大案件で

あるという認識に乏しく、結果として、市民や議会に対する情報開示が大きく遅れるという不

手際が見られた。 

 事務処理にミスがないよう、万全の体制で取り組むことは当然であるが、それでもミスが発

生した場合に、事後の対応をどのように行い、行政としての責任をいかに果たすべきかとい

う、リスク管理についても取り組みの改善を求めたい。 
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平成２４年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第２号 

 

１ 議事日程 

    第８日（平成２４年１２月１０日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長  安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   市 民 課 長  河 原 敏 郎 君 

   税 務 課 長  佐 藤 恵 介 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
弘 瀬 徳 宏 君 
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   保健介護課長  村 中   純 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  岩 田 明 仁 君 

   産業振興課長  三 本 義 男 君 

   商工観光課長  松 岡 博 之 君 

   建 設 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   福祉事務所長  滝 本   節 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 委 員 会 

   委 員 長 
松 田 典 夫 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

金 増 信 幸 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
野 口 節 子 君 

   千 寿 園 長        杉 本 裕二郎 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（中平富宏君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） おはようございます。

７番、松浦でございます。 

 それでは、通告いたしておる内容につきまし

て、市長に一般質問を行いたいと思います。 

 今回、私が質問する内容につきましては、水

道料金における料金体系の問題、並びに水道施

設の津波対策と水道行政について、お伺いをい

たします。 

 まず、初めは宿毛市の水道料金体系について、

質問をいたします。 

 先日、私のところに市民から水道料金の問題

について、疑問視というか、不公平感を抱いて

いるとの声をいただきました。市民から届いた

声をもとにし、私なりに調査をしてまいりまし

た。 

 調査をする中で、東京に本社があります体力

健康新社という会社が、全国のスイミングクラ

ブの経営者や指導者向けに発行しております

「クラブパートナー」という月刊誌がありまし

た。この記事によりますと、これまで民間の企

業が経営をするスイミングクラブの水道料金に

ついては、全国どこの自治体でも、営業用とし

て扱われてきておったとのことであります。 

 しかし、２００８年３月１日に発行されまし

たその月刊誌の３月号の中に、特報として、

「水道料金の減免措置ついに実現 宿毛市が湯

屋用適用で扉が開いた」「スイミングクラブ業

界念願の水道料金減免措置の自治体があらわれ

た」それが我が宿毛市であると掲載をされてお

りました。 

 全国で初めて宿毛市が営業用から湯屋用に変

更し、２００８年４月１日から適用したとのこ

とでありました。 

 私としては、これまで条例の中でうたわれて

いる湯屋用とは、公衆浴場法や、公衆浴場の確

保のための特別措置法で規定されている公衆浴

場、いわゆる入浴料を定めて、まちの中で営業

しておる銭湯のことについて規定をされておる

と思っておりましたが、このようにスイミング

クラブがこれまでの営業用から湯屋用に用途変

更がされ、まちの中で営業している銭湯と同じ

扱いになっていたのであります。 

 どうしてこのように用途変更ができるのか、

行政手続はどのようになっているのか、私とし

ても疑問に思うところであります。 

 また、現在の、宿毛市における料金体系は、

条例においては家庭用から中核工業団地内工業

用の８種類に用途別に区分をして、水道料金を

徴収いたしております。 

 しかし、用途別の料金体系についても、家庭

用のままで営業活動をしていて、安い料金体系

を適用しているところがあるとか、家庭菜園等

に水道を引く場合には、同じ口径であるにもか

かわらず、園芸用の料金が徴収されている。ま

た、用途の変更についても、毎月、検針をする

人からの報告なり、本人からの申告に基づき、

行っているのが現状であるようです。 

 そこで、まず初めにお伺いいたしますが、営

業用と湯屋用の料金区分において、どのような

基準で定められているのか、お示しをいただき

たいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） おはようございます。

７番、松浦議員の一般質問にお答えをいたしま

す。 

 宿毛市は用途別水道料金となっており、用途

によって家庭用、団体用、営業用、工業用、湯
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屋用、船舶用、臨時用の七つの区分扱い。区分

及び高知西南中核工業団地に係る工業用料金に

分かれております。 

 その適用基準としては、営業用は、直接営業

のため、または営業に付随して使用するものと

して、湯屋用は、公衆浴場用に使用するものと

しております。 

 なお、水道料金は営業用が１カ月当たり、基

本水量１５トンまでが１，７４０円で、超過料

金が１トンにつき１７０円、湯屋用が、１カ月

当たり基本水量２００トンまでが１万４，５６

０円で、超過料金が１トンにつき１６０円とな

っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 答弁ありがとうござい

ます。 

 営業用については、直接営業、間接、そして、

湯屋用については、公衆浴場用ということで、

答弁をいただきました。 

 そこで、次は、用途の変更の部分について、

お伺いをいたします。 

 宿毛市では、企業から水道使用料区分の変更

についての要望が出された場合には、宿毛市公

営事業審議会を開催をし、その審議会の御意見

を参考にしながら、条例なり規則をもとに、コ

ンプライアンスを順守する中で、判断をすべき

であると考えますが、現在の宿毛市の条例では、

行政手続について、どのように規定をされてい

るのかお伺いいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 宿毛市公営企業審議会の開催につきましては、

料金変更等の重大なものについては、審議会に

諮っておりますが、用途の変更など、条例で決

められた区分の中で判断する事柄は、審議会に

諮っておりません。 

 用途変更につきましては、宿毛市水道事業給

水条例第１８条において、用途を変更するとき

は、あらかじめ市長に届け出しなければならな

いと規定されております。 

 そのため、議員が言われるように、本人や検

針人などから申し出があれば、担当職員が状況

確認をした後、用途の変更を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、市長のほうから、

用途の変更については、私の申し上げた部分も

踏まえて、最終的には市長の判断というふうに

答弁をいただきました。 

 今回、さきに指摘をしました水道料金の、ス

イミングクラブの水道料金についての市民の不

公平感というか、疑念をいだいているのは、先

ほどの答弁がありましたように、条例に基づき、

最終的に市長が判断をするということになって

いるようですが、その政治判断言いますか、そ

こについて大きな問題を、疑問に感じておるん

じゃないかというふうに思うわけでございます。 

 そこで、近隣の自治体でも、この不公平感を

なくしていくという観点から、口径別の料金区

分を適用しているところがあるようでございま

す。 

 それぞれの料金体系についてメリットやデメ

リットがあると思いますけれども、宿毛市とし

ても、現在の用途別の料金体系から、口径別の

料金体系に変更する用意がないかどうか、市長

の所見をお伺いいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 全国の自治体で口径別と用途別の比率は、昭

和４０年度は口径別が１％、用途別が９９％で

した。しかし、給水普及率が９７％を超え、そ

れに伴い、使用形態も多様化し、用途区分や料

金算定根拠が不明確であるなど、使用目的別に
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料金を決定することに、利用者からの理解が得

られなくなってきたことを背景に、平成２３年

度は口径別５４．２％、用途別３４．８％、そ

の他１１％と、口径別の水道料金設定は用途別

より多くなっております。 

 現在、幡多郡内では、四万十市、黒潮町が口

径別料金を適用しています。宿毛市においても、

口径別料金への変更も検討をしており、今年度

もシミュレーションを行いました。 

 ただ、料金の設定によって増額となる世帯も

あり、今後、公営企業審議会に諮問し、皆さん

の意見を聞きながら、検討していきたいと考え

ております。なお、平成２６年度からは、消費

税の増額や公営企業の会計制度変更も予定され

ておりますので、周知期間の必要な料金体系の

変更についても、平成２６年度実施をめどに、

検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、平成２６年度を目

途に変更していきたいという答弁をいただきま

した。ぜひ、そういう方向で調整をしていただ

きたいというふうに思います。 

 制度を変える場合には、どうしても一定、利

用者に不便をかける部分が一部出てくる、これ

は一定、仕方ないと思いますけれども、そこら

あたりも、審議会の皆さんの御意見を十分聞く

中で、前に進めていただきたいというふうに思

います。ありがとうございます。 

 次、水道施設の防災対策について、お伺いい

たします。 

 これまでの機会においても、震災時における

ライフラインの確保対策については、水道管や

橋梁の耐震化を含めて、同僚の議員からも質問

がされ、この議会でも議論をしてきた経過があ

りますけれども、今回は、津波対策や施設の防

災対策について、なお質問をさせていただきま

す。 

 まず、初めは、和田にあります取水施設の管

理棟の問題でありますが、この建物は、これま

での議会答弁においても、昭和５６年の建築基

準法施行令改正による新耐震基準による建設で

あるということでありまして、地震対策につい

ては、一定の基準を満たしておるようでござい

ます。 

 そこでお伺いいたしますが、和田地区は本年

８月２９日に、内閣府から示された１０メート

ルメッシュによる津波の浸水想定によりますと、

約１０メートルの浸水が予想されているようで

あります。 

 このことを考えれば、津波の発生時には、こ

の管理棟も津波による被害を受けることが十分

予想をされます。水を確保する上で、最も重要

な施設でありますこの管理棟が、津波の被害を

受ければ、二ノ宮地区から和田地区以西、市内

全体においては、約６４％の世帯において、ラ

イフラインの確保に重大な影響が出るものと予

想されます。 

 そこで、この管理棟の津波対策は十分にとら

れておるのかどうか、また、今後どのようにし

ていこうとしているのかお伺いをいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 上水道取水施設の現場管理棟は昭和６０年に

建設されており、昭和５６年の建築基準法施行

令改正による新耐震基準に対応しておりますが、

津波に対しては考慮されておりません。 

 この現場管理棟は、松田川沿いにあるため、

出水時の冠水に対応できるよう設計されており、

浸水深２．５メートル以下であれば、通常運転

が可能であり、停電時においても、昨年設置し

た自家発電機にて運転できます。 

 それ以上の浸水深を想定した場合、津波の波

圧、浮力、掃流力及び漂流物による衝撃力が作
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用しますので、それに対する施設の安全性、施

設内への津波の浸水防止等を検討する中で、今

後、津波対策を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 なお、非常用の飲料水の確保については、津

波の影響を受けない東部広域簡易水道と和田で、

また北部簡易水道と二ノ宮で、配水管が連結さ

れておりますので、配水管等に破損がなければ、

水を送ることは可能であります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、答弁の中で、２．

５メートルぐらいであれば、十分対応できると

いうことでありますけれども、先ほど、私が指

摘しましたように、きょうも県から詳しい発表

があるというふうにお聞きいたしておりますけ

れども、この前に出された１０メートルメッシ

ュの中でも、１０メートルくらいが予想される

ということで、言うたら、完全にこの施設その

ものが危ないということでございます。 

 今、市長のほうからそこらあたりの、津波対

策等についても、今後十分検討していきたいと

いう答弁をいただきましたけれども、本当に命

の水を確保するという部分で、本当に最も大切

な施設でございますので、ぜひ、真剣にこの問

題、取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。 

 次は、松田町にあります配水池タンクの耐震

化について、お伺いいたしますけれども、この

問題についても、９月議会の中で質問がなされ

ておりますけれども、なお詳しい内容について、

お伺いをいたします。 

 水道課では、この施設の耐震化については、

専門の業者に調査を行ってきたとのことであり

ます。結果的には、取水施設の管理棟と同じく、

昭和５６年の建築基準法施行令改正による、新

耐震基準による建設であり、地震対策について

は、一定、基準を満たしておるようではござい

ますけれども、どれぐらいの規模の地震に耐え

られる施設であるのかどうか、住民の、地域の

皆さんも一番知りたい部分だろうというふうに

思いますので、その調査内容、業者に委託をし

て調査をした内容について、詳しくお伺いをい

たします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 松浦議員おっしゃられましたように、５６年

の新耐震基準には対応しておりますけれども、

タンク容量が５，０００トンと非常に大きく、

直下には人家が多数あるため、巨大地震に耐え

られるのか、心配する方もおられると思います

ので、平成１８年に行った耐震についての検討

結果を述べさせていただきます。 

 この配水池は、現在の耐震設計手法を用いて、

耐震検討を行った結果、阪神大震災クラスの震

度７の地震にも、人命に重大な影響を与えない

及びタンクの機能保持が可能という、耐震水準

を満足しています。 

 また、地盤支持力や転倒及び滑動に対しても、

安全であるとの結論であります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） ありがとうございます。 

 今、阪神大震災くらい、震度７ぐらいについ

ては、対応できるということでございます。 

 先日の３．１１の東日本大震災も、マグニチ

ュードは９．１でしたか、震度は７ぐらいとい

うことで、震度については、同様の規模のよう

であります。今の市長の答弁を聞く中で、一定、

そこらあたりについても、調査結果に基づくな

らば、一定、安心という答弁でございます。 

 そういう面で、地域の住民も一定、これで安

心しておる部分があるかなというふうに思いま

すけれども、建物が６０年に建ったということ
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でありますので、もう４分の１世紀過ぎており

ます。老朽化もしてくるだろうというふうに思

いますので、そこらあたりについても、十分、

今後も調査をしながら、住民に安心感を与える

取り組みをしていただきたいというふうに思い

ます。 

 以上で、一般質問を終わります。 

○議長（中平富宏君） この際、１０分間休憩

をいたします。 

午前１０時２３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３３分 再開 

○議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） ４番、通告に従いまし

て、一般質問を行います。 

 初めに、沖本市政における基本姿勢の大きな

三つの柱の一つ、２０年後、３０年後の宿毛市

のビジョンの策定についてであります。 

 ３月議会において、このビジョンの具体的な

策定方法、行政的な位置づけについては、これ

からの検討課題だと思っている。時間をいただ

きたいと、答弁をいただきました。 

 市長に着任して間もない時期の質問のため、

具体的な答弁には至っておりませんが、着任し

て１年になろうかとしております。このビジョ

ン策定について、現在の進捗状況について、お

聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ４番、今城議員の一般

質問にお答えいたします。 

 私は、２０年、３０年後の宿毛市が目指すべ

き方向、宿毛市のビジョンについて、各分野の

専門の方々の意見をいただき、よりよい宿毛市

づくりのために生かしていくことは、大変重要

なことであると考えております。 

 平成２４年度におきましては、農業や林業、

水産業に係る人たちが、有機的なつながりを持

つ中で、一次産業の発展はもとより、地域の活

性化のための提言等を行うことを目的に、１０

月に農協や森林組合、漁協の関係者、そして行

政職員が一堂に会し、宿毛市農林漁業協同組合

連絡協議会を立ち上げていただきました。 

 今後、定期的に会合し、その他の団体等とも

連携を図る中で、よりよい宿毛市づくりのため

に、提言等をいただくことになっています。 

 また、新エネルギーを活用したまちづくりに

つきましては、循環型社会の構築と、地域にあ

る資源を活用した地域振興策として、有効であ

ると考えておりますので、今後も積極的に取り

組んでまいります。 

 先ほど申し上げましたように、今年度は、一

次産業を中心とした宿毛市農林漁業協同組合連

絡協議会の結成を初め、新エネルギー開発や、

宿毛湾を生かす取り組みをしている団体等の皆

さんと意見交換をし、すぐに進めることが可能

な分野については、その取り組みを推進してま

いります。 

 今後は、さらに商工業や観光、地域づくりな

どの皆さん方の意見を聞く中で、市長としての

ビジョン策定への手順を確認しながら進めてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） ４番、少し再質問をさ

せていただきます。 

 基本姿勢の中で、今回は、一次産業について

取り組んだという答弁でございましたと思いま

すが、市内外の各分野の専門家で、未来づくり

検討委員会を立ち上げて行うということになっ

ておりましたが、今の答弁によると、個別にや

っていくような答弁みたいだったんですけど、

市長が言われよったのは、未来づくり検討委員
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会を立ち上げて、総合的に２０年、３０年後の

ビジョンを策定して取り組んでいくと、私は解

釈しておりましたが、そのあたり、市内外の各

分野での専門家での未来づくり検討委員会の立

ち上げについて、どのようなお考えかお聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 昨年１２月の市長就任以来、この１年、市長

としてさまざまな団体や、個人と交流を行って

きました。 

 こうした中で、あらゆる場面で、いろいろな

御意見や御提言を伺うことができました。そう

した経験からも、私自身が公約として掲げてお

りました未来づくり検討委員会につきましては、

公的な組織としてではなく、私の個人的なシン

クタンク的な要素で、さまざまな分野の方々か

ら、いろいろな機会を通じ、施策に対する各種

の御意見、御提言、あるいはアイデアを伺い、

必要に応じて市の政策審議会等に諮り、施策に

反映していきたいと考えておりますので、今後、

そういった方向性で取り組んでみたいと考えて

おります。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 個人的なシンクタンク

ということでの立ち上げ、その場、その場でい

ろんな御意見をいただいて、政策に生かしてい

くという考えですね。 

 ２０年後の、３０年後の宿毛市のビジョンで

すから、そういうやり方で思ったものができる

んでしょうかね。そういう会合であったときと

か、そういうときに提言をいただくだけで、ビ

ジョンができていくのかどうか。 

 そのビジョンを市民とも共有するということ

になってますが、どのような手法でそのビジョ

ンを共有していくのか、個別な意見を聞いただ

けで、ビジョンが整っていくのかどうか、それ

を市民と共有するということは、どういう手法

をとっていくのか、お聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、お答えいたしま

す。 

 私は、市政運営の基本姿勢として、行政の最

も大事なことは、事業を公平公正に行い、市民

にわかりやすく説明することであると考えてお

ります。 

 その意味からも、市民の皆様に、行政情報を

積極的に開示することや、市の将来ビジョンを

明らかにし、理解と協力をいただく中で、事業

を推進していくことが重要であると考えており

ます。 

 今後、目指すべき都市像は、あらゆる機会に

市民の皆様に説明し、ともによりよい宿毛市づ

くりに取り組んでいくことができるよう、努め

てまいりたいと、このように考えております。 

 先ほどの質問にもございましたように、この

１年間、それぞれの分野の皆さん方から御意見

をお伺いをする中で、そしてだんだんにその方

向性を集約する形で、それなりに考えてまいり

たい、このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） それなりに考えていく

ということですけれども、余り理解をしづらい

んですけど。 

 未来づくり検討委員会なるものを立ち上げて、

その２０年、３０年後の宿毛市のビジョンを総

合的にまとめ上げて、そして市民に提示をして、

ビジョンを共有していく。私は、そのように思

っておりました。 

 そういうことをするために、市内外の各専門

家でそういう委員会をつくるんだと思ってまし

た。 

 その委員会を立ち上げもしない、個人的な組
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織にするということですけれども、やっぱりこ

の策定には予算は必要ないんですね。そういう

委員を集めて、そういうビジョンを策定してい

くということはせずに、個人的なシンクタンク

というものであるということで、総合的なビジ

ョンを、市民に提示することはないのですね。 

 そのあたりをお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 まず、未来づくり検討委員会につきましては、

私的な機関であるために、予算は必要ではあり

ませんが、ビジョン策定に当たって、今後、新

しく公的な組織を設置し、さまざまな分野の

方々にお集まりをいただき、御提言をいただく

必要性が生じた場合には、費用負担が生ずるこ

とは考えられます。 

 費用負担が伴う会議等につきましては、今後、

当然のことながら、議会で予算を御審議いただ

くことになりますので、その必要性については、

御理解いただけるよう、十分説明してまいりた

い、このように考えております。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 再質問を少しさせてい

ただきます。 

 その２０年、３０年後のビジョン、宿毛市の

ビジョンの策定、その下に宿毛市振興計画は存

在するわけですけれども、それとの整合性はど

のようにとっていくのか。将来、宿毛市こうあ

る姿のために、１０年後の姿はこれで、５年後

の基本計画はこれで、３年の計画はこれである

とか、その振興計画との整合性について、どの

ように考えておられるかお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市のビジョンは、宿毛市が目指すべき方

向、進むべき方向を明らかにするものであると

考えております。 

 宿毛市の振興計画基本構想は、今後１０年間

のまちづくりの指針となる総合計画があり、こ

れに基づき、中期的な実施目標を部門ごとに体

系化した基本計画及び毎年度の予算編成の指針

となる実施計画を定めることとなっております。 

 大きなビジョンのもとで、それを具現化して

いく道筋を明確にしていくことは重要であり、

振興計画を策定する意義があるものと考えてい

ます。 

 大きなビジョンと相反する計画については、

当然、見直しも検討しなければならないと考え

ておりますし、また社会情勢の変化等によって

も、見直しを行う必要が生じるものと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） その大きなビジョンは、

各一次産業とか商工とか、各分野ごとに、これ

から私的な機関としてまとめていかれる。 

 それは、総合的に一つにまとめて、市民に、

議会に提示していくのかどうか。一つ一つの分

野で、私的な組織で検討をしたものを、小さな

組織組織でいくのか、宿毛市全体として、全て

の分野をまとめて、一つのビジョンを策定して

いくのかをお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市のあるべき姿や、進むべき方向を明ら

かにすることは必要でありますので、必要に応

じて、この審議会に諮り、当然ながら、施策に

反映していく、こういう形で実効性のあるもの

にもしていかなければならないというふうに考

えております。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） ２０年、３０年後のビ

ジョンの必要性というものが、余り、理解しづ

らい。もう少し、議員にも市民にもわかる形で、
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これを整理していただきたいと思います。 

 関連しますので、次の宿毛市振興計画につい

ての質問に入りたいと思います。 

 平成２３年４月の自治法改正により、市町村

への基本構想策定義務が撤廃されました。 

 宿毛市振興計画は、この同じ２３年４月に策

定されておりますが、今後もこの振興計画を活

用して、宿毛市が目指すべき方向や、目標を定

めての長期計画に取り組んでいくのかどうかを

お聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 さきの質問でもお答えしたとおり、宿毛市が

将来にわたって、豊かで活力に満ちた地域社会

を築いていくためには、宿毛市が進むべき方向、

将来ビジョンを市民の皆様に明らかにするとと

もに、そのビジョンを具体化していくための計

画が必要であると考えております。 

 そのため、今後も一定期間の目標を定めた振

興計画に基づき、事業を推進してまいりたいと、

このように考えております。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 再質問をいたします。 

 間もなく来年度予算の編成の時期になります

が、先ほども答弁の中でありました予算編成の

基礎となる実行計画は、宿毛市の将来像を具現

化する行政のマニフェストといえる実施計画、

昨年度、３月に質問したときは、間もなく完成

であるという答弁もいただきましたが、この実

施計画について、いまだ議員には提示されてな

い。その実施計画について、どのような進行な

のか、お聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市の振興計画は、今後１０年間の宿毛市

の望ましい発展の方向と、まちづくりの指針と

なる基本構想、平成２７年を目標年次とした基

本計画、そして期間を３年とした実施計画をも

って構成しています。 

 計画の進行管理につきましては、毎年度、実

施計画をもとに実施する事業の評価や検証を行

い、次年度以降の実施計画の設定に際して、必

要な見直しを行っていくということとしており

ます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 昨年３月に質問したと

きに、実施計画について、間もなく完成である

と。その完成というか、その進行ぐあいを今、

質問したんですけれども、その辺、再度お願い

します。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 先ほどの質問に対して

の説明を、企画課長のほうからさせますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、４番議

員の一般質問にお答えを申し上げます。 

 宿毛市振興計画の実施計画の策定ができてい

るのかという御質問をいただきましたけれども、

平成２３年度に、新しい宿毛市の振興計画基本

構想及び基本計画、これは平成２７年までの５

カ年の計画でございます。 

 その計画を、具体的な事業に展開するための

実施計画、これを２３年度から３年間ごとに作

成をいたしております。 

 毎年、これをローリングをして、毎年度、事

業の計画に基づいた事業として、成果が上がっ

ているのかどうか、そういったものも評価しな

がら、翌年度の実施計画を、さらに事業を見直

しするのか、あるいは廃止をしていくのか、さ

らに継続、あるいは事業を拡大していくのか、

そういったものを、予算編成時期にあわせて、

新たな実施計画を策定を検討していくと。 

 したがって、３年間の計画をつくっていきま
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すけれども、翌年度の分については、見直しに

よってまた変更がかけられてくるという、実施

計画、３年間、毎年１年ごとのローリングの計

画でございます。 

 実施計画につきましては、これまで議会のほ

うへは、あるいは市民の皆様のほうへも報告で

きておりません。これは業務の進行管理表のよ

うな形になっておりまして、ページ数もこうい

うもので、数十ページに及ぶものでございます。 

 お手元にございます振興計画基本構想基本計

画の中の具体的な事業に基づいて、この実施計

画を策定をいたしておりまして、それを予算の

箇所づけを行っているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 実施計画については、

市民にも議会にも提示はされていなかったと、

そういう理解でよろしいですね。 

 それで、やはり、それもやっぱり公表して、

計画がこれで、実施がこうだった。それは、検

証をするのは議会か市民、やはりそれはやるべ

きだと思いますので、今後、実施計画、その検

証については、全て議会のほうでも検証したい

ので、提示するべきだと思いますので、よろし

くお願いします。 

 それから、毎年、達成度の計画の確認と、計

画の見直しについて、どのように取り組んでお

るのか。 

 この振興計画の目標値の中に、達成度をはか

る目標値の中にこういう記述が多いんですけれ

ども、「今後、達成度の確認の時点に指標を設

定し、達成度合いを検証する予定」ほとんどの

項目で、目標値に対して、このような記述をさ

れております。 

 どうやって達成度の確認をするか、少し理解

に苦しむんですけれども、毎年度の達成度の確

認、計画の見直しについて、また市民の確認に

ついて、どのように取り組んでいくのかをお聞

かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市の振興計画につきましては、中期的な

基本計画に基づき、３年間の実施計画を策定し

ております。 

 毎年度、実施計画に基づき実施する当該年度

の事業の評価を行い、翌年度以降の計画の見直

しや策定を行っています。 

 予算的に、具体的には、各課による事業の評

価と見直しを、翌年度の実施計画と予算要求に

反映させ、財政当局や市長、副市長の段階で再

評価を行う中で、翌年度の事業決定を行ってお

ります。 

 市民の皆様への公表については、基本構想や

基本計画については、市のホームページで行っ

ておりますが、実施計画については、公表をい

たしておりません。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 再質問を、少しさせて

いただきます。 

 成果の確認、事務事業での評価表とか、政策

評価とか、少し前までは全ての事業に対しては

評価表で、議会のほうにも提出はあったんです

けれども、今は新規事業だけ、事務事業評価を

提出されております。 

 成果の確認として、機能してない。その事務

事業の評価についても、新規事業だけ。新規の

ときだけ議会に提出している。やはり、行政評

価は事後、予算を投入して、どういうふうに変

わったのか、よくなったのか、そういう評価を

していくのが行政評価です。 

 どうも、宿毛市は、ＰＤＣＡ、Ｐだけで、Ｄ

が少しかじって、チェックとアクションがない。

行政評価は、やはりそこまでいかんといかんと

思いますが、今後、政策評価、事務事業評価を
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手厚くする、やり方を変える必要性はないのか。

今のままのやり方でいくのか、お聞かせ願いた

い。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 毎年度の実施計画に基づいて実施する事業の

評価を行って、成果が上がっていない事業等に

ついては、廃止や縮小、または通年時にわたっ

て実施することが必要な事業については、継続

をしたり、事業の拡大を図るなど、計画推進の

ために見直しを行っております。 

 今後も、常に事業の評価や検証を行い、計画

推進のために、市に必要な事業を実施するよう

に取り組んでまいりたいと思います。 

 先ほど、質問にもございました行政評価、あ

るいは事務的な事業の評価等につきましては、

執行部のほうでよく検討して、今後、対応をさ

せていただきたいというふうに思います。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 見直しは行っていると

いうことなんですね。 

 今の状況では、議会にも市民にも見えない。

やはり、これは改善するべきです。今後、しっ

かり評価までいけるような振興計画、運営をよ

ろしくお願いします。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 次に、業務継続計画について、質問したいと

思います。 

 昨年の平成２３年９月議会において、業務継

続計画の策定の必要性を質問させていただきま

した。その当時の答弁といたしまして、被災後

の宿毛市の復旧復興をスピーディーに行ってい

くためには、この業務継続計画を策定していく

必要性というものは、強く感じておりまして、

今後、全庁体制で検討協議を行ってまいりたい

と考えております、と答弁をいただきました。 

 コンピューター等のＩＣＴに関する業務継続

への取り組みは、少しずつではありますが、前

進しております。 

 この業務継続計画について、現在の策定の進

捗状況をお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 市役所の業務継続計画策定の進捗状況でござ

いますけれども、現在まで協議検討をしてまい

りましたが、まだ策定には至っておりません。 

 今後の予定としては、本年度中に南海地震の

新想定に対応できるよう、地域防災計画の改定

を行い、現在の体制を抜本的に見直した上で、

震災時の職員の初動マニュアルを作成し、さら

に業務継続計画を策定していきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） ４番、再質疑をいたし

ます。 

 地域防災計画を優先して、さきにやりたいと。

その後、この業務継続計画について、取り組ん

でいくと。 

 もう少し、歩調を速くしないと、市民の負託

に応えることができませんので、その担当課に

ついても、少し人員の補強もされておりますけ

れども、今年度。もう少し取り組みを、前向き

に進めるためには、課に昇格とか、そういうこ

とも視野に入れて、一日でも早い策定に努力し

ていただきたいと思います。 

 同じく、業務継続計画ですけれども、消防業

務の業務継続計画の必要について、質問したい

と思います。 

 新消防庁舎において、震災前の津波想定高さ

は、敷地の高さより下で、浸水はしない想定で

した。 

 震災後、避難路などの計画のために、暫定的

にこれまでの中央防災会議の２倍、高知県の想
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定の１．５倍で取り組んでおりました。その高

さによると、新消防庁舎は敷地が３０センチ程

度浸水する想定でありました。 

 内閣府の発表した５０メートルメッシュで、

この新庁舎は浸水深さが４．３メートル、１０

メートルメッシュでは４．７メートルと発表さ

れ、南海トラフの巨大地震、１０００年、１５

００年に１回の想定される地震が発生すれば、

新庁舎の２階の床付近まで浸水する想定となっ

ております。 

 先日の議会報告会においても、多くの市民か

ら、現在、建設中のこの消防庁舎について、そ

の建設位置での浸水被害について、不安の声が

多く出されておりました。 

 我々議会側の答弁として、仮に１階が浸水し

ても、庁舎機能が失われることのないよう、２

階以上に重要な設備機器を配置する構造にして

いること。車両については、津波到達までに一

時的に高台に避難しておく対応をとると、我々

は議会で説明を受けたことを、市民に対しても

説明をいたしました。 

 この消防活動において、市民に今の位置でも

可能なんだという安心を与えるために、現在の

新庁舎において、どのような方法で業務を継続

するかを策定して、その業務の継続を担保する

必要があると考えますが、新庁舎での業務継続

計画を策定する必要性について、お聞かせ願い

たい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 消防署につきましても、現在、明確な業務継

続計画は策定できておりません。 

 現在、建設中の新庁舎の地盤高は６．５メー

トルで、南海地震による最大津波浸水深が４．

７メートルと想定されておりますが、堤防が決

壊しない場合の浸水深は、相当差があると想定

されております。 

 新庁舎については、２階にサーバー室、屋上

に非常用発電設備等を設置し、大規模地震が発

生し、庁舎が使用できなくなっても、最も大切

なのは、市民の生命、財産、身体が一番大事だ

と考えておりますので、聖ヶ丘病院のグラウン

ドに、消防車両を待機させ、防災拠点として活

動できるよう、聖ヶ丘病院と協定を締結しよう

としているところです。 

 また、新庁舎での消防無線が使用できなくな

るおそれがあるため、芳奈の運動公園内にメー

ン設備を整備しておくことで、無線での被害状

況等の把握や、県、各市町村との連絡網を確保

できるよう、進めているところです。 

 消防署におきましても、地域防災計画の見直

しをした上で、できるだけ早く業務継続計画を

策定したいと、このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 市民の不安が少しでも

なくなるよう、一日でも早く策定して、皆さん

に公表して、安心を与えていただきたいと思い

ます。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 次は、教育行政についてであります。 

 教育長には、着任早々の質問ということで、

これまでの議論、経過が把握されてない点があ

ろうかと思いますが、宿毛市の重要課題であり

ますので、今回、質問をさせていただきました。

よろしくお願いします。 

 初めに、学校再編計画についてであります。 

 宿毛市小中学校再編調査特別委員会より、９

月議会において、現在の再編計画については、

幾つかの問題を抱えており、再編計画を再考す

べきではないかという報告がされ、この議会の

一般質問に対して、教育委員会といたしまして

も、市民の代表であります審議会の特別委員会

の審議を経て、本会議で議決されたものにつき
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ましては、重く受けとめており、今後、市長部

局との再編計画の見直しの必要性について、協

議をしてまいりたいと思っております。と答弁

しております。 

 市長部局との協議はされたのかどうか、再編

計画の見直しについて、教育委員会ではどのよ

うな協議がされているのかをお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） ４番、今城議員の質

問にお答えをいたします。 

 学校再編計画について、９月議会を受けて、

市長部局との協議はどのような結果になったの

か、という御質問をいただきました。 

 教育委員会と市長部局との協議につきまして

は、４月に宿毛小中学校建設に係るプロジェク

ト会議を立ち上げ、宿毛小学校の建築のあり方

についての協議をしてまいりました。 

 その中では、宿毛小学校の建設についてのみ

ではなく、関連といたしまして、学校関係校以

外の再編計画や、学校施設の耐震化等について

も、協議を進めております。 

 現段階におきましては、具体的に申し上げる

ことはできませんが、今後は宿毛小学校の建設

場所についての方向性を示す中で、再編計画に

ついての協議も深めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 再質疑をさせていただ

きます。 

 ４月に行われたということで、この９月議会

を受けて、９月議会以後の協議はされてないん

ですね。そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） ４番、今城議員の質

問にお答えをいたします。 

 教育委員会といたしましても、９月に特別委

員会の報告を受け、宿毛小学校の建設場所と合

わせて、現再編計画の見直しの必要性について

も協議を始めているところであります。 

 こちらについても、現段階においては、具体

的に申し上げることはできませんけれども、教

育委員会としまして、内部で十分な調整をする

とともに、市長部局と十分な協議を深めてまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 新教育長は、これまで

教育委員会にいなかって、今度入ってきたんで

すけれども、現在、我々特別委員会が幾つかの

問題を抱えているというこの再編計画に対して、

どのような考えを持っておられるかを、少しお

聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） ４番、今城議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 新教育長は、現在の再編計画についてはどの

ように受けとめているかと、そういう質問をい

ただきました。 

 この件に関しましては、現在の教育委員会に

おいては、最重要課題であると認識しておりま

すので、今後、今までの経過を再度確認する中

で、現在の再編計画が最善の枠組みであるのか

どうかについて、教育委員会内部で検討するこ

とはもちろんですが、市長部局とも、十分に協

議し、見直しの必要性についても検討していき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 着任早々、大きな、重

要課題でありますので、早急に教育委員会とし

ての案を、再度、練り上げていただきたいと思

います。 

 この再編計画が、少し迷走というか、そうし
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た関連で、市内における全校の耐震化もおくれ

ております。 

 今後、その全校耐震化に大きく影響するこの

学校再編計画について、どのように進めていく

かをお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 学校再編についてでありますが、検討の結果、

見直しの必要性が生じた際にはもちろんであり

ますが、具体的に計画を進めていく際にも、９

月議会において、前教育長が重ねて答弁しまし

たように、住民不在の計画にならないように、

今まで以上に保護者、地域との話し合いを密に

するとともに、また一貫性に欠けるとの指摘が

ないように、明確な根拠をもって計画をお示し

し、計画の実現を図ってまいりたいと考えてお

りますので、御理解をお願いいたしたいと思い

ます。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） どうもありがとうござ

いました。しっかりと、よろしくお願いします。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 最後に、学校の耐震化についてであります。 

 宿毛市の小中学校の耐震化率は、本年６月１

日現在、４２．２％、県下の市町村で５０％を

割っているのは土佐清水市の４５％、須崎市の

４２．１％。全国的に見ても、８１０ある市区

のうち、本市は８０５位であり、耐震化率は全

国的に見ても、最もおくれた水準の本市の学校

施設であります。 

 文部科学省より文書が送付されており、首長

を含めた意識の問題として、職員を訪問させる

意向を示されております。 

 国の目標とする平成２７年度末までに、本市

の学校施設の耐震化率は１００％が可能である

のかどうか、お聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） ４番、今城議員の質

問にお答えをいたします。 

 学校施設の耐震化についての御質問をいただ

きました。 

 学校施設の耐震化につきましては、文科省よ

り平成２７年度までに１００％にするようにと

の指導をいただく中で、宿毛市におきましても、

取り組みを進めている状況です。 

 しかしながら、学校施設の耐震化につきまし

ては、過日の高知新聞に、高知市の学校施設の

耐震化の状況が掲載されましたように、予算面

のみの問題ではなく、全国的に耐震化が進む中、

受注業者の限界もあり、宿毛市におきましても、

対応に苦慮しているところであります。 

 宿毛市における具体的な取り組みと、今後の

予定を説明させていただきますと、平成２４年

度につきましては、１２月現在、片島中学校の

体育館の耐震補強工事が完了しておりまして、

同校の校舎及び小筑紫中学校の校舎につきまし

ても、現在、耐震補強工事を行っているところ

であります。 

 また、早期の耐震化に向けた取り組みといた

しまして、来年度以降に予定しておりました山

奈小、平田小、橋上小及び東中の校舎の耐震補

強設計を前倒しするための予算を本会議に提出

させていただきましたところであり、設計完了

後におきましては、状況を精査する中、来年度

補正予算で対応をさせていただくことも視野に、

順次、耐震補強工事を進めてまいりたいと考え

ております。 

 また、宿毛小学校、松田川小学校につきまし

ては、現在の再編計画におきましては、統合校

舎を改築することにより、耐震性の確保を図る

こととしておりますが、現在、建設予定地につ

いては、高台調査により調査中であり、３月に

はその方向性を示していきたいと考えておりま

すので、その方向によって、改築までに耐震補
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強を行うかどうか、またどういった工法で耐震

補強を行うかについて、判断してまいりたいと

考えております。 

 同時に、宿毛中学校につきましても、来年度

に耐震診断と耐震補強設計を完了させる中で、

平成２６年度には、耐震補強工事を行いたいと

考えております。 

 残る大島小学校、沖の島小学校、橋上中学校、

東中学校４校の体育館についてでありますが、

現在の計画におきましては、大島小学校、沖の

島小学校を平成２７年度に、耐震補強工事を行

う予定であり、橋上小学校、東中学校の体育館

につきましても、平成２７年度までの耐震化を

目標に取り組んでいきたいと考えております。 

 しかしながら、冒頭にも答弁させていただき

ましたように、設計及び工事が可能な業者につ

きましては、市内業者のみで考えますと限りが

あり、市長部局に確認しますと、平成２７年度

までの間には、保育園や市営住宅の改築など、

学校施設の耐震化以外の事業も想定されるなど、

ほかの事業との兼ね合いもありますので、学校

の耐震化について、平成２７年度までに全てが

完了できない可能性もありますが、教育委員会

としましては、子供の命にかかわることであり

ますので、でき得る限り、早期の耐震化に向け

て、市長部局と連携をして、取り組みを進めて

まいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 少し再質疑をさせてい

ただきます。 

 耐震化への計画も少し説明をいただきました

が、２４年度末で耐震化率は何％、２５年度、

今、見込まれている耐震化率は幾らになるのか。

２６年度は、この予定でいくと、このくらいに

なるという数字はつかんでないんでしょうか。

その辺をよろしくお願いします。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えいたします。 

 ただいまのところは、まだそういうことにつ

いて把握しておりませんので、後ほど調べてお

答えをいたします。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 詳しい把握はされてな

いということですけれども、各年度の耐震に対

する予算は、幾らを見込んでいるのか、総事業

費として、このくらいはかかるというものはつ

かんでないのか。財政的には、大丈夫なのか。 

 先ほどの答弁によりますと、施工業者のほう

で、少し不安があるというような答弁でしたけ

れども、各年度の事業費の見込み、幾ら必要な

のか、つかんでいるのか、総事業費は幾らを見

込んでいるのかをお聞かせ願いたい。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 今城議員の質問にお

答えをいたします。 

 各年度の事業見込みと、総事業費についての

御質問をいただきました。 

 事業費につきましては、２次診断、耐震補強

設計が完了しておりませんので、あくまで概算

金額ではありますが、御答弁させていただきま

す。 

 まず、平成２５年度におきましては、沖の島

小学校校舎の耐震工事及び宿毛中学校の第２次

診断、及び耐震補強設計を予定をしておりまし

て、合計６，４００万円余り、平成２６年度に

おきましては、山奈小学校、平田小学校、橋上

小学校、東中学校、宿毛中学校の耐震補強工事、

大島小学校、沖の島小学校、橋上小学校、東中

学校の体育館の耐震診断及び耐震補強設計を実

施したいと考えておりまして、合計２億６，２

００万円余りの予定となっております。 
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 また、平成２７年度におきましては、大島小

学校、沖の島小学校、橋上小学校、東中学校の

体育館の耐震補強工事を実施したいと考えてお

りまして、合計１億４，０００万円余りの予定

となっておりまして、来年度以降に耐震化に向

けて必要な事業費は、４億６，６００万円余り

を見込んでおります。 

 なお、現在、申し上げた各事業につきまして

は、前倒しできるものについては前倒しをして、

行っていきたいと考えておりますが、先ほども

申し上げましたように、予算面のみではなく、

予定どおりの実施が困難になる可能性もありま

すので、その点については、御了承をいただけ

ればと思います。 

 また、先ほど答弁させていただきましたよう

に、宿毛小学校、松田川小学校については、耐

震性確保の方向性を３月には判断してまいりた

いと考えておりますので、２校の耐震補強に係

る費用は、ただいまの金額には含まれておりま

せん。 

 また、これらの金額は、あくまで概算となっ

ておりますので、あわせて御理解をお願いした

いと思います。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ４番今城誠司君。 

○４番（今城誠司君） 事業計画について、る

る説明をいただきました。 

 執行部としても、子供たちの安全安心のため

の予算ですので、各年度の予算は、必ず確保し

て、この平成２７年度に向けて、取り組んでい

ただきたい。 

 まだ、宿毛小学校について、建設位置でもう

少し時間がかかるようですけれども、特別委員

会の議決は全ての学校を耐震化しなさいという

ことも出てますので、早期に耐震化が実現でき

ますよう。どうも答弁を聞いておりますと、２

７年度には少し難しいような答弁であります。 

 全国的に見ても、宿毛市が最後の端になって

しまうんじゃないか。それだけは避けたい。１

日でも早い耐震化をお願いいたしまして、一般

質問を終わります。 

○議長（中平富宏君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時２９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） ８番議員の浅木でござ

います。ただいまから一般質問をさせていただ

きます。 

 質問通告に従い、質問させていただきます。 

 まず、最初に市長の政治姿勢についてであり

ます。 

 その１番目に、林業問題を取り上げておりま

すが。 

 皆さんも御存じのように、沖本市長が昨年の

選挙戦の中で、こういうふうな政策を出されま

した。この中には、林業問題も幾つか含まれて

おります。 

 これまで、余り政策に林業問題が見られなか

ったので、私はこういう点では、ある一定、沖

本市長は林業政策を推進してくれるものと期待

して、きょうの質問をすることにいたしました。

よろしくお願いいたします。 

 まず、森林整備と林産業の振興策についてで

あります。 

 その１番目に、宿毛市市有林の整備状況と、

今後の経営方針についてお尋ねします。 

 整備の現状では、間伐進行状況のうち、現在、

間伐が未完了となっている面積をお示し願いた

い。 

 また、皆伐跡地がどうなっているのかの現状
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をお聞きします。 

 このことについて、まずお聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 浅木議員の一般質問に

お答えいたします。 

 現在、宿毛市の市有林は、約８２３ヘクター

ルであり、森の工場やふるさと交付金を活用い

たしまして、直近のこの５年間で約３３１ヘク

タール、約４０％の山林を伐採をいたしており

ます。 

 質問の反対側からの答えではございますけれ

ども、そういう間伐をしておりますので、よろ

しくお願いをいたします。 

 答弁が欠けておりましたので、お答えをいた

します。 

 市有林で皆伐を行った面積は、平成１９年度

から平成２３年度までの直近５年間で４．１ヘ

クタール、皆伐いたしております。それの植林

については、今後３年後をめどに、計画的に植

林する予定といたしております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今現在、８２３ヘクタ

ールのうち３３１ヘクタールですか、間伐が終

わっているということで、まだ実行できてない

部分もあるわけですので、今後の取り組みをし

ていただきたいと思います。 

 次に、経営方針のほう。今後の市有林の経営

プランについて、お尋ねします。 

 今後、市有林をどう経営するかについて、市

長はどうお考えか聞きたいわけです。 

 特に、先ほど、皆伐も含めてというお話あり

ましたが、私は、こういう若齢木を皆伐するこ

とについては、非常に疑問を持っております。

皆伐の時期については、５０年や６０年の若齢

間伐はやめて、やはりもっと長期の伐期を設定

するべきじゃないかと考えます。 

 今、若齢木を素材にして市場に出しても、素

材単価は安く、伐出費用を差し引くと、収入金

はわずかとなってしまいます。 

 また、皆伐後の植林や育林費用を考えると、

かえって支出超過になるというのが現状ではな

いでしょうか。 

 それよりも、収入間伐、間伐をした材を売っ

て収入を得るわけですが、これを繰り返しなが

ら、１００年ぐらいの長期伐採、長伐期林分を

つくっていく、こういうことが大事じゃないか

と思います。 

 そして、大径材を生産することによって、高

値販売ができると、このほうがずっと有利だと

言えます。 

 また、間伐方法については、林地の形状にも

よりますが、点状間伐じゃなしに列状間伐が望

ましいと思います。 

 列状間伐は、点状間伐と比べて、抜倒や搬出

時に、残した立木に傷がつきにくく、また搬出

コストが、点状間伐よりも低くなる、そのため

に収入がふえるという面があります。 

 そしてまた、皆伐後の林地については、新し

く針葉樹や広葉樹の適地適木を植林し、次の時

代の人々が利用する木材をつくり、林地荒廃を

防ぐための森林をつくるべきだと。私は今後の

市有林をこういうふうに設置してもらいたいと

考えるわけですが、市長はどう考えるかお聞き

します。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 まず、市有林についてでございますけれども、

長伐期施業についてでございますけれども、標

準的な伐期齢は、３５年から４５年でございま

すけれども、市有林は起債の償還のこともあり、

６０年から８０年として、長伐期施業を行って

おります。 

 続いて、市有林の伐採方法については、山の
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斜面や作業道の状態によって変えておりますけ

れども、現在、施業の多くは、列状間伐によっ

て行っております。 

 さらに、市有林の皆伐後の植林については、

放置林とするのではなく、樹種等を協議する中

で、計画的な植林を検討してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長から６０年か

ら８０年という伐期も示されましたが、８０年

ぐらいすれば、ある一定、価格がついてくると

いうことは、私も仕事の上でわかっているわけ

です。 

 そういった面で、今までは、若齢間伐という

か、５０年、６０年で切ったところもあるんじ

ゃないかと思われますが、今後、そういうよう

な皆伐はしないようにしていくという考え方が

確認できましたので、この問題については、こ

れで了解しました。 

 次に、民有林の整備についてですが、森林整

備が未完了となっている民有林について、どう

するかであります。 

 民地といえども、森林は人間生活の多くの面

にその恩恵を与えています。 

 こうしたことから、民有林においても、間伐

等適切な森林整備を行うことは必要なことであ

りますが、間伐がおくれている小規模民有林に

ついて、どのようにして整備を進めるのか、お

尋ねします。 

 また、民有林の皆伐後の未更新地対策ですね。

これについてはどう考えるか。 

 木材価格が低迷する中で、皆伐後の山が植林

されず、放置される傾向となりつつあります。

市行政として、山の持ち主に植林を働きかける

とともに、市としても、育林意欲が沸くような

上乗せ補助制度をつくって、森林づくりを進め

るべきではないかと思いますが、市長はどう考

えているか、お尋ねします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 まず、民有林の未整備の森林については、森

林所有者に対して、森林組合等関係団体の協力

を得る中で、制度等の周知や指導を行い、除間

伐の事業が実施されるよう、森林経営計画の樹

立を促し、計画森林内に入れ込んで、一体的に

取り組んでいきたいと考えております。 

 続いて、皆伐後の造林についてでございます

けれども、市に提出されます伐採の届出書に、

所有者が造林の計画をすることとされています。 

 計画に沿った造林となっていない場合は、市

から所有者に対し、指導を行うこととなってお

りますので、放置林がないように指導してまい

ります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 市長の今の答弁内容は

理解しましたが、現実には、特に小さい山、里

山も含めて小さい山では、間伐ができてないと

こは、私もずっと回っている中であるわけです。 

 いわゆる小面積の場合、これは今、森林組合

の作業班だけでなしに、地場林業ということも

言われておりますが、いろんな手続して、その

人には日役が出るような措置をして、自分で切

っていく、山を整備していく、そういう方法も

あるように聞いているわけです。 

 そういう面も含めて、小面積のところでも伐

採できるような、いわゆる採算性がとれるとか、

そういうまとまった山でなかってもできるよう

な方法、これをひとつ考えてもらいたいと思い

ます。 

 それから、皆伐地の更新の問題については、

私は心配している山を見ておりますが、そうい

うことで、これから県のほうの造林の補助も出

てくるという何もありましたので、それが実際
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に更新されるかどうか、私は確認して、もしそ

れができてないようだったら、またいろいろ取

り組みをさせていただきますが、今、市長は指

導していくということでございましたので、そ

の政治姿勢を受けとめておきます。 

 先ほどの部分について、もう一度、小面積の

部分ですね、お答えいただきたい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 民有林の小規模な未整備の造林につきまして

の対応については、今後、市としても検討して

いきたい、このように考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） ちょっと聞き取りにく

かったのですが、今後、検討していくというこ

とで理解してよろしいんですかね。 

 そしたら、それも今、市長の言葉、実現され

るように、私は山を見守ってまいりたいと思い

ます。 

 それから、次に、民有林の境界確定をどう進

めるかについてであります。民有林の整備を進

める中で、隣地の境界が不明瞭なことが、事業

実行の進展に大きく影響しています。 

 昨年も、宿毛市内の山林で誤伐が発生しまし

た。こうしたことから、宿毛市としても、境界

明示につながる国土調査の業務を拡大する必要

があります。 

 市長も、この選挙公約に境界明確化のため、

国土調査を推進と打ち出しております。その公

約に基づいて、境界確定明確化をどのように進

めていくのか、お聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 民有林の整備促進の遅延要因が、土地の境界

確定が困難となってきていることが一因となっ

ていることについては、認識いたしております。 

 国土調査につきましては、中村宿毛道路建設

予定ルートを先行して調査し、現在、四万十市

との市境から西に向けた地区の調査を実施して

いるところであります。 

 山林はもとより、海岸部においても、地図混

乱地域があることから、計画的に作業が行える

よう、調査、計画を策定し、取り組みをしてま

いりたいと考えております。 

 しかしながら、国土調査による境界確定は、

あくまでも地権者同士の合意形成により決定さ

れるものでありますので、調査を実施しても、

皆様の協力なしでは事業効果は発揮できません。 

 また、調査に先だち、基準点の設置に約３年、

地図混乱地域の場合には、事前調査として、１

年ないし２年が必要となります。 

 さらに、１地区の調査に３年を要することを

御理解いただく中で、作業を進めてまいります

ので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長から答弁をい

ただきましたが、この境界確定、住宅地とか、

市長から話もありました国道に沿って、あのあ

たりを先にやろうということでやっていくこと

は、私も重々承知ですが、この公約の中では、

民間森林境界の明確化ということで、当然、当

事者の協力なければ、これはできんもんで、市

のほうで勝手にするものではございませんので、

当事者同士が境界について、ここにしようとい

う納得を得て進めていくことは、当たり前のこ

とで、その協力は関係者がしなくてはならない

わけですが。 

 この膨大な森林ですね、これを本当に施業が

できるように、全体を済ませることが可能なの

かどうなのか、そこらあたり、市長、考えてい

るかどうかお聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 
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 地籍調査につきましては、まだまだ確定して

ないところがたくさんございます。 

 また、私も現在の状況で、いついつまでに市

内を全て終わらす、そのような展望をよう持ち

得ないのが現実でございます。 

 しかしながら、今後は調査を進めていく上に

おいて、森林組合と、このような方々にはさま

ざまな調整活動等の協力をいただく、そういう

ことも今後あわせて検討していく中で、できる

だけ早く国土調査が進むように、もっともっと

進むように、そういう形で今後も検討してまい

りたいと、このように考えております。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 広大な分量の民有地、

これは境界確定ですので、なかなか進みにくい

ということは、私も重々承知の上で質問するわ

けですが、今までのテンポよりも少しでも速め

て、この市長が出した公約に少しでも近づく、

この４年間に、もう１年過ぎましたけれども、

あと３年間で、次の選挙のときには、ここまで

できたということが言えるぐらいに、成果を見

せてほしいと思います。 

 次に、シカ被害の問題で質問します。 

 新植林地のシカ被害防護ネット設置の支援策

をどうするかという問題であります。 

 今日のシカによる食害の現状から見て、新植

林の林地には、防護ネット作設なしには、ひと

たまりもありません。 

 県は新植推進のため、補助率を引き上げまし

たが、市として、これをどう活用し、また、市

としての上積み支援、こういうものは考えてな

いかどうか、お聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 伐採跡地の再造林につきましては、シカ被害

の防護ネットの購入者等に対して支援をする、

県の補助事業として、森林資源再生支援事業が

ございます。 

 このような事業を活用して、森林所有者に対

して支援してまいりたいと考えております。 

 しかしながら、シカの被害というのは、非常

に、まだまだ大きなものがございますけれども、

しかし、相当大きな効果が出ていると、駆除さ

れているという報告も聞いておりますので、今

後、そのような方向とあわせまして、市として

どのような形で上積みをしていくのかどうか、

このことについても検討はさせていただきたい、

このように思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今の答弁では、県の助

成制度はありますわね。市のほうとしても、上

乗せを含めて検討するということで受けとめさ

せてもらっていいですかね。 

 なお、先般、宿毛市の林業活性化議員連盟の

ほうで、森林組合の御案内をいただきまして、

山へ入っていったわけですが、これは新植林じ

ゃなしに、成熟した山ですが、ヒノキの大きな

ものの皮をはがれるということで、ネットを張

ってありました。 

 どういう資金を導入してやったのか、よう聞

かんかったわけですが、山の上まで、いわゆる

鉄パイプ、ビニールか鉄かのパイプをもってい

って、たててやってありますが、私もこういう

シカ防除の仕事もしてまいりましたが、ネット

にシカがもつれて、それが暴れると３センチぐ

らいな立てた棒はすぐに引き倒されてしもたと

いうような経験もあるわけです。 

 そして、そういうことで、国有林では立木を

残しておいて、立木にネットをくくりつける。

そうすれば、シカが少々かかって暴れても、引

き倒されることは少ないということで、２メー

トル余り、２メートルから２メートル４０ぐら

いな棒を立ててすることについて、どうかなと



 

－ 36 － 

いう面があるわけです。 

 ここらあたりは、林業指導のほうになろうか

と思いますが、今後、事業を進めていく上で、

研究していってもらいたいと思います。 

 それから、もう一つ、森林の機能の問題で、

多面的機能がより発揮できる森林経営について

どうするかという面で、お尋ねします。 

 私は、森林がより多面的な機能を発揮できる

ようにするためには、次のような施業が望まし

いと思いますが、市長はどう考えているか、お

聞きします。 

 森林を効果的に経営するためとして、先ほど、

列状間伐と長伐期経営の考え方を述べましたが、

森林の多面的機能を継続して発揮させるために

は、複層林経営が最も望ましいと思います。 

 複層林経営は、列状間伐をした林地にその都

度植林し、山全体を２ないし３段の林齢の違う

林層をつくって伐採し、いつまでも皆伐状態に

しない森林づくりであります。 

 山地の崩壊の食いとめや、水源涵養等、公的

機能を発揮する上で、理想的な森林経営であり、

今後の普及が待たれます。 

 また、伐採跡地は、山林荒廃防止のため、す

ぐに適地適木を植栽し、森林育成に着手する必

要があります。 

 ここで、尾根や谷筋は一定幅、有用広葉樹を

植栽すれば、火災時には防火帯の役割をし、豪

雨の谷抜け防止や、谷川に住む魚のえさの供給

源にもなっていく、こういう自然を守るという

面でも大事であります。 

 山火事のときには、ヒノキの場合は全部クロ

ーネを火がつたいますが、中に広葉樹やそうい

うような広葉樹帯を置くと、クローネをつたう

火災はそこでとまるという面もありますので、

今までみたいに、山の上から谷の下まで、全部

ヒノキ、スギを植えるという造林ではなしに、

こういう適地適木を考えるべきだと思います。 

 私は、こういう森林の多面的な機能について、

考え方を持っておりますが、このことについて、

市長はどう考えるか、お聞きしたい。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 複層林経営についてでございますけれども、

山林の伐採は、皆伐すると山の保全機能が一時

的に低下するということから、複層林経営がよ

いとされておりますが、宿毛市森林組合による

と、大きな施業面積で行うことや、６０年以上

の樹齢が前提であるとのことで、県下では複層

林経営は余り行われていないとのことでござい

ます。 

 条件が合う山林があれば、山林や河川の保全

の上からも、複層林経営について、山林所有者

の御理解が願えればと考えているところであり

ます。 

 続いて、尾根や谷筋に有用広葉樹を植えるこ

と等についてでございますけれども、山を守る

ことが、その下の平地を守ることになるという

視点から、森林施業をすることは、非常に重要

でございます。 

 尾根や谷筋を含め、一体的に施業をする中で、

有用広葉樹の植栽についても、林業関係者に検

討をお願いをいたしたいと思います。 

 浅木議員は、この分野のプロでございますの

で、今後もいろいろと御指導いただきますよう、

お願いを申し上げます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、お話しいただきま

した複層林経営については、私も現職中にやっ

てみたわけですが、列状複層林じゃなしに、点

状複層林をやったもので、やはり点状複層林は

伐採時に残存木を痛めるという面がありまして、

好ましくなかったという何があります。 

 やはり、列状複層林、こういったものについ
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て、今後、機会あるごとに山づくりの一つとし

て、多面的機能を生かす上で、またそれぞれ研

究していただきたいと思います。 

 なお、昔は谷筋まで全部植えておりましたが、

やはり広葉樹を植えることによって、広葉樹林

の中には、植物が生えてきます。花が咲きます。

そしたら、虫が飛んでくる。そういった虫が集

まることによって、そこに住む魚がふえていく。

肥えていく。そういう非常にいい循環があるわ

けです。 

 谷筋の土砂崩れを防ぐだけじゃなしに、そう

いう生物保存という面からも効果がありますの

で、また機会あるごとに取り組んでいただきた

い。 

 次に進みます。 

 次は、林産業の振興策についてであります。 

 この中で、林道網をどう拡充するかについて、

お尋ねします。 

 木材の伐採や搬出経費の削減は、山林所有者

の収入をふやしたり、また国産木材の価格を下

げて需要を拡大し、自給率を高めることになり

ます。その搬出コスト削減に大きく影響を与え

るのが、林道網の充実であります。 

 日本は、豊富な森林資源を持ちながらも、林

道網が乏しいために、搬出コストは高く、木材

市場で安い外材に押される一因となっています。 

 また、森林管理を広域的に進める上でも、林

道は非常に重要であります。 

 こうしたことから、私は林道網の普及は急が

なくてはならないと思いますが、市長は、林道

網の果たす役割をどう考えるか、お尋ねします。 

 また、宿毛市として、今後、林道網拡充の取

り組みをどう進めていくのか、このことについ

てお聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市が管理する林道につきましては、４４

路線がありますが、十分な維持管理ができてい

ない現状であることは認識をいたしております。 

 平成２３年度には、豪雨災害により被災し、

災害復旧工事を実施した路線もありました。林

道整備は森林整備と合わせて検討されるもので

ありますので、整備手法も含めて検討してまい

りたいと考えておりますけれども、ただ、林道

事業についての補助事業等が、今、ないもので

ございまして、なかなかこの整備については、

現在、厳しい条件にあることも事実でございま

すけれども、非常に、今後のさまざまな事業を、

林業振興を行う上においては、今後より重要に

なってくるところも、また私のこれからの方向

の中で思うところもございます。 

 このようなところを再認識しながら、林道整

備については考えて、検討していきたいと、こ

のように思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長から補助事業

がないというお話でございましたが、今、林道

がないために、作業道は多くつくらなくてはな

らないという状況になってきて、それが林業搬

出コストにはね返るということになっているわ

けです。 

 せめて、それぞれの深い谷の渓流に沿うた部

分、こういったものについては、林道を入れる

というふうな方向で、また今後取り組んでいた

だきたいと、こう思います。 

 なお、こういった林道網、日本は現在、１ヘ

クタール当たり１７メートル、オーストリアは

８７メートル、大変な差でございます。やはり

こういった道をつけれる、ようつけてない、こ

ういったことが搬出コストの削減に影響してく

るわけです。 

 次に、高性能林業機械の導入についてお尋ね

します。 
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 高性能林業機械の導入による生産性の向上、

これは誰もが言われるとおりです。しかし、こ

うした機械は高価なために、小さな林業事業体

が自力で購入することは非常に困難であります。 

 ところが、政府はこうした機械購入の補助率

を、今年度は１０％も引き下げたと聞いていま

す。 

 他の自治体では、国や県とは別に、市町村で

独自に支援をしているようであります。市長は、

宿毛市としての上乗せの助成の拡大や、今後の

継続性について、どのように考えているか、お

尋ねします。 

 また、森林組合以外の民間事業体が購入する

場合の補助金はどうなるのか、お示し願いたい。 

 以上、質問します。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 高性能林業機械等整備事業の事業実施主体は、

林業関係者が主たる構成員となっており、資金

計画や事業執行体制が整備されている団体や、

５戸以上の森林所有者と、５年以上の長期施業

委託契約を締結し、森林施業計画を樹立してい

る施業受託者も入っています。 

 このために、民間事業者に対する支援は可能

でございます。民間事業者に対する市の上乗せ

補助については、今後、補助対象となる事業者

からの要望がある場合は、検討してまいりたい

と考えております。 

 今後も、上乗せ補助を継続するかにつきまし

ては、事業の必要性等を考慮する中で、検討も

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、民間の林業事業体、

作業の効率化をしたいけれども、機械買えない

という面がありますので、ぜひそういった面で、

民間事業体にもそれが買えるような取り組みを

していただきたいと思います。 

 なお、四万十市では、国、県の補助にプラス

して、１５％補助をしているというふうにお聞

きしました。こういうふうに、四万十市だけで

はないですが、ほかでもそれぞれ、その重要性

に鑑みて、上乗せをして、機械の導入をしてい

るようですので、今後さらに考えていただきた

い。 

 続いて、これも市長の公約の中にあります大

型製材工場の誘致についてお尋ねします。 

 市長は、公約の中で、宿毛新港の活用の一環

として、大型製材工場の誘致を含め、原木製品

の出荷を図るとした。これは、雇用の拡大にも

なるということでございますが、高知県では今、

大豊町に銘建工業を中心にして大型製材が入っ

てくるということですが、県は積極的に推進し

ておりますが、それぞれ事業体では、賛否ある

わけでございます。 

 そういったことから、この地元の皆さんの声

も聞いて、慎重に対処すべきではないかと思う

わけです。 

 確かにこういうものが投入されると、例えば、

銘建の場合、年間１０万立方が必要だという話

を聞いております。 

 今、高知県の木材生産量が、年間３８万から

４０万ぐらいなものでございますので、その４

分の１を銘建が使ってしまうということになる

んで、果たして同じようなものが、宿毛へ出て

きた場合、宿毛の製材業者は原木が確保できる

のかどうか、そういった面も含めて、心配する

わけです。 

 宿毛の製材におきましても、木材界の不況の

中で、私が営林署におったころと比べては、も

う半分程度に、廃業してしまっているという現

状があります。 

 大型企業を投入するよりも、ことによったら

協業とか、また効率的な機械を買えるような助
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成とか、そういうものも含めて、地元の業者を

助けることをするべきじゃないかと思いますが、

そういう面も含めて、今後どう考えるかお聞き

します。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 大型製材工場の誘致という形で、公約にもあ

るが、慎重に対応すべきではないかという質問

でございました。 

 私の基本政策の中では、工場も、誘致ではな

く、大型製材工場の建設を支援するとしていま

す。現在のところ、工場建設の話はございませ

んが、民間業者からこのような話があり、市と

して有用であると判断すれば、施設や機械設備

等について、県や関係機関とも連携する中で、

できる限りの支援をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 とにかく地元の業者の皆さん方との調整、こ

れが第一でございますので、その辺のところを

勘案しながら、今後検討していきたい、このよ

うに考えております。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長は、支援する

ということでございましたけれども、私がここ

に持っている資料では、誘致を含めということ

で、大型製材工場を市長は積極的に誘致したい

みたいな考え方を持っているというふうに受け

とめております。 

 また、県議会の質問の中にも、そういう内容

があったように思うんですが、市長自身の中に、

例えば銘建みたいな大きなところを引っ張りた

いということがあるんじゃないかと思うんです

が、そういうことではないんですか。もうちょ

っと確認させてください。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 今の製材業界、非常に大変な部分もあるわけ

でございますけれども、このような状況を改善

していくためには、相当、抜本的な施策も必要

になるところはあるんじゃないかというふうに、

私は個人的には判断をいたしております。 

 そういう場合には、地域外からの進出という

話もあるかもしれませんが、あった場合にも、

とにかく地元の業者の皆さんとの調整、このこ

とをきちんとしながら実施していく、このよう

な形で対応したいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 地元との話し合いを大

事にするということでございましたので、特に

同じ仕事をする製材業者、こういった人の気持

ちをくみ上げて、この話については、慎重に対

処してほしいと思います。 

 次に、木材需要の拡大の問題ですが、一つに

は、公共建築物に木材利用を使うというのは、

これは法律でも定められているわけでございま

す。県のほうでも積極的に活用しておりますが、

宿毛市においても、立地位置がどうなるかわか

りませんが、極力、こういう木造小学校、中学

校、学校が建てれるような取り組み、こういっ

たものの必要を考えていただきたい。そのこと

について、どう考えるかお聞きします。 

 また、もう一つ、民間での木材需要拡大のた

めに、宿毛産材を活用した住宅に対する市の上

乗せ補助を考える、補助をする考えはないかを

お聞きします。 

 県では、こういった地元産材に対して８０万

の補助をすると、最高限度額ですね。これに対

して、四万十市や四万十町では、なおこれに１

５０万上乗せして、それも四万十市やったら四

万十市内、四万十町やったら四万十町内という

制限はついているわけですが、そういう制度も

つくっているということでございます。 

 建築材が非常に、木材の消費という面では大
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きい役割を果たしますので、これらについてど

う考えるかお聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 まず、国産材の需要拡大についてでございま

すけれども、市は、宿毛市産材利用推進方針を、

本年１１月１１日に策定をいたしました。 

 この方針は、宿毛市が整備する公共建築物や、

公共土木工事において、率先して木材を利用す

ることにより、直接的な効果はもとより、一般

建築物における市産材の利用の促進、工作物の

資材、各種製品の原材料及びエネルギー源とし

ての市産材の利用拡大を図るためのものであり、

方針に沿った形で、木材の利用促進を図ってま

いりたい、このように考えております。 

 そして、補助の質問でございますけれども、

宿毛市の産材より建築される住宅について、上

乗せ補助ができないかとの質問ですが、宿毛市

で市産材を活用して建築された住宅に上乗せ補

助を行っていることは承知をいたしております。 

 当市としましては、現在のところは、財政事

情のこともあり、困難ではないかと考えており

ますけれども、将来的には、市独自の上乗せ補

助を検討してまいりたい、このように現段階で

は考えているところでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） どこの自治体も財政困

難な中でも、林業発展を願えばこそ、こういう

制度をつくっているわけです。 

 そういった面で、宿毛市も８４％が森林と、

面積の、いうて言われる市でございます。 

 森林は、ある面では、金を生む、雇用を生む

宝の山やと、私はそう考えております。 

 そういった面で、いろんなところへお金はい

くという面がありますが、若干でもそれを刺激

するような対策、今後も考えていただきたい。 

 それと、次には、木質バイオマスの利用拡大、

これは９月議会でもしましたんで、余り多くを

言うつもりはございませんが、最近と言います

か、この間、林業活性化議員連盟で現場へ行っ

たとき、宿毛市の補助も含めて、買ったという

ハーベスタという機械が稼働しておりましたが、

元のほうの、いわゆる曲がったところを切り落

とす、そしてまた、枝払いですね。これも細い

ところまで全部できる。 

 以前は、チョウナを使たり、チェーンソーを

使って枝落としをしよったんで、非常にコスト

がかかったわけですが、これやったらコストは

かからないと。現場の人に聞いてみると、これ

は現場で何ぼでも、細いとこまで含めて搬材が

できると、道路へですね。これを、木質バイオ

マスとして活用してくれるならば、いつでも持

っておりられるという話を聞きました。 

 そしてまた、先般は、チップ工場の再生分解

工場のほうへ行って、いろいろ聞いてみたわけ

ですが、チップで出荷できない、こういったも

のについても、木質バイオマス、こういったも

のが普及できれば、買い取ってもらえるならば、

我々としては生産したいという話がございまし

た。 

 一部地方、三原も含めて一部地方では、ペレ

ットをつくっているようですが、ペレットはコ

スト高になるという話も聞くわけです。そのま

まの原木を小さくして、燃えるようにして使っ

ていく、こういった木質バイオマス、これを普

及していく考えについて、いま一度、市長のお

考えをお聞きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 木質バイオマスの利活用、利用拡大について

は、さきの第３回定例会で、浅木議員の一般質

問にもお答えをいたしておりますけれども、木

質バイオマス等の循環型自然エネルギーを推進
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することは、自然環境保護、林業の活性化、資

源の地産地消、ひいては雇用の確保という視点

からも推進していく必要があると考えておりま

すので、今後とも積極的な企業誘致や、各分野

への普及に向けて取り組んでまいりたい、この

ように考えておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、答弁をいただきま

した。木材界の中では、木材業者の中では、こ

れがどう普及させてくれるか、このことについ

て、私は非常な期待を感じているわけでござい

ます。 

 そういった面から、私もいろいろ研究してま

いりますが、市としても、他の、特に東のほう

の市町村やっておりますので、ぜひとも取り組

んでいただきたい。 

 最後に、この林業問題について、お尋ねしま

す。 

 市の行政に林業専門職員を含む担当職員の増

員を図るべきかと思いますが、市長はどう考え

ているか、お尋ねします。 

 林業の支援は地元産業振興の面で、非常に重

要な役割を果たすわけです。ところが、宿毛に

は今のところ１名ですかね、担当者が。それで

は仕事がしにくいんじゃないかと思うわけです。 

 今、私が申し上げた内容を、もし本当に林業

担当者が実行するとしたら、今の１人ではとて

もできないと思います。 

 四万十市では、支所も含めて、多くの方が林

業担当としてやっているということですが、市

長の公約を実際にやっていこうとするならば、

こういう増員配置も含めて考えるべきじゃない

かと思います。 

 ちなみに、四万十市の場合は、林業に携わる

職員が７名いるそうです。そして、林業課とい

うことで、もっとも統廃合がありましたのでね。

西土佐を含めて、分室も含めてのことですが、

７名で、林業課を構成しているということでご

ざいます。 

 四万十市と比べれば、宿毛の場合、森林面積

が四万十市の５０％に満たないということです

ので、同等のものは必要だというふうには考え

ませんが、それの半分程度でも、やはり要員確

保するべきじゃないか。四万十市の約４５％ぐ

らいは森林がありますので、こういったものを

本当に市民に役立つものにしていくためには、

そういう林業担当職員が必要だと考えますが、

市長、今後この職員配置、特に林業について、

詳しい職員、最低１名入れてつくっていく、こ

ういったものについてどう考えるか、お聞きし

ます。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 それまでに、上乗せ補助のところで答弁をい

たしました、四万十市で市産材を活用して建築

されたといって答弁すべきところを、宿毛市で

という答弁になっていたということでございま

すので、おわびして訂正をさせていただきたい

と思います。 

 先ほどの林業の専門職員の配置については、

現在、高知県と調整中ではございますが、平成

２５年度から県との相互の人事交流として、新

たに林業の専門職員で、総合的なプロデュース

ができる課長補佐級の派遣を要望をいたしてお

り、宿毛市からは、県の林業分野へ職員を派遣

する人事交流を計画をいたしております。 

 新年度には、県からの交流職員の配置により、

一層、地域産業の活性化や、底上げにつながる

ものと考えております。 

 林業につきましては、今後、一次産業、ほか

の産業とも同時に、連携して、ぜひとも活性化

していく、そういう事業をこれから展開してま

いりたいと、このように考えております。 
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 まだまだ大きな、具体的な形の計画にはなっ

ておりませんけれども、ぜひともそういう方向

での事業の展開を図っていくことを、構想とし

て持っておりますので、このような職員を、ぜ

ひとも配置したい、このように考えております。

よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、県からの、来年度

の人事交流で、林業の専門家というか、熟練し

た人を入れるということでございますので、そ

れは期待しておきたいと思います。 

 なお、私も営林署在職中には、時々そういっ

た、自治体から要望があって、営林署職員が出

向というような形で出て行って、市町村で二、

三年勤務してくるというようなこともしており

ました。 

 このことは、前にも、私も、ずっと前にも提

起したわけですが、実現されなかったわけです

が、来年度これをやるということでございます

ので、期待したいと思います。 

 なお、専門職員一人おっても、その人はそれ

ぞれすぐれた知識は持っていても、実際に動く

のは、一人では動けませんので、やはり必要な、

四万十市の規模からいえば、３人ぐらいでも担

当者をおいて欲しいと思うわけですが、それも

含めて、今後、検討していただきたい、このよ

うに思います。 

 以上で、市長に対する質問は終わります。あ

りがとうございました。 

 次に、教育長に対する質問をいたします。 

 教育長に対しては、学校教育における人権擁

護についてお尋ねいたします。 

 立田教育長には、宿毛市や日本の未来を担う

人材を育成する教育行政の最高責任者となられ

ましたこと、本当に御苦労さまです。 

 今、全国的にも、この宿毛市においても、教

育をめぐる課題は山積しております。とりわけ

宿毛小学校建築の問題があり、また、再編問題

もあり、忙をきわめると思われますが、体調に

十分御留意の上、任務に向かい合っていただき

たいと思います。 

 この議会前に、教育委員長を含め、３人もの

委員がかわられましたので、私はこの機会では、

学校教育における基本的な所見をお伺いさせて

いただきます。 

 まず、１番目に、人権を尊重する学校教育に

ついてであります。 

 今、全国各地の学校教育の現場で、子供への

体罰やいじめ、管理教育のもとで、教職員への

セクハラやパワハラなど、人権が侵害される事

件が頻発しています。 

 楽しく学び、切磋琢磨して、人としての人格

を形成するはずの学校において、人権の中でも

最も大切な生きる権利が侵害され、みずからの

命を絶つという、私にとっては憤りを感じる出

来事が各地の学校で発生しているわけでござい

ます。 

 私は、教育委員会や教育関係の最大の任務は、

子供の命を守ることであると思います。 

 憲法が定める義務教育は、行政や学校、また

親にとっては、子供に教育を受けさせる義務で

ありますが、子供にとっては、教育を受ける権

利であります。 

 新教育長は、こうした学校での人権侵害に対

して、どのようにして子供の人権を擁護し、学

校教育を進めるのか、そのお考えをお聞きいた

します。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） ８番、浅木議員の質

問にお答えをいたします。 

 学校における人権侵害に対して、人権擁護の

教育をどのように進めていくかという質問でご

ざいますが、子供の人権を尊重した教育の実施

は基本であり、大変重要なことと考えておりま
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す。 

 いじめや体罰は、児童生徒の健全な育成に、

深刻な影響を与えるものであり、その解決のた

めには、学校教育では、教員は児童生徒一人一

人の大切さを強く自覚し、一人の人間として接

し、人間尊重の視点に立った、人間の生き方や

道徳心を育む教育を進めていくことが重要であ

ると考えております。 

 児童生徒の指導は、集団生活の中でルールを

守ること、協力すること、一人一人の違いを認

め合うことを大切にし、各教科においては、総

合的な学習の中での人権学習だけではなく、国

語科では、さまざまな生き方や心情を知り、豊

かな感情を身につけ、社会科では、人権が確立

された歴史を学んだり、社会科見学を通して、

いろいろな人に支えられて生活していることを

実感するなど、全ての教科の学習に人権尊重の

視点を持った教育を実施しております。 

 また、子供の人権擁護のためには、学校だけ

ではなく、家庭や地域の協力も不可欠でありま

すし、家庭教育や地域の子ども見守り隊など、

全体で子供たちのすこやかな育成ができるよう、

連携してまいりたいと思います。 

 今後も、人権侵害が起こった場合や、保護者

等から相談があった場合は真摯に受けとめ、実

情の把握に努めるとともに、適切な対応を行っ

てまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 人権に対する基本的考

え方を、今、述べていただきましたが、今、教

育長が述べられました方向で、今後の宿毛市の

教育行政をリードしていただきたい。 

 今、御説明いただきました内容に、ここのと

ころはこうしてもらいたいという部分はござい

ませんので、今の言葉どおりに、実際の行政を

進めていただきたい、このようにお願いしてお

きます。 

 次に、２番目の問題に入ります。 

 ２番目には、体罰に頼らない教育についてで

あります。 

 体罰は、教育者にとって、子供を自分の意に

従わせやすい手段として、また愛のむちなどと

いう飾り言葉のもとで、今日でも用いられるこ

とがあるようです。 

 しかし、体罰は、ときとして子供に障害を発

生させたり、恐怖を与え、不登校の原因になる

こともあります。 

 また、幼少期の体罰は、人格を欠損した人間

づくりにつながるおそれがあります。 

 体罰は法律で認められていない他人への苦痛

であり、体罰は暴力であり、犯罪要件を構成し

ます。 

 子供にけがをさせると傷害であり、あるいは、

業務上過失傷害罪に問われる可能性があります。 

 市町村教育委員会が管轄する教育機関での教

師の体罰により、子供に被害が出た場合、その

損害額の負担は市町村教育委員会の負担となる

ことが、２００９年の最高裁判決で確定してい

ます。 

 こうしたことから、教育長に次のことをお尋

ねします。 

 １番目に、私は、教師が体罰以外の方法で子

供を教育できる力をつけるべきだと考えますが、

教育長は、体罰についてどう考えるか、所見を

お聞きしたいと思います。 

 つけ加えて言うならば、体罰を使わなければ

子供を指導できないから、体罰を使っていると、

頼っているというふうに、私は思います。 

 教師のことを教諭という字を当てはめる場合

もあります。教え諭すということではないかと

思うわけでございます。 

 ちゃんと諭して、子供に納得をさせて、理解

をさせて、物事を進めるという、これは手間暇
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のかかる話ではございますが、こういう方法で

進めていく力を、教職員がつけるべきであると

思います。そういった点から、今の面において、

体罰に頼らない教育方法、また教師のレベルア

ップ、こういったものをどう図るか、教育長に

お尋ねします。 

 もう１点は、宿毛市の学校教育の現場におい

て、体罰が行われているかどうかの実態把握を

する考えはあるかないかについて、お尋ねしま

す。 

 ３点目には、先ほども触れましたが、法の定

めでは、教師であろうとも体罰は禁止されてお

り、学校教育の現場で、体罰を発生させないよ

うな対策をどう進めるか、お聞きしたい。 

 この３点について、教育長のお考えをお聞き

します。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） ８番、浅木議員の質

問にお答えをいたします。 

 まず、１点目、学校における体罰について、

どのような認識を持っているかということです

が、学校教育法におきましても、校長及び教員

は体罰を加えることができないとされておりま

す。 

 児童生徒の問題行動に対しては、教員は毅然

とした態度で、正しい方向に導くよう、厳しい

指導も必要であると考えますが、体罰による指

導は、子供たちに力による問題解決の思考を助

長させますし、いじめや暴力行為の土壌を生む

おそれもあると考えております。 

 また、自尊感情や豊かな心の育成にとっては、

これによって失われるものは大変大きく、許さ

れる行為ではないと考えております。 

 ２点目でございますが、宿毛市内の学校にお

いては、体罰が行われていないか、実態把握を

しているのかとの質問をいただきました。 

 これまでの全国各地での事例等のたびに、校

長会で周知を図り、また国からも体罰に関する

考え方が示されておりますし、教育方法として

望ましくないということは、現在、教育界にお

いては、既に共通理解が成立しているところで

あります。 

 各学校におきましては、校長を中心に、体罰

が許されない行為であると同時に、教育上の正

当性は認められない、こういう認識度は高い状

況であると考えております。 

 そうした中で、宿毛市内の小中学校におきま

しては、学校からの報告や、保護者等からの相

談はありません。 

 しかし、今、議員も言われましたように、ど

の学校でも起こり得る問題として、今後もあら

ゆる機会を通して、各教職員が共通の認識を持

ち、互いに確認できるよう、周知をしてまいり

たいと考えております。 

 続いて、３点目にお答えいたします。 

 学校における体罰を発生させない対策を、ど

のように進めるかという質問でございますが、

先ほど言いましたように、校長会などの機会を

通じた周知により、各教職員が互いに確認でき

るようにするとともに、児童生徒の問題行動へ

の対応を、担任一人に任せるのではなく、学校

の教職員全体が問題を認識し、学校が組織的に

対応することが重要であると考えています。 

 そして、体罰によることなく、粘り強い指導

と、家庭との連携を図る中で、児童生徒と教員

の信頼関係が深まるように努めてまいりたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、教育長から答弁を

いただきましたが、この答弁の内容では、現在

は体罰は発生していないという認識だというこ

とでございますので、それはそれとして受けと

めておきます。 
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 しかし、いじめと、ちょっと内容は違うかわ

からんけんど、潜在化している場合もあるかも

わからんので、そこらあたりは十分注意してほ

しい。 

 なお、私は３人の子供を育てましたが、その

ＰＴＡの役員等をやっている中でも、何回か体

罰の問題について、保護者から相談を受け、こ

れを解決するために取り組んできた経緯があり

ます。 

 そういったことから、体罰というものは、ど

こで起こるか、教育長も言われました、どこで

起こるかわからんという面がありますので、十

分それを把握するようにしてもらいたい。 

 あと、いじめの問題のとこでも提起しますけ

れども、たまにいうか、時には生徒へ向けての

アンケートですね、こういったものを実施して、

学校側は隠すと言うたら語弊がありますが、そ

ういう表現は適切でないかもわからんですが、

学校側から報告が上がってないこともあるかも

わからんので、やはり子供に直接アンケートを

とってみる、そういったことも、一つの方法で

はないかと思いますので、こういったことにつ

いて、やるかやらないか、検討するか、そうい

ったことを含めて、もう一つ答弁をいただきた

いと思います。 

 なお、一番最初の問題の時点で、教育長は、

きちんとしたルールを守るということを強調さ

れました。これは非常に大事だと思います。こ

の体罰につきましても、これはいわゆるルール

どころじゃなしに、法律上で規定された問題で

ございます。 

 こういった法律違反のことを先生がやるよう

では、指導できないんじゃないか。生徒へ話し

ても、説得力がないんじゃないかと思うわけで

す。 

 先生自身が、必要な分、そういったものにつ

いては、重視していくということも必要だと思

います。 

 そういった面で、先生がこれが法律上の規制

だということをきちっと認識できて、いろいろ

精神的葛藤はあっても、手を出さない、こうい

った取り決めをしていただきたい。 

 なお、アンケートについて、今、教育長はこ

のことについて、どう考えるかお聞きしたいと

思います。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 学校のいじめに対する体制と、それから教師

の暴力に対する問題につきましても、学校にお

いては、児童生徒や保護者が相談しやすい環境

づくりを目指して、児童生徒と担任の生活日誌

のやりとりや、個人面談を実施して、悩みなど

を聞く機会をつくったり、直接、言いにくい児

童生徒を考慮して、適時、アンケートを実施す

るなど、教師が生徒の悩みなどの、合図に対し

て早い段階で気づける取り組みを実施してまい

りたいと思います。 

 体罰に対しては、やはり教師がどれだけ時間

を要しても、じっくり生徒と対峙して、わかる

まで時間をかけて指導していくと、そういう情

熱が必要であると考えております。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、体罰の問題で、ア

ンケートをとることを考えますか、考えません

かという提起をしたわけですが、いじめの問題

での話はあったけど、体罰問題でのことについ

ては、明確でなかったと思うので、もう一度、

答弁をお願いします。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えいたします。 

 体罰につきましても、学校の重要な教育活動

の一つでございますので、生徒の本当の心の中

を知る一つの手だてとして実施してまいりたい

と考えております。 
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○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 明確な答弁、ありがと

うございました。 

 続きまして、次の題に入っていきます。 

 「いじめ」のない学校教育について、質問し

ます。 

 今、全国的にいじめが多発しておりますが、

このいじめの多発現象を、教育長はどう捉えて

いるかお聞きします。 

 特に今年も、全国で多くの子供がいじめを苦

にして自殺する事件が発生しました。 

 昨年の大津市の事件では、警察が学校を捜査

するという事態にまで発展してしまいました。 

 このいじめは、極めて表面化しにくいと言わ

れますが、学校と保護者はもちろんのこと、地

域との連携を密にすれば見えてくるのではない

かと思います。 

 こういったいじめ多発の現状について、教育

長はどう考えるか、お聞きいたします。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 浅木議員の質問にお

答えをいたします。 

 まず、最初にいじめの現状について、把握し

ているかということでございますが、本市のい

じめの認知件数としましては、残念ながら、全

く発生していないというわけではありません。

ここ数年の推移といたしましては、十数件ほど

発生しておりまして、その都度、対応をしてお

る次第であります。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） このいじめ問題につい

ての、今、宿毛市の教育委員会での内容につい

ては、説明いただきました。 

 いじめについて、教育長自身がどう考えるか

ということをお聞きしたわけですが、その部分

についての回答がなかったですので、もし回答

できるようだったら、お願いします。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

いじめについては、先ほどの体罰の問題もあり

ますが、その子供の人格を否定するものであり

ますので、これは絶対に許されないというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 次に、いじめを発生さ

せない教育環境をどうつくるかについてですが、

今、教育現場においては、いろいろな形で課題

が、やらなくてはならない問題が山積し、非常

にストレスがたまっております。 

 そういったストレスのはけ口が、いじめを増

加させているのではないかと思います。また、

教育現場が忙しくて、先生自身もゆとりがない。

そうした状況の中で、そのいじめと向き合うこ

とができないようになっているんじゃないかと

思うわけでございます。 

 特に、私も新聞記事を見ておりますと、先生

にいじめを相談したけど、きょうは忙しいしだ

めですと言うたその後で、自殺してしもとった

というようなことがあるわけです。 

 そういったことから、いろいろ忙しくても、

何が忙しくても、やはり子供の命にまさる忙し

さはないと思いますので、まず子供は先生にそ

ういうことを打ち明けるということは、よっぽ

ど事態が進んでいるというふうに捉えて、それ

をまず優先して対処する、そういったことをす

るべきではないかと思います。 

 それと、もう一つには、先ほども触れました

が、先生自身が、それに向かい合えるような、

ゆとりある学校経営、学校運営、教員配置も含

めて、これが必要ではないかと思います。 

 この点について、教育長にお尋ねいたします。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 
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○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 先ほども少し触れさせていただきましたが、

いじめの正当性はあり得ないことですし、いじ

めは絶対に許さない。いじめは犯罪であるとの

教職員が共通意識を持ち、全ての教育活動を行

うことが、いじめを起こさせない環境づくりに

なるものと考えております。 

 学校は忙しいですけれども、先ほど申し上げ

ましたように、いじめの正当性はあり得ないわ

けですので、その点については、以上のように

考えております。 

 また、いじめのない学校教育についてですが、

教職員の多忙化を解消し、いじめに対応するこ

とができる体制になっていかなければならない

ことだと考えております。 

 教職員にだけ負担をかけるのではなく、現在、

宿毛市では、臨床心理の専門知識を持ったスク

ールカウンセラーを配置し、専門的な見地から、

児童生徒はもちろんのこと、教職員の相談を受

けることができる体制を整えていますし、保育

職を経験した方などに、教員とはまた違った視

点で子供たちの様子を見てもらい、相談体制を

とるように、小学校に子供と親の相談員を配置

しております。 

 教育委員会といたしましても、学校現場に対

しまして、いじめ対応を含め、不登校対応やさ

まざまな悩みを抱える児童生徒、教職員をサポ

ートする体制を整えております。 

 学校現場においても、教育委員会が配置した

相談員等を活用しながら、教職員と管理職であ

る教頭、校長が連携をして、一人の教員だけで

いじめ対策をさせて、教員一人に負担させない、

学校全体の問題として、組織で対応できるよう

な体制を整えてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） いじめの問題につきま

しては、今お話いただきました基本的な考え方

で、今後、いじめを発生させない教育行政、こ

ういったものをつくっていただきたい、このよ

うに思います。 

 もう、時間が押してまいりましたので、最後

に一つ、「子どもの命を守る」学校管理につい

て、お尋ねします。 

 学校の管理責任となる致死傷事件の発生防止

対策、こういった対策ができているかどうか。 

 施設の問題、施設の瑕疵によって、子供がけ

がをする、死亡する、こういったことが全国的

に、埼玉県のプールの問題、屋上から転落した

問題含めて発生しております。 

 それ以外にも、校庭での事故、こういったも

のがありますが、こういった危険な学校施設や

器具はすぐに改善し、そのことによる事故の未

然防止、これをどう図っていくかお聞きします。 

 それから、通学路の危険箇所については、関

係機関と協議し、安全対策を講じているか、お

聞きします。 

 一部には、私も道路を見る中で、最近、改修

をされているということもわかりますが、今後、

さらにどうしていくかお聞きします。 

 それと、先ほど今城議員のほうからも、学校

の問題で、耐震対策の問題がありましたが、今

後、宿毛小学校等を建てるわけですが、こうい

った場合に、津波のおそれのない高台に新築す

ることについて、教育長はどう考えるか。 

 この３点についてお聞きします。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 事故の未然防止について、御質問をいただき

ました。 

 私としましても、議員御指摘のように、学校

施設や遊具の危険箇所については、早期の改善

をしていかなければならないと考えております。 

 現状におきましても、学校現場で安全点検を
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行っていただく中、随時、報告をいただき、そ

れをもとに、教育委員会で危険性を判断し、早

期に改善の必要な個所については、対応を図っ

ていくところであります。 

 今後におきましても、学校現場との連携を密

にし、早期の対応を図ってまいりたいと考えて

おりますので、御理解をよろしくお願いをいた

します。 

 ２点目について、お答えをいたします。 

 通学路の危険箇所での安全対策についての質

問ですが、ことしの春以降、全国各地で通学中

の児童の列に車が突っ込み、死傷者が出ている

という痛ましい事故が相次ぎましたことから、

文部科学省、国土交通省、警察庁が連携して、

全国に通学路の安全点検の実施が呼びかけられ

ました。 

 宿毛市教育委員会としましては、市内各小学

校に通学路における危険箇所の抽出を依頼し、

対象となった２２カ所の危険箇所について、学

校、保護者、道路管理者、警察との緊急合同点

検を７月に実施いたしました。 

 点検を行う中で、それぞれの立場で対応すべ

きことを協議し、道路管理者においては、道路

の安全性を高めるためのポストコーンの設置、

車の減速を促すドットラインやカーブミラー、

歩道設置の推進の取り組みがされております。 

 警察においては、危険箇所の巡回や、信号機

の両面化などの対策がされ、学校においても、

交通安全指導の周知がされております。 

 教育委員会としましては、飛び出し注意など

の注意喚起の看板の設置や、路面に学校ありの

表示をするなどの取り組みを行っております。 

 今後も関係機関と連携する中で、通学路の安

全対策を推進してまいりたいと考えております。 

 ３点目でございますが、新たに学校を建設す

る場合は、安全な場所で、よりよき環境に学校

を設置するように取り組んでまいりたいと考え

ておりますし、また、保護者や地域の方々の動

向を十分に・・・ 

○議長（中平富宏君） 浅木議員に申し上げま

す。 

 浅木議員の一般質問の時間は、既に９０分に

及びましたので、会議規則第５７条の規定によ

り、発言を禁止いたします。 

 この際、１０分間休憩いたします。 

午後 ２時３０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４０分 再開 

○議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） １２番、一般質問を

いたします。 

 まず、前回の３月議会に、市長にたくさんの

質問をいたしまして、少々時間がかかった問題

もございまして、時間切れ寸前で何問かを宿題

として、またお聞きしますということにしてお

ったんですが、学校関係の問題につきましては、

今、調査中でありますので、これは、きょうは

再編計画については、お聞きしませんけれども、

その中で、通告いたしましたとおり、職員の採

用試験の問題という題にしておりますけれども、

これは３月議会において、この採用試験に前市

長の問題でございましたが、非常に疑念がある

とか、そして不正があったんではないかという、

市民のうわさがたくさんございまして、私と話

す中で、市長も調査をするというような形とし

て、宿題で残っておりました。 

 その間に、私は、制度にも何ら問題はないし、

不正なんてあるわけがないと。ここにおる担当

の幹部職員も、面接に参加をしておる方々ばか

りだから、そういうことは、これはありません

よと言ったにもかかわらず、市民の間にうわさ

があるから、一応、調査をすると。 
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 こういうことで、調査内容の結果は非常に重

大なことですから、議会で報告していただきた

いということで、その質問は終わったように思

いますが、９月議会で、寺田君が、若干、私の

質問を例に出して、市長の答弁を求めておりま

したので、まず、ちょっと二重になるかもしれ

ませんが、職員採用の調査の内容について、結

果がどうであったのかを、御説明をいただきた

いと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 宮本議員の質問にお答

えをいたします。 

 ９月の定例会でも、寺田議員から質問があり

まして、答弁をいたしておりますけれども、私

は、疑念があるという公約はいたしておりませ

ん。より透明性の高い試験制度を導入したい、

その思いから、平成２２年度、平成２３年度の

２年間に実施した採用試験について、試験者数

等の実施状況や、成績一覧表の結果を検証しま

した。 

 なお、不正を確認するための目的の検証では

ありませんでしたが、不正があったという事実

は確認されませんでした。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） ９月議会で寺田君が、

不正がなかったということであれば、市長は謝

罪をすべきではないかという質問がありました。 

 そのときに、私が疑念を持ったんじゃなくて、

今も、公約にも掲げてないとおっしゃいました

が、市民が疑惑を持っておるから、そういう制

度そのものも、改めるべきは改めてみたいし、

不正があったかどうかの調査も行います、こう

いうふうに私は聞いたと思うんですよ。 

 調査内容について、今、不正はなかったと、

結論的に申されましたけれども、私は、執行部

が調査をするというのは、非常に難しいよと。

捜査権があるような警察であればともかくとし

て、今、試験の成績の結果を見たということで

は、本来、調査をしたということには入らない

んじゃないかと。それはただ見ただけじゃない

かと。 

 例えば、面接試験なんてのは、もう一回、元

に戻して見れるものでもない。採点には、いろ

いろな主観が入って当然なんですよね。だから、

作文が１次に回ったことで、作文に、例えば点

数を加えて、合格にそれを反映させたんじゃな

いかというような疑いがもたれるというような

制度の改革というようなことも、前段、話の中

に出てましたよ。 

 しかし、やっぱり不正がなかったということ

であれば、一定、私は市長も謝罪をすべきじゃ

ないかと、私も思いました。 

 しかし、いろんな理由で、寺田君にも謝罪を

するつもりはないと、こういう答弁だったんで

すが、もう一回繰り返すようですが、なぜ謝罪

をするつもりはないのか、市長は。今でもその

おつもりなのか、いうことをもう一回、お聞か

せを願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 私の考えとしては、９月議会の、一般質問に

おいて寺田議員への答弁で、市民の中に疑いを

持っている人もいたが、不正は私が検証した中

では一切ありませんでした。これまで疑惑をも

たれていた部分もあったので、疑惑の生まれな

い試験制度をつくりたいと答弁をいたしてきま

した。 

 また、何度もお答えいたしておりますけれど

も、今までの試験制度に疑惑があったとは、私

は考えておりません。市民の皆さんが、疑いを

客観的に払しょくできる試験制度をつくりたい、

そのために、試験結果、試験内容について、検

証したものでございます。 
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 ただ、これまでの採用試験をめぐる一連の答

弁を通じて、多少なりとも、不正があったかの

ような印象を与えたかもしれませんけれども、

私は、３月議会においても、不正があったとは

言っておりません。市民の皆さんの疑惑が広が

っていたと申し上げていたことでございますの

で、御理解を賜りますよう、よろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 考え方の違いですが、

例えば、市長は、制度にも疑惑は持ってないし、

不正があったとも思ってないけど、市民の方々

が言うから調べたんだと、こういうことですが、

多少、自分の言葉に対して、問題があったかも

しれませんということもおっしゃいましたが、

私はそんなことを聞いているんじゃないんです

ね。 

 根本的に、あなたが選挙に出るときの背景で

すね。これは、中西市政に対して、非常に市民

が非難をしておった。試験制度にも不正がある

んじゃないか、身内が入っているんじゃないか。

あるいは、制度の問題で、細かいことは知らな

いんだけれども、何かやっているんじゃないか

というようなものがあった。 

 そういう空気の中から、誰も出る人がいない、

無投票はいけないということで、あなたが立候

補した。だから、これはあなたが広めたことで

はない、私もそう思うんですよ。 

 しかし、およそ選挙をする立候補者というの

は、講演会、あるいは政治活動期間におけるも

ろもろの発表であるとか、あるいは支持者も集

まってきて、いろんな話が出る、それが世間に

出ていく。ガセネタであろうとうわさであろう

と、あなたも認識はしてたと思うんですよ。 

 あなたが、いや、中西君はそんな人じゃない

よという否定をすることも、その場でできたと

思うんです。だから、講演会であったこと、政

治活動であったことは、政治家本人が最終的な

責任をとることでなきゃならんわけですよ。 

 そういう意味からは、いろいろな考え方はあ

るけれども、私が調査した結果、不正がないと、

制度にも大きな過ちはなかったということであ

れば、一点の曇りがないわけじゃない。多少は

疑ってかかったと思うんですから、それについ

ては、真摯に謝罪をして、新しくスタートした

ほうがいいんじゃないかと。この宿題は、１年

越しになりますが、私ももう新しい、来年に持

ち越したくはないから、ぜひそういう意味では、

市長は謝罪をするべきじゃないかと、そういう

思いでお話をしておりますが、私の今の考え方

を聞いて、どのように捉えるか、おっしゃって

いただけますか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 先ほど答弁いたしましたように、一連の私の

言動の中で、疑われることはあったんじゃない

かということは、先ほど答弁でもいたしており

ますけれども、私の真意とは全く違う形の中で

動いた世論でございまして、私はそのことにつ

いて、また謝罪するという形は、とるつもりは

ございません。 

 そして、３月議会でも、宮本議員の質問を読

まさせていただきますと、市長になったんだか

ら、あなたは徹底的に究明できるんだから、だ

から徹底的に究明する気持ちはありますかとい

うことで、そういう形で投げかけをいただきま

したので、私としては、その立場に立ちました

ので、ほかのこともあわせて、その不正云々を

主目的として、形として調査検証したのではな

くて、いわゆる市民の一般の人たちが、宿毛市

の試験制度は一切疑問を挟む余地がない、そう

いう試験制度、私も初めてのことでしたので、

まだまだ足らないところは、現在も、今でもあ

ると思うんですけれども、一生懸命そこで改革
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をする内容を検討させていただきました。 

 そうした中に、先ほど言われたように、客観

的なことであることと、あるいは面接官のさま

ざまな思いであるとか、そのようなことに対し

ては、私がそこで結論づけて申すべき、できな

いところもたくさんございます。そうした中で

は、決して不正はありませんでしたし、明確に

このことは、市民に公表いたしまして、今回の

ような形で、まだまだ不十分な試験内容にもな

っているとは思うんですけれども、一生懸命積

み上げて、２４年度の試験制度をつくらせてい

ただいた、そういうことでございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 市長が言うのは理解

できましたが、私は、調査したらどうですかと

言ってても、それは前段があって、制度も間違

ってないし、不正もないんだから、市民がうわ

さをしているから調査をするという段階に至る

までには、調査をする必要ないと。あなた、そ

う疑いがあるということだったら、告発すべき

ですよと。刑事訴訟法２３９条にあるでしょう

と。 

 一般市民は告発することができるけど、公務

員は告発しなければならないというのが刑法な

んです。刑事訴訟法なんですよね。だから、告

発したらいいじゃないかと、こう言ったと思う

んですよ。調査を勧めたんじゃない。その中で、

そういう言い方はしたかもわからない。そうい

うことなんですよ。 

 ただ、今、言われているように、かくかくの

理由で謝罪するつもりはないというのはわかり

ましたけれども、じゃあ、もっとわかりやすい

例で申しましょう。 

 議会報告会、市民との接点を持とうというこ

とで、各地でやられておるから、宿毛市もそう

いう市民と近い立場に議会はいなきゃいけんと

いうことで、４回やりました。 

 私も２会場に行って、１４名が７名ずつに分

かれて行きました。私のいないところであった

質問は、後の議員協議会で、こういう質問があ

ったよと。これをどう生かしていったらいいか

ということを、議員で話し合いした中に、平田

のほうの質問に、さきの選挙で、松田川小学校

の裏山を買っている議員がいるじゃないかと。

こういう議員には、十分注意して、さっさとや

めてもらえというような、けしからんじゃない

かということを、市民が議会報告会の中で質問

したということが書かれておりました。 

 その場所に私はいないから、誰がどう答えた

かわからないけれども、その議員協議会のとき

に、ある議員が、私が法務局に行って調べたか

ら、宮本さんの潔白は晴れてますよと、こうい

うふうに言ってくれた。私の目の前ですから。

聞き間違いではないと思う。 

 ありがたいことですよ。身の潔白を晴らして

くれたということは。でも、考え方によっては、

例えば、私の同僚である寺田君とか、浦尻君が、

１２年間ぐらい一緒に生活をしている。議員と

して。この方がそのことを言ったならば、私は

どう捉えたでしょうかね。けしからんと。寺田、

おまえもあんまりことやないか。調べるいうこ

とは、俺を疑うてるいうことやろと。何で俺を

信用できんかったぞと、私はそう言って怒った

と思うんですよ。その気持ちがわかりますか。 

 あなたは、県会議員も無投票になるから、無

投票はいかんからやると、立派な考えやったで

すよ。そして県会議員になった。中西市長が１

期目の途中だったと思うんですが。 

 非常に中西君とあなたは、高校の同級生でし

ょう。政治家として支援を受けたはずですよ。

そして、今回の市長選になった。中西君に対し

ても、あなたはあらゆる場所で、そんな人じゃ

ないと、市民のうわさを否定すればよかったん
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じゃないでしょうかね。 

 やっぱり、選挙はある意味、そういう世間の

うわさを有利に、利用はしてなくても、背景的

にはあなたに資するところが多くて、あなたは

たくさんの票を取った。 

 私は、当選のときに、これはあなたが信任さ

れた票ではなく、中西の批判票ですよと言った

ことも、あなた覚えているでしょう。 

 そういうことからすれば、同じ政治家として、

市民がうわさしたから調べたんじゃなくて、あ

なたは執行者、最高執行者として調べたんだか

ら、その調べたことで、不正がなかったら、中

西君に対して、あるいは中西君を支持した人に

対して、一遍の謝罪をしても、私は差し支えな

いんじゃないかと思う。そのことについて、ど

う思いますか。それでも謝罪をする必要はない

ですか。お答えを願います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 宮本議員おっしゃられますように、私と前中

西市長とは高校も同級生でありました。また、

県議選のときを含めまして、あるいは前々選挙

戦も通じまして、市長選挙も。私も支援させて

いただきましたし、そういう信頼関係は、私は

持っておりました。 

 私としても、中西市長のそのような個人的な

ことについては、一切疑ったという思いは持っ

ておりません。 

 ただ、あのときの世論が、そのことだけじゃ

なくて、さまざまな形と重複したように、逆に

あおられたような形で、あのような議論が、ま

たこの試験の採用問題等についての議論を附随

して出てきたというふうに、私は考えておりま

すけれども。私は一切、中西前市長がそのよう

なことをされる人ではない。あるいはまた、試

験官にとっても、また別の次元であろうと思い

ますけれども、私はあり得ないと思っておりま

した。 

 ですから、私として、そこで謝罪するという

ことになれば、私はそこに何らかの瑕疵があっ

たという形になるわけですので、私はそのこと

については一切、疑われる、瑕疵のある黒い部

分というのは、私の心にはないと思っておりま

すので、私はそのことについては、改めて中西

前市長が、これは全く潔白であったということ

を表明するとともに、私としても、そのような

疑いの疑念を持ったという形はございませんの

で、こういう形の場で表明させていただきたい

というふうに思います。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） この件は、これでや

めましょう。 

 じゃあ、職員制度の改正は、どう改正をした

のかを、簡単に御説明願えますか。どうなった

か、結論だけでよろしいですから。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 試験制度の改正については、先ほどと同じく、

９月議会の一般質問において、寺田議員への答

弁をしておりますけれども、今年度の試験から、

これまでの試験制度の一部を見直し、これまで、

一次試験での合否判定対象としておりました作

文試験は、１次試験で実施はしますが、２次試

験の合否に反映させることとしました。 

 また、試験区分についても、昨年度までは社

会人枠として実施しておりました一般事務Ｂと、

１８歳から２９歳までの一般事務Ａと、受験者

への門戸を広げる上で、年齢を３５歳まで引き

上げを行い、一つに統一して実施をいたしまし

た。 

 今年度の試験は２次試験まで終了をいたして

おります。今後も、今年度実施した結果を検証

しつつ、他市町村の試験制度も調べる中で、よ

りよい人材の確保ができる試験制度になるよう、
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努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） これは、改正じゃな

くて改悪の面もございますね。 

 まず、作文を１次でやるけど、２次で採点を

すると。ここに大きな問題が、一つできるのは、

今の宿毛市におけるような公務員試験は、初級

試験ですね。現役有利ということは、皆さん、

それを言われたらわかると思うが、試験の内容

が、現役有利であろうかと、私は思うんですよ。 

 がり勉型で、少し言い方悪いが、専門的な学

校に行って、公務員用のテストをいろいろやっ

ていると、成績が上がってくると。こういうも

ので、あるいは大学で専門課程にいく。そして、

その辺の知識の豊富な方は、高校でやるような

教養的なもの、数学なんかも忘れていると思う

んですよ。 

 あなたも工学院に行って電気をやった。私も

中央大学で法律をやった。ここへ帰ってきて、

一発でその試験受けたら、多分、３０点ぐらい

じゃないですか。全くわからない。 

 今、中学校のやつ見ても、新聞でも全然わか

らん。俺、本当に大学出たのかと思う。 

 でも、そういう方々、社会で経験豊富な方々、

あるいは知識を奥深くある方々、これが地方分

権の時代になったら、必ず専門的な職員がいる

ようになりますよね。こういうことも含めて、

一般企業でも、詳しくはもう申しませんが、い

ろんな人材の確保のためには、いろんな試験を

やっておる。そこで、作文が人格や考え方や、

その人のいろんなものを把握できる。それを１

次に入れることは、学力偏重を避けていこうと

いう、一つの取り組みでしょう。これを２次に

回すというのは、改悪じゃないですか。私はそ

のように思いますね。 

 だから、そこに作文を、例えば１次で採点し

たら、悪いことするかもわからんと、いうよう

な下世話な思いよりも、本当にこの制度が、将

来、宿毛市の職員の層を厚くして、いろんな自

己責任でやらなきゃいかん時代が来るから、専

門的な人を入れておこうとすれば、少しその

方々には不利な内容になるし、１８歳から３５

歳までを一つの枠にしてやることによって、３

５歳までの豊富な人材が入れないかもわからん。 

 そういうことも含めて、今後、これをまた全

部守るわけじゃないでしょうから、いろいろ見

直ししていくでしょうから、私はそういうこと

も含めながら、検討していかないと、この問題

は、不正疑惑があったからこうするんだという

ような単純な問題じゃないと思いますよね。 

 だから、そういう意味じゃ、改悪じゃないか

という思いですが、市長どう思いますか。 

 今後の取り組みとして、今の私の話を受けて、

どのように思いますか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 現在も、２４年度の１次試験が行われている

最中でありますし、今までも、それぞれ試験を

受けられた方々もおられると思いますので、非

常に個人的な情報を含めたものは、開示できな

い部分がございますので、制度の細かな形の中

での検証した内容は、この場では申し上げるこ

とはできませんけれども、２２年、２３年度の

試験結果、これをずっと検証していく中で、教

養試験において、試験Ａ、Ｂに関係なく、社会

人枠を設けなくても、有能な職員採用ができる、

このような結果が２２、２３年度のデータから

出ております。 

 このために、自分としては、さらに２次試験

でその判定を受ける形にしたほうが、より効果

的だと判断した結果、先ほど申し上げましたよ

うな試験内容にしたわけでございます。 

 現在、年齢を３５歳とし、試験Ａ、Ｂを一つ
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に統一したものでございます。決して制度の改

悪になったとは認識しておりません。しかし、

この試験結果、また分析する中で、来年度に向

けても、検証というのは常にしていかなければ

ならない内容だと考えておりますので、その辺

のことの御理解というか、現状についての御説

明は、これでさせていただきたいというふうに

思います。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） ちょっとわかりにく

かったところもあるけれども、よりよいものに

するように、余り固執しないで、柔軟な考えで

取り組んでもらいたいと思います。 

 それでは、次の２番目の通告の質問ですが、

避難道、避難場所の確保についてとありますが、

これは、高知県が平成２２年と２３年度で市町

村の持ち出しをゼロにしてでも、この避難道、

避難場所、あるいは避難タワー等の建設には、

最大限補助をすると、こういう知事の考え方が

あって、宿毛市でも海岸線に面したところもた

くさんあるし、危険な場所、たくさんあると思

うんですが、この避難道と避難場所の整備が、

この県が持ち出しゼロでやるという期間内にお

おむね終わりますかね。これはどのような計画

か、簡単にお答え願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 御答弁いたします。 

 宿毛市の避難道、避難場所の整備状況につい

てでありますけれども、今年度は、平成２３年

度の繰越事業の８カ所が完成をしておりまして、

さらに３０カ所整備予定で、現在、測量設計等

を行っております。 

 来年度については、２０カ所、整備予定とし

て検討しており、今後も各地区からの要望等を

整理していく中で、国、県の有利な制度を活用

して、避難道、避難場所の整備を行っていきた

い、このように考えております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） この問題はこれでい

いでしょう。 

 それで、学校の耐震についてを題としており

ましたが、これは今城君の質問で、もうほとん

どわかりました。 

 ただ、今城君が言ったのは、８１０分の８０

５で、しりから５番目ということですかね。宿

毛市が。 

 国は、平成２７年までに必ずやれということ

ですが、文科省のほうでは。宿毛市が下から５

番目になったのは、市長、どうしてなったと思

ってますか。お答えできますか。 

 質問の内容がちょっと難しいですかね。大丈

夫ですか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 さまざまな要因はあろうかと思いますけれど

も、やはりこの学校再編計画、このものが１９

年、あるいは２３年という形で変更等があり、

また、現在もまだそれが確立されてないといい

ますか、今後、再検討しなきゃいけないという、

特別委員会の報告等もいただいている状況等も

あり、そのようなところがあると思います。 

 さらには、やはり宿毛市としても、財政状況

と、あるいは地理的な位置づけであるとか、さ

まざまなところが、総体としてはあるのではな

いかというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 今、あえてこういう

ことを言ったのは、松田川小学校と宿毛小学校、

橋上小と大島、この四つを再編の一つの、第一

歩としてやろうということが、崩れている、今

ね。 

 そこをやっぱり、早くやらなきゃいけないと
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いう思いがあって、高台か何かということでや

ってますけれども、とにかく早くやりましょう

よ。 

 それと、これがなぜ、宿毛市が耐震化率がお

くれておったかというのは、一つには、行財政

改革、あるいは少子化、あるいは教育の自由化、

こういう流れの中で、古い学校、１７も持って

おったら、今までのような有利な段階補正は入

らないよと。古いから１，０００万ずつくれる

時代は終わったよと。だから、古い学校を耐震

して、修繕をしていくことは、非常にコストが

かかるから、いっそ新築をして、将来の少子化

にあわせて統合して、いい先生をつけて、中学

校であれば、専門教員をつけて、立派にできる

ような規模の縮小、あるいは統合をしようじゃ

ないかということから検討して、１０年スパン

の宿毛市の再編計画をつくったけれども、場所

の問題で、ごちゃごちゃごちゃごちゃ、もう前

へ進まんなっと。 

 こういう経過があって、今のしりから５番目

になったんだから、何もしてなかったんじゃな

いですよね。あれがすっといってたら、全国で

もトップクラスの耐震化じゃなかったかと思う

んですが、そういうことも含めて、今後、スピ

ーディーにやらないと、市民の皆さんも安心で

きんということですから、ぜひ精力的にお願い

をしたいと思います。 

 あとは、次の３番目の質問ですが、これは、

この間のがん検診の送致がおくれたということ

で、非常にこれは御迷惑をかけております。 

 市長も、本議会に給料の減給の条例改正案も

提案をして、計上しておりますが、この職員さ

んは、このことが原因でやめたのではないと、

自分がほかの仕事をしたかったんだと、こうい

うことを聞いておりますから、このことで責任

をとったんじゃないと思いますから、それはそ

れで聞いておりますが。 

 ２年ほど、希望に燃えて公務員になっても、

どこの社会にいても、これ仕事が嫌だなとか、

いろんなことで、もうおもしろくないなとか、

みんななると思うんですよ。ならないのはうそ

だと思うんです。 

 私なんかだったら、すぐなるかもわからない。

やっぱりそれを、顔色を見るとか、それからち

ょっとおかしいんじゃないかなとかいうふうに

関心を持って、管理職はもちろんだけれども、

周りの者が、そういうふうにして早く気がつい

てやっておれば、この方じゃなくて、大事にな

らないんじゃないかというふうに思ったわけで

すが、確かに職員の数も減っておるし、仕事も

ふえておるかもわからない。 

 ただ、全庁的にこういうことが起きないよう

な管理体制の構築というのが、今、市長はこの

ことを受けてどう思っているのか、基本的なと

ころを聞かせてください。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 今回のがん検診結果送付遅延の原因は、職員

一人が健診結果を受領し、その後の発送業務ま

での作業を、結果的に担当者が１人しかかかわ

っておらず、職場内でも事務の進行チェックが

行われていなかったことが、最大の原因だと考

えております。 

 今後の再発防止の取り組みとして、１０月に

各課において、文書の保管や処理が、担当者一

人のみで、係内などで、わからない状況になっ

ていないか。また、事務処理の内容や進行状況

は、上司が把握できているかといった点につい

て、事務処理のチェック体制の点検確認を実施

いたしました。 

 結果としては、改善が必要なケースが２課あ

り、定期的にチェックを行うなどの、早急に改

善を行った報告を受けております。 

 この結果につきましても、庁議の中で報告を
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し、情報の共有を図っております。 

 今後は、今回の事件により、市民の方々から

失った行政に対する信頼を回復すべく、全庁あ

げてこのようなことが二度と起きないよう、取

り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 全庁で取り組むとい

うことですから、それでいいと思いますが、今

までも役所の仕事というのは、全て、段階的に

決済印を押しているわけですから、押してない

のは、書類が通らんのですからね。ということ

は、チェックをしているということですが、中

身の問題ですから。そこをきちんとやっていた

だきたいと思います。 

 次に、産業振興の現状についてという題です

が、専門的人材の配置についてお聞きをしよう

と思いましたが、これはどうも今の浅木君の質

問の、人事交流であるとか派遣と重なるんじゃ

ないですかね。重なりませんかね。何かそんな

気がするんですが。 

 専門的人材配置、市長の選挙公約だったかど

うか、行政方針だったか、載っておりましたの

で。 

 重なれば重なるでいいんですが、どんな人材

配置を思っておられるのか、基本的なところを

お聞かせいただけますか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 専門的な人材の配置は、現在、産業振興課農

林振興係へ、元農業改良普及員として勤務され

ていた方を、平成２２年度から農業分野の担当

として、１名配置しております。 

 また、水産業分野の担当者には、社会人経験

枠で採用した経験者を、平成２３年度から１名

配置しております。これは、以前の体制でござ

いますけれども、今後の取り組みといたしまし

ては、浅木議員に答弁いたしましたように、現

在、高知県とも調整中ではございますけれども、

平成２５年度から、新たに林業分野における県

の職員を受け入れ、また、当市からは県庁へ派

遣する人事交流を計画をしており、新年度には

県からの交流職員の配置により、一層、地域産

業の活性化や底上げに取り組んでまいります。 

 重なった答弁もあろうかと思いますけれども、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） この件については、

もっと民間の方々ですね、こういう方々を想定

しておるんじゃないかと思って聞いたんですが、

県との人事交流もいいことですけれども、先ほ

どの今城君の質問にもあったように、いわゆる

宿毛市の総合的な発展計画、こういうものと重

なるわけですから、専門的な人材の配置という

のは、県から一人来ていただくとかいうこと以

外に、民間のいろいろなノウハウを持った方々、

先ほどの検討委員会もそうですけれども、人材

配置についても、もっと大胆なことをなさって

はどうかと思うんですが、どうですか。 

 まだ３年、任期がありますから。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私もそのように、本当に地域の専門的な人た

ちが、今、退職された人たちなど、そういう人

たちが、まだ眠っていると申しますか、この市

内にはおられること、承知をいたしております。 

 そのような人たちを、どういう形で市役所の

体制の中に組み入れていくか、このことについ

ては、早急に取り組みたいわけではありますけ

れども、徐々に、３年と言わず、ここ一、二年

の間に、そういう方向の中で、私なりにこれか

らの一次産業を振興していくという、非常に重

視している政策課題でございますので、取り組

んでまいりたいと、このように思っております。 
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 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 今、取り組んでいく

ということでございますから、一生懸命にお願

いをいたします。 

 それでは、２番目の中心市街地の活性化計画、

これは活性化の基本計画を策定して、にぎわい

のあるまちづくりを維持するということをおっ

しゃってますが、先ほど、高知新聞でも、高知

市が５年ごしぐらいですか、平成７年ぐらいか

ら、基本計画を策定して、やっと認められたと。

これ、内閣府に出したわけですね。 

 ダイエー、スーパーの跡地を、商店街を入れ

て、上はマンションにするとか、それから図書

館をつくって、５０幾つの事業をやって、活性

化していくというのが認められて、これ、最大

３分の２の国庫補助が入りますね。５年間でま

ちづくりをするというんですが。 

 そういう流れが宿毛市にもあったんですが、

市長のいう基本的な活性計画というのは、どん

なもんですか。簡単におっしゃってもらえます

か。どのような考えを持っておるのか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 中心市街地の再構築に向けた基本計画を策定

いたしまして、にぎわいのあるまちづくりを推

進するという基本的な方向に変わりはございま

せん。 

 現在、宿毛市中心市街地活性化協議会の皆様

と共同で、計画策定を行っているところではあ

りますが、中心市街地を問わず、中小商業店舗

の経営は、厳しさを増す一方なのが現状だと、

十分認識をいたしております。 

 このようなことからも、既存小店舗の商店の

存続、商店街アーケードの老朽化問題、あるい

は水路を活用した水道通りの整備を検討をしつ

つ、比較的商店が数多く存在する本町商店街の

活性化を盛り込んで、高齢者、子供に優しい、

安心して、安全に、そして住みやすいまちづく

りを、計画を策定したい、このように考えてお

るところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君）  

 基本的なまちづくりの計画そのものは、変わ

らないと。ただ、もろもろおっしゃいましたが、

じゃあ、端的に聞きますが、中西市政のときは、

公園の中にあるまちづくりという、公園の中に

あるまちというトータルテーマで、何もかも案

を出しているから、これ全部やるわけじゃない

ですよと。ただ、全部やるとしたら、約７０億

ですかね。その中で、公共がつくっていかなき

ゃならんものが、５０％ぐらいある。 

 そういうことの中で、本当に計画が煮詰まる

までは、公共が先行して都市計画の中で道路を

直すとか、拡幅するとか、買収をするとかいう

のはやっちゃあいけませんよと。それは過剰投

資になりますよ。まちが、本当に商店がそこに

できて、生活ができて、資本投資をする人がい

たら、助けてあげるべきだけど、環境整備とし

て。先行してやって、誰も商店街ができんよう

なことをやっちゃいけませんよというようなこ

とで、ここで議論したことがあるんですが。 

 基本的に、高齢化社会になって、非常に不便

になって、まちで買い物も、必需品もできない

というようなまちじゃ、何ともならんから、そ

の基本的に守るべきとこは守るでしょうけれど

も、もともとあった、公園の中にあるまちとい

う、トータルテーマでやった五つか六つのゾー

ン、経済ゾーン、歴史ゾーン、文化ゾーン、公

園ゾーン、福祉ゾーンとかって分けてましたね。 

 あれそのものは、まちづくり会社が引き続い

てやってましたが、市からも当時、建設課長の

安澤君が言ってましたよね。この壮大な計画そ



 

－ 58 － 

のものはどうするんですか。これ、やめるんで

すか。今の協議会で話していることは、だんだ

ん、何かトーンが落ちているように聞くんです

が、沖本市長になったら、この計画そのものは、

基本的にまちの中を、環境をよくするいうのは

わかるんですが、これはどうするんですか。も

うやめるんですか。あのトータルテーマは。 

 コンサルに９８０万円払って、あの大きな絵

をかいたんですが、これやめますか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 この中心市街地活性化協議会の中で、さまざ

ま議論されながら進んでいるところでございま

すけれども、私もいろんな資料を読まさせてい

ただく中で、非常に、そういう専門的な見地か

ら見れば、この事業そのものが非常に厳しい。

あるいは、地域の熱意も非常に少ないじゃない

かとか、実施主体のさまざまな問題であるとか、

行政の対応とか、さまざまな大きな課題がある

という指摘も読まさせていただきました。 

 そうした中で、しかし、現実として、先ほど

言ったように、この地域で暮らしている方々が、

どのようにここで暮らし続けていくことのでき

るまちをつくるかという、このことの課題は、

どうしてもやっていかなければならない課題で

あるというふうに考えております。 

 ですから、計画の中にさまざまなまちづくり

会社が立ち上げた事業が、しようとしている事

業があるわけですけれども、そのような内容に

ついては、今後、一つ一つ検証しながら、私は

判断をしていきたい。 

 ただ、今、例えば中央線の水道通りの事業を、

これから計画しております。あるいはまた、土

居の後線の災害に向けての避難道としての整備、

そういう形も計画しております。 

 まちの人たちのこういう災害対応であるとか、

お年寄りの皆さんのそういう暮らしていけるよ

うな対応であるとか、小規模の店舗の皆さんが、

そこでこれからも経営し続けていけるような、

そういう方策の中で、今、市が何をしなきゃい

かんか、どこから手をつけなきゃいかんか、や

っぱり先行すべき、そのような視点から、宿毛

市がかかわって、この事業は進めていかなけれ

ばならないと、私は考えております。 

 先ほど言われました、森の中のまちづくりと

いう、そういうところからの視点は、私の頭の

中には、今のところはありません。しかし、先

ほどから何回も申しますように、この宿毛市の

中心であるこの市域が、これからも、１０年も

２０年も３０年も続いていかなきゃいかん地域

でございます。そこをどう守るかというのは、

やっぱり宿毛市の責任でもあると思いますので、

その辺を慎重に、我々は今後、対応していかな

きゃいかん、このように考えています。 

 公園の中にあるまちですかね、ごめんなさい。

そういう形の認識は持っておりませんけれども、

今後、そのような細部についての検討もさせて

いただきまして、私もまだまだ具体的な形の課

題の中に、全体の中に編み込んだ見地を持って

ない部分がございますので、その辺も勉強もさ

せていただいて、その考えの中に入らせていた

だきたいというふうに思ってます。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 中心市街地のまちづ

くりの基本的な市長の考えはわかりました。こ

れは、森の中でも公園の中でも、どっちでもい

いんですよ。似たようなものですから。 

 だから、私も、今は無理だと思うんですよ。

できることからやりましょうよ。２０年、３０

年先の宿毛市のビジョンなんて、学者じゃある

まいしね。あすのことを考えましょうよ。 

 目先のことからやらないと、遠い先のことは、

また誰かほかの人がやるんじゃないですかね。 
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 産業祭のプロジェクトチームというのは、ど

んな活動をするんですか。これについて、もう

簡単にいいですから。もう会議を何ぼやった、

かにやったというふうなことで、何をどうする

んですか、産業祭プロジェクトチームっていう

のは。 

 簡単に、わかるようにお答えをいただきたい

と思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 答弁をいたします。 

 産業祭のプロジェクトチームの活動について

でございますけれども、来年度に実施予定の産

業祭の内容について、協議をしてまいりました

が、実際の事業は、実行委員会形式で行うこと

を想定しているために、現在は、庁内プロジェ

クトチームと並行いたしまして、市役所外部メ

ンバーによる産業祭実行委員会準備会を１０月

に立ち上げております。 

 産業祭実行委員会準備会のメンバーとしまし

ては、市から産業振興課、商工観光課が入り、

外部メンバーとして、宿毛商工会議所、宿毛青

年会議所、宿毛市観光協会、ＪＡ高知はた宿毛

支所、宿毛市森林組合、すくも湾漁協の６団体、

そのほか高知県地域支援企画員、県の産業振興

計画地域アクションプランに参加している３業

者を加え、計１２名で構成をしております。 

 また、実行委員会準備会の下部組織として、

小委員会を設置しており、事業の詳細について

は、小委員会で検討することとしております。 

 実行委員会準備会については、立ち上げ時の

２回の開催、小委員会につきましては、現在ま

で２回実施し、検討を重ねているところです。 

 イベント詳細につきましては、これからまだ

まだ検討していかなければならないところです

が、現時点では、平成２５年１１月に、山奈町

芳奈の宿毛市総合運動公園で開催する予定とし

ております。 

 答弁はこれまでにさせていただきます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） その産業祭は、２５

年１１月から行うということですが、これ、毎

年継続して行うんですか。 

 それから、続いて通告してますが、産直市で

すね。８４ターミナルでやっている。その産業

祭と産直市というのは、どこがどう違うんです

かね。私のほうでは、ちょっと、どう違うんだ

ろうと思って聞いておるんですが。 

 重ねて結構ですから。産直市を、８４ターミ

ナルでやっておると。これと産業祭と、どのく

らい違いがあるのか。また、８４ターミナルで

やることについて、私はちょっと、考え方を聞

いてみたいんですが、そのことは後で聞きます

から、まずどう違うんですかね。産業祭。１２

名の、各団体からの代表が集まってやるという

のは。まだ詳細は検討中であるが、例えば産直

市で品物を出して売っている。規模、若干、大

小あろうと思いますけれども、それと産業祭と

は、どのような位置づけが違うんですか。それ

をお答えください。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 それまでに、実行委員会の準備会については、

立ち上げ時を２回開催したと申しましたけれど

も、１回の開催でございます。 

 この産業祭を継続するのかどうなのかという

ことにつきましては、とにかく現時点では、来

年度、実施していくということについて、確認

をしてやっております。 

 その次に、どういう形になるかについては、

そこでやっぱり、それぞれ反省しなきゃいかん

ところもあるでしょうし、大きな問題もあるか

もしれません。私の希望としては、継続して、

毎年１回やりたいという思いは持っております

けれども、必ずそこにそういう形のものを取り
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入れて、検証しながら、やっていく形が必要で

ないかと思っています。 

 それから、産業祭と産直市はどう違うのかと

いうことですけれども、産業祭というのは、ま

ず第一、８４マリンターミナルで行われている

産直市とは、やっぱり規模も全然違う形で実施

したいというふうに思っております。 

 そして、一次産業全体、そして商工業に携わ

る皆さん、あるいは工業団地で生産している皆

さん、産業をやられている皆さん方の展示であ

ったり、アプローチであったり、そのような全

体的な、いわゆる産業にかかわる皆さん方が、

生産物や、あるいはその加工品や製品、そうい

うものを出し合って、市民がそこに参加し、皆

さんに買っていただく、あるいはそういう宿毛

市の産業について、市内外にそれを発表といい

ますか、オープンにしながら、その宣伝をして、

さらに県外からも、そういう買い手がついてい

ただくような、そういう幅広い方向に向けて、

この産業祭を行っていかなければならんという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） まあ産直市と規模、

あるいは内容の面でも違うという御説明ですが、

若干まだ、頭の中で、私はゆるゆるしてわから

んところもありますけれども。 

 工業団地の製品なんて、誰が買うんだろうか

と思いますが。イスなんかも売ってますしね。 

 商工業者、これもいろいろと、宿毛は減って

ますけれども、一生懸命やっている商品もござ

いますが、大事なことは、産業振興、尾崎知事

も今度、高知県の予算見積もりが４，５１７億

ですか、その中で３０％増額予算になるのが、

防災と産振ですね。 

 非常に、尾崎知事も力を入れている。宿毛市

も、産品を何個かつくったけれども、なかなか

売りにくい。私も商売、３０数年やったからわ

かるけど、６次産業なんて、１、２足すの３で、

原料から加工、そして販売ルートまで自分でや

ろうという試みはいいけれども、なかなかでき

るものじゃない。 

 その中で、産業祭をやるのは、やっぱり宿毛

市の新産業振興をして、皆さんが、民間がやる

のを行政がフォローアップしてできた商品、特

産物、付加価値のあるものをつくって、それを

産業祭でお見せするという、そこがないと、な

かなか継続しても、いつも同じものが出ている

んじゃないかということで飽かれてくる。いう

ことは、やっぱり気をつけたほうがええですね。 

 それと、産直市は、８４ターミナルでやって

いるのは、これは何のためなのかと。これはも

うやめたらいいですね。 

 駐車場が広いからとか、湾港の利用実績に資

するところがあるとか、これは本末転倒ですね。

湾港は、あれだけの金をかけて、物を売るとこ

ろじゃないんですよ。やらなきゃいかんことは、

防波堤の早期完成と、それによる船がたくさん

入ってくること。船が入れば、バックヤードの

企業誘致もできるかもわかんない。できなくて

も、努力すること。 

 関連する企業があれば、市長が行って、頼ん

で、中核工業団地に林遉さんがつくったとき、

私は、聞いた話ですから、ここに議員でいたわ

けじゃないけど、全議員が、あんなものやめろ

と、ペンペン草が生えるぞと言ったらしいです

よ。でも、一時は１，０００人の雇用に迫るほ

どの雇用があった。 

 今は海外で労働者を雇うから、７００数十名

だけど、それでも家族合わせたら、これは、宿

毛は大変助かっている。 

 そういうことからすると、湾港で利用実績を

上げるためにやるようなもんじゃない。 

 それで、産直市と産業祭の違いの中身の問題
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で、若干、相通ずるところは、産直市は小規模

だけれども、なぜ小規模かというと、場所が悪

くて売れないからなんですよ。 

 よその産直市は、年間５億、１０億売ってい

るところもある。私なんかも、何カ所か知って

いる。宿毛が一番売れてないんじゃないですか。

だから、売れるようなところでやらないと、業

者は来ないんですよね。奪い合いで入りたいぐ

らいの場所があれば、そこを行政がいろんな手

助けをして、行政が経営しろとは言いませんけ

れども、そういう素地をつくってあげることが、

民間の事業をバックアップすることだと思うん

ですよ。 

 だから、あそこはもう、月に１回やるのはや

めて、もっといいところ、私はあると思うんで

すよ。 

 私の見た目では、５６号線のバイパス、反対

側は都市計画で、非常に町並みもよくなって、

いろんな商店やお店もできた。若干、宿毛市の

資本が少なくて、県外大手が来るのは残念です

けれども、一応、雇用の場も確保されている。 

 その、今度、スーパーのエヴイ側、かなり面

積ありますよ。草ぼうぼうで。前からずっと、

あそこ通るたんびに、片方は都市化して、片方

はこれ、山の中じゃないかと思うような景観で

すよね。 

 あそこをちょっと、地主さんに、宿毛市も交

渉して、もちろん地代は、借りるとかして払え

ばいいんだから、産直をやるとか、産業おこし

の何かに使えたら、私は８４でやるよりは、随

分、効果が上がるんじゃないかと思うんですが。 

 そういうような、皆さんがぜひやらせてくれ

と思えるようなところで、市長、やってみたら

どうですか。ぽんと８４、もうやめて。どう思

いますかね。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、お答えをいたし

ます。 

 まず、産直市につきましては、現在は、市が

実施主体ではなく、出店者で、新港産直市実行

委員会加盟３９店舗という団体を立ち上げて、

運営をいたしております。 

 開催開始当初は、新しくできた施設というこ

とで、８４マリンターミナルで行ってきました

が、出店者の中には、開催場所に調理場が欲し

いという声などもあることから、今後は、実行

委員会の運営に対し、産直市の振興、産業の振

興ということを前提に、開催場所も含め、関係

部署と連携し、協力をしてまいりたい、このよ

うに考えております。 

 議員御指摘の場所も、今、わかったわけでご

ざいますけれども、私も前に、ある良心市の方

が、あそこでという話があったときに、何らか

の問題があって、そこでできなかったというこ

とも、私のほうで直接聞いたこともございます。 

 そのような形で、なかなかそこに至るには、

さまざまなクリアしなきゃいかんこともあるか

もしれませんし、当然のことながら、場所等に

ついても、いろんな形で検討をしていくべきで

はないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 私が言った場所に、

何らかのネックがあったかもしれませんけれど

も、８４ターミナルは市が実施主体じゃないの

は、十分わかっているけれども、やっぱり市が

頼んで、おいで願っているんじゃないですか、

多分。 

 調理場がないとかあるとかの問題じゃなくて、

やっぱりよく売れるところでやれば、誰でも集

まってくるということですから。若い人の、商

売をやってみようかいう気になるかもしれんで

すよ。 

 ぜひ、そういう気持ちで取り組んでいただき
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たいと思います。 

 時間が迫ってきましたので。市有駐車場の夜

間開放についてという題にしてますが、これは

さきの新聞で、１２月１日から四万十市が、新

しくできた庁舎の駐車場、１００台分ぐらい、

全部で１００台ですかね。を、２４時間開放す

ると。 

 近くの商店街振興組合なんかと話して、飲食

店、ショッピング、その他のことに資するから

やろうじゃないかということで、発表されてま

したが、飲酒運転とか、騒音なんかのことがあ

ればやめるということですけれども、宿毛市も

市が持っておる駐車場、全面開放したらどうで

しょうね。 

 既にやっているところもありますが、やって

ないところもある思いますから、全面的に一回

開放してみたらどうかと思うんですが、市長、

どう思いますか。お答え願えますか。 

○議長（中平富宏君） 本日の会議時間は、議

事に都合により、あらかじめこれを延長いたし

ます。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 商店街等の中心市街地の利用促進のために、

市有駐車場も夜間開放についてとの、どうなっ

ているのかとの質問でございます。 

 中心市街地における市有駐車場の開放につい

ては、平成２０年１月号の広報において、周知

させていただいておりますが、まず、市役所正

面及び北側駐車場５８台においては、休日及び

平日の１７時３０分から翌日の８時まで、夜間

開放しております。 

 また、小野梓公園北側駐車場については、終

日、開放しております。 

 次に、宿毛文教センター駐車場におきまして

は、１８時から２２時までは開放しており、か

つ日中の駐車においても、イベント等で支障は

ない範囲で、利用を認めております。 

 また、それ以外でも、運用として施錠してい

ない北側駐車場の夜間利用や、施錠時間に車が

駐車している場合は、入り口を閉めるだけで施

錠はせず、いつでも移動できるような配慮をし

ており、急な駐車が必要な場合は、夜間も含め、

できるだけ配慮しておりますし、年末年始やお

盆、ゴールデンウイークにおいても、帰省され

た方のために夜間施錠せず、開放しています。 

 ただし、職員が通勤に用いた車を、個人で賃

貸がししている駐車場については、市有地では

ございませんので、開放の対象とはなりません。 

 また、市役所駐車場においては、夜間開放す

る中で、周辺住民や周辺事業者の従業員が、駐

車場がわりに常時駐車し続けるといった問題も

あり、現在でも、そのような方には、車へ注意

文を張り紙する中で、移動するよう、注意して

おりますが、根本的な解決には至っておらず、

今後、そのような問題への対応も踏まえ、でき

る限り、利活用いただけるような方法を考えて

いきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 以前に、これは質問

じゃないですけれども、長いこととめて、とめ

ないかんときに使えんから、これは問題があり

ますからいうことで、かぎ閉めたり、文教セン

ターでも、オオサカヤさんの通りのところはか

ぎ閉めてると思うんですよ。 

 できたら開放して、というのは、やっぱり四

万十市なんかも、商店街が非常に活性化しない

と、行政どうするんだということで、その行政

の思いを、２４時間開放に向かったと思うんで

すから、実際に宿毛市の今の現状を見ると、駐

車場がそんなに困っているわけじゃないと思う

けれども、その思いをどうするか。共有する部

分が大事だと思うんですよ。 
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 あんなこと言うけど、行政が財産全部閉めて、

あれは市民の財産だろうという思いがあります

から、できるだけ開放して、有効利用したらい

いと思いますから、ぜひそのように取り組んで

いただきたいと思います。 

 あと２問ですが、６番目の住居表示の見直し

についてという題ですが、これは、宿毛市宿毛

という番地が長くあって、整理できない。旧町

名を、中央という名前で、１丁目から８丁目ま

で、アラビア数字でまとめてみた。旧番地が点

在したこともあるけど、郵便局の配達も便利に

なりますし、それから、ほかにもいろいろ、多

少、理由はあったと思うんですよ。だけど、私

が議員になる前から、この町名ですから、１５

年ぐらいたっているんじゃないですかね。ちっ

とも覚えない。 

 ちょっと市長、中央６丁目２、３番地、どこ

あると思いますか。ちょっと、２丁目４番地と

か、３丁目７番地とか、わかるのありますか。

３－２とか。全然わからんですか。 

 わからんかわかるかおっしゃってくれますか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 正確な数字は、ちょっと、あれもあるんです

けれども、私の場合も、そのような中央何丁目

ということで、１丁目あたりとか、２丁目くら

いがわかるんですけれども、しかし、その境が

確実にこうだとかいう形等については、わから

ないところが多いし、しかも、それがもっと、

６丁目、７丁目ということになってくると、非

常に私としても、承知してないという部分がご

ざいます。 

 ただまあ、これはやはり、そこに住んでいる、

私は山奈町芳奈ですから、ちょっとその辺が、

町に住む宮本さんとは違うのじゃないかという

ふうにも思いますけれども。実際のところ、そ

のような状況です。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 市長、町に住む宮本

さんがわからんがです。私は、今言った三つの

番地で、中央３丁目２番地、これだけです、わ

かるの。私の家ですから。 

 市長にも答えてほしかったね。２丁目４番地

は、あなた、看板立っているじゃないですか、

沖本年男をよろしくって。東の米屋さんですよ。

覚えとかないかんですよ。 

 ６丁目３番地は三階ですね。全然わからん。 

 よかったか、わるかったじゃなしに、わから

んままにするのかよということなんですよ。新

しい子供たちは、上町、真丁、本町、土居下、

こういう名前、沖須賀、仲須賀も含めて、全く

知らなくて生まれてきて、知らなくて育ちゃあ、

アラビア数字でいいですけど、それでいいのか

よというのもありますね。 

 それはやっぱり、宿毛のまちづくりの中から

も、これは、名前というのは愛着もあるし、文

化的な遺産じゃないのかなというような思いも

あるんですよ。 

 だから、町名を変更するというのは、少しお

金も要るんですよね。商売人だったら、判をや

りかえるとか、いんなことあると思うんですよ。 

 だから、またかよという思いもあるかもしれ

ませんから、慎重にはやらなきゃいけないんで

すが、最終的には、住民の合意を得て、議会議

決ということになりますから、なかなか時間も

かかると思いますけれども、何とかこの町名変

更のことを考えていただいて、いろいろ区長会

におろしてみるとか何とか、検討してもらいた

いんですが、どうでしょうかね。 

 市長、答弁をお願いします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、答弁いたします。 

 平成６年度から２カ年かけて実施された住居

表示でございます。約４２ヘクタールの範囲を、
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中央１丁目から８丁目までの新しい町名となり

ました。 

 この実施地域の住居表示前の地名は、宿毛市

宿毛、宿毛市土居下、宿毛市本町のこの３地区

で、特に宿毛市宿毛は、旧市街地から新田を経

て、片島地区までに及ぶ広い範囲にわたってい

たことから、混乱解消と、利便性の向上を目的

に実施された経緯があります。 

 通称名で呼ばれていた旧町名の復活につきま

しては、わかりづらいという住民の皆さんの意

見を真摯に受けとめる中で、中心市街地活性化

協議会等の中で、検討してまいりたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 大変いい答えを聞い

たんですが。 

 検討していくという。本当に検討してもらい

たいですね。 

 道を聞かれるときが困るんですけど。６丁目

に行きたいんですが、５丁目に行きたいんです

が、どうやって行ったらいいかっていうのは、

あるんですよ。私はやっぱり、宿毛の入り口で

すからね、あれ。松田川渡ってきて、車とめた

ら、道聞かれて、えっ、５丁目、５丁目全然わ

からんですねと。どなたのところですかって、

個人の家だったら、全く見当つかんがですね。 

 ああ、愛媛銀行のとこじゃないですかとか、

何かあればいいんですけど。個人の家というの

は、私もそんなに覚えてないですから、やっぱ

り宿毛に住む人間が、道を聞かれたら答えるぐ

らいの住居表示じゃないと、これはつまらんと

思うんですよね。あんまり難しく考える必要は

ないんですよね。 

 ２０年近くたって定着せんものを、これから

さき、２０年もおくのかよという問題ですから。

皆さんにおろしてみて、合意が得られたら、お

金も要ることですけど、やり直したほうがいい

んじゃないかと。 

 それから、焼酎飲みながら、ゆうべうつらう

つら考えて、ちょっと考え方の中に、よその街

には、例えば中村一条通というのもあるし、通

称なのか、住居表示なのかわからないけど、宿

毛はそういや何もないなと。あれだけ有名人が

出てて、図書館の周りちらっと歩いたら、１０

人ぐらいおりますわね。とても有名な方が。こ

れ、全国で有名な方ですから。 

 例えば、水道通りね、せっかくきれいになっ

たら、梓通りにしてもいいんですよ。 

 それから、吉田さんのお父さんと、明太郎さ

んが生まれた場所は、森田のたばこ屋のとこで

すが、あの石一本立てるよりも、通り全体をば

かやろう通りとか。何で「ばかやろう」なんだ

って、疑問を持たせるような名前にしたほうが、

まちづくりしやすいんじゃないかなというふう

に思うんですがね。 

 名案じゃないですか、市長。ちょっと感想を

言うてくれますか。まだ時間ありますから。 

 最後の質問、簡単にいきましょう、もう。ど

うぞ。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 宮本議員の再質問にお

答えいたしますけれども。 

 実際、今までの住居表示というのは、沖須賀

とか、例えば仲須賀とか、真丁とかいう言葉は、

住居表示にはない、通称なんですね、これは。 

 ですから、その辺のこともございますし、今

後はいろんな形で検討していかなきゃいかんの

じゃないかというふうに思ってます。 

 先ほど言っていただきました、さまざまな、

この町を、通りに命名をするということも、非

常にいいことじゃないかというふうに、私は思

います。 

 こういう形も、全体の中で議論ができるよう
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な形で、取り上げさせていただきたいというふ

うに思ってます。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） わかりました。 

 通称というのは、何でいいかというと、それ

が通り名で通っているからいいんですよ。通称

をのけたら、何もないんですよ。 

 だから、正式な住居表示であったか、通称で

あったかなんていうのは、問題じゃないんです。

その通称がよければ、それを住居表示にすれば

いいんですから。 

 とにかく、子供たちがこれから育っても、宿

毛１０傑、あるいは２０傑という人たちを、学

校でも教える。こんな人になってくれよという

ような思いで。私なんかなれないけど、おやじ

から、やっぱり言われた。とてもなれないけど、

その人はどんな人か、もうこびりついて覚えて

いるし。 

 そういうことは、大事にすべきじゃないかな

と。それだったら、土居の殿様の下屋の屋敷は

土居下なんだということは、子供に覚えてもら

ったほうが、その下にできた町が本町で、町の

先っぽが上町だったんだというのがあるんです

よね。 

 それはいいことだと思うんですよ。ぜひやっ

てくださいよ。 

 それから、最後、入札制度について、ちょっ

とお聞きしますが、一定の金額、３，０００万

円以下ぐらいだと、私は思うんですが、建設工

事の競争入札、この業者の選定ですね。この指

名枠に宿毛市に本社がなければ入れないと、こ

ういうことを聞いたんですが、この選定の枠組

み、本社がなきゃ入れないというのは、どのよ

うな考えのもとになっているのか、まずここを

説明していただきたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 指名競争入札については、市内業者で施工可

能な業務については、できるだけ市内優先とい

う考えで、市内業者のみを対象とした入札を基

本として行っています。 

 市内業者の定義については、市内に本社があ

る業者としており、これは、大部分の県下の市

とも共通した認識です。 

 今後も、市内優先で、できるだけ市内業者に

発注することを第一とし、入札参加業者選定を

行いたい、このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） 今、お伺いすると、

本社がある業者で、市内を優先してやるという、

これは県下皆さんそうなっているということで

すが、私も、市内優先でやるのは結構だと思う

んですよ。ただ、業種によっては、入札という

のは、大体、５社とか７社とかいるじゃないで

すか。専門業者が２社とか３社しかいない。も

ちろん１社なんていうのになったら、よそを入

れて入札するしかないですけど、それは枠組み

外のとこでやると思いますが。 

 ２社しか、３社しかない業者数でも、例えば

市内優先でやるということは、市内を限定して

しまい過ぎるんじゃないかと、いう思いがある

んですよ。 

 例えば、大月、三原なんていうのは、経済交

流が非常にやってますから、その方は宿毛市に

支店を持っているとか、いうことになったら、

そういう支店を持っている方については、柔軟

に取り組んだらいいんじゃないかと。まるで、

これは鎖国のような考えで、よそがこうだから

うちもこうだというふうにも聞こえるし、もう

少し、柔軟性を持ったらいいんじゃないのかと

いう意味と、これから、どちらが天下取るかわ

からないけど、自由民主党が一応、第１党にな
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るんじゃないかと。その中で、安倍候補が、総

裁候補になるかどうか。安倍さんが言うには、

経済対策で、年間２０兆円プラス１０年、２０

０兆の公共投資やろうと。成長産業を育てて、

公共事業もやるんだと、こういうことを言って

ましたね。 

 名目２から３％のインフレで、どんどんやる

ぞと。円安の株高をつくるんだと。だから、多

分、宿毛市にも思わんような公共事業、くるか

もわからないですね。 

 そういうことになれば、また指名枠も考え直

すでしょうが、基本的に、余り排他的に、３社

あるから十分だというんじゃなくて、そこらあ

たりは、若干、柔軟にお考えになられたほうが、

より予算を効率的に使って、適正な価格で落と

していただけるんじゃないかと。 

 余り数が少ないと、順繰りに回されるという

こともありますから。そういうことも含めて、

一応、提案してみようかなという思いですから、

それについて、今の基本方針と変わらなければ

変わらなくてもいいが、最後に御答弁を願って、

終わりたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、お答えをいたし

ます。 

 例えば、例外として、本社が市内に１社しか

ない、こういう場合については、当然、市外の

業者も入れる形で、現在、指名選定を行ってお

りますけれども、それ以外については、先ほど

言いましたような点を原則として、実際、運用

しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １２番宮本有二君。 

○１２番（宮本有二君） まったく、私の言っ

たことは、検討してもらってないんですが。 

 柔軟に取り組んだらどうですか。１社とか２

社とか３社というのが、数の上では、１社と３

社が、１社と一緒ぐらいに思いますけどね。 

 余りにも少ない専門業者の場合には、ある一

定、大月とか三原とか、四万十市はどうかわか

りませんが、いわゆる市町村合併でも一緒にや

ろうじゃないかといったところは、非常に経済

交流ありますからね。ちょっと柔軟に考えたら

どうですかということですから、また事業量も

ふえれば、当然、どなたかにお願いせないかん

ようになりますしね。 

 最後に、この間、東北に行って、非常に感じ

たこと、たくさんありまして、もろもろの防災

の関係について、詳しくは言いませんが、やっ

ぱり災害を受けてからの後の復旧に対して、東

松島市は、一般会計１５０億の中で、６６０億

ぐらいの被害があったと。民間も入れてないか

らね、これ計算ができんといいますが、この分

のお金は、政府がつくった１９兆円の中からき

ているんですけれども、積算と設計ができない

と。とても５人や６人の建設の職員では、もう

何もならんから。 

 私たちが帰るときに、宿毛市さんからは、ぜ

ひ、どなたか建設の職員さんを、私のところへ

派遣してくれませんかという、これはどの視察

団体にもお願いしてますといって、言ってまし

たが。 

 １年間は事故繰越でいきますが、２年間でき

ませんから、国に一旦、返るんですよ。また新

たに積算をしたものを、書類出さないかん。膨

大な書類で、復旧事業はまともに進まんという、

こういうのもありますから。宿毛市なんかも、

あんまり本社がないものは入れないなんて言っ

たら、宿毛市には、行っちゃらんとなるかもし

れませんから、ちょっと、頭をゆっくり柔軟に

して、お考えになったらいいと思います。 

 一般質問を終わります。 

○議長（中平富宏君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 
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 御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ４時０５分 延会 
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平成２４年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第３号 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 
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   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 
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午前１０時００分 開議 

○副議長（野々下昌文君） これより本日の会

議を開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） おはようございます。

３番、山戸です。 

 通告に従いまして、私は大きく２項目、平成

２４年度当初予算の新規事業として採択された

各種事業の現在までの進捗状況と、特別養護老

人ホーム千寿園について、市長にお尋ねいたし

ます。どうかよろしくお願いいたします。 

 最初に、平成２４年度の新規事業の進捗状況

に関してですが、この３月の当初予算の審議を

通じて採択された５４項目の新規事業の中から、

数件抜粋する形でお尋ねいたします。 

 と申しますのも、これら事業の大部分は、そ

の進捗実施状況が明確に判定できる内容となっ

ている中で、どうも見えにくいというか、担当

課の直接関与しない部分が目につく事業が存在

するということと、広く市民の注意喚起を行っ

て、より一層の市民参加や協力をお願いする必

要がある事業が存在しているように考えるから

であります。 

 もちろん、いずれの事業も、３月議会の予算

審議の段階で、あれこれの議論を経て採択され

た事業であり、その必要性、意義に対する大き

な期待のもとに、執行部の皆様、鋭意取り組ん

でおられることに敬意を表することに変わりは

ありませんが、その進捗状況並びに成果の確認

と、いわば市民へのアピールという形で、そう

いう意味で御質問いたします。 

 まずは、企画課の所管事業に関しては、４点

お尋ねいたします。 

 この４点に関しては、一括してお尋ねいたし

ますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 １点目、地域おこし協力隊事業について。 

 鵜来島における一次産業支援、住民の生活支

援、見守りサービス、地域おこしの支援、地域

行事、伝統行事等、コミュニティー活動の応援、

観光振興の取り組みなど、環境保全、観光振興

支援、連絡所のサポート活動などということで、

人件費２００万円、その他の経費合わせて２５

８万４，０００円が一般会計から計上されてお

りますが、現在、どのような形で活動展開がな

され、どのような成果が上がっているのか、お

尋ねいたします。 

 ２点目、宿毛佐伯フェリーに関して、緊急雇

用創出事業として、人件費２５０万５，０００

円を含めて、４９５万７，０００円が県支出金

１００％で計上されている宿毛佐伯航路利用促

進事業では、その成果目標として、宿毛フェリ

ーの利用促進及び観光振興が掲げられているわ

けですが、その現状と成果の見通しについて、

お尋ねいたします。 

 ３点目として、宿毛佐伯航路利用促進キャン

ペーン事業補助金として、アンケート応募され

た宿毛市民の方の中から、抽せんで１００名の

方にフェリー車両運賃片道割引券をプレゼント

する費用として、一般財源から１２０万円が計

上されていますが、この事業の進捗状況につい

てもお尋ねいたします。 

 企画課所管事業の最後になりますが、緊急雇

用創出事業で、東京・大阪それぞれに事務所を

設置し、宿毛産芋焼酎の販売促進活動を行うた

めに、人件費２名分、５１４万円と、その他経

費５１２万円、合わせて１，０２６万円が計上

されている宿毛産芋焼酎販売促進事業の状況に

ついて、お尋ねいたします。 

 以上４件、一括でお答えください。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） おはようございます。
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３番、山戸議員の一般質問にお答えをいたしま

す。 

 平成２４年度新規事業の進捗状況について、

４項目にわたって質問をいただきました。 

 まず、１点目の鵜来島地区への地域おこし協

力隊事業について、お答えをいたします。 

 本事業につきましては、総務省の地域おこし

協力隊制度を活用し、本市では、現在、鵜来島

地区のみで事業を実施しているものでございま

す。 

 鵜来島地区の地域おこし協力隊につきまして

は、離島という地理的な特性も考慮する中で、

地区長から推薦がありました鵜来島出身で、島

の実情をよく理解されている大阪府在住の方に、

本年４月１６日に委嘱をし、現在、一次産業の

支援や、住民の生活支援、地域行事活動の支援

など、さまざまな活動を行っていただいており

ます。 

 鵜来島地区につきましては、平成２２年度の

国勢調査におきまして、人口が２８人、高齢化

率８２．１％と、宿毛市の中でも著しく人口減

少や高齢化が進んでいる地区でございますので、

特に日々の高齢者の見守り活動や、日常的な生

活支援活動といった地域協力活動が目に見えて

効果があらわれており、地域の方々からも、大

変、喜んでいただいているところでございます。 

 過日、新しい離島振興計画の策定に当たって、

島の方々の御意見や御要望をお聞きする会を開

催させていただきましたところ、その会合にお

きましても、地域おこし協力隊の活動について、

高い評価をいただくとともに、来年度以降の事

業の継続について、強く要望をいただいたとこ

ろでございます。 

 次に、宿毛フェリーの利用促進及び観光振興

に関する緊急雇用創出事業の現状と、成果の見

通しについて、お答えをいたします。 

 現在までの活動内容といたしましては、本事

業を活用し、１名の職員を雇用して、観光客の

利用促進のため、高知県、大分県周辺の観光地

の取材を行い、フリーペーパー「はたも～ら」

への情報の掲載や、幡多広域観光協議会発行の

観光情報紙への掲載など、観光客をターゲット

にした宿毛フェリーの利用促進のための情報発

信や、利用促進キャンペーンの実施、旅行会社

等への営業活動、広告看板の大分県、土佐清水

市への設置などを行ってまいりました。 

 しかしながら、これらの取り組みにもかかわ

らず、九州北部の豪雨災害、台風による週末連

休の欠航、夏場の天候不順、景気の低迷など、

さまざまな要因により、前年度と比べて乗船客

数が落ち込んでいるところであります。 

 １０月以降は、トラックの利用がふえてきて

いるところであり、今後も利用促進に向けて、

引き続き、ＰＲ活動等を行っていくこととして

おります。 

 次に、宿毛佐伯航路利用促進キャンペーン事

業補助金の進捗状況についてでございますけれ

ども、本年７月から８月の２カ月間で、宿毛市

民を対象としたフェリー利用に関するアンケー

トの募集を行い、３２７名の方から応募がござ

いました。 

 ９月に抽せんを実施いたしまして、当選され

ました１００名の方々に対して、割引券を発行

しております。 

 割引券の使用期限につきましては、１０月１

日より来年の３月末までとなっており、１１月

末現在の割引券の利用状況につきましては、１

３名の方に御利用をいただいております。 

 次に、宿毛産芋焼酎販売促進事業の状況につ

いて、お答えをいたします。 

 本事業を活用し、現在、酒造会社が東京と大

阪に各１名の営業職員を配置し、それぞれの地

域で営業活動を行い、販路の拡大を図っており

ます。 
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 １１月末現在の実績ではございますが、営業

職員の配置の結果、東京で１１店舗、大阪にお

きましても、同じく１１店舗の新たな取引先の

開拓ができているところであり、企業全体の売

上実績におきましても、現在のところ、昨年を

上回る売り上げであるとの報告を受けておりま

す。 

 今後におきましても、東京、大阪における販

路の拡大はもとより、地元の消費拡大など、販

売促進に向けて、会社全体で取り組んでいくこ

とといたしております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） どうもありがとうござ

いました。なかなか成果が上がっているような、

心強い報告をいただきまして、うれしく思って

おります。 

 続きまして、商工観光課の所管で、緊急雇用

創出事業として、人件費２名分を含めて、８３

９万４，０００円が計上されているマリンレジ

ャー振興基盤構築事業委託について、同じくお

尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 この事業は、高知県緊急雇用創出臨時特例基

金事業を導入して、マリンレジャー振興基盤構

築事業として、社団法人宿毛市観光協会に対し

て、業務委託し、実施しております。 

 本市には、自然豊かな宿毛湾を初め、県外か

らも非常に高い評価を得ております沖の島、鵜

来島というすばらしい観光資源を有しておりま

す。 

 その海を最大限生かした観光振興を、積極的

に取り組んでいくための事業でございます。 

 事業内容としましては、市内の若者２名を臨

時職員として１年間雇用し、ダイビングの技術

と専門的な知識を習得させ、海の観光振興の担

い手として育成をしております。 

 現在、専門的な資格を持ったインストラクタ

ーの指導を受ける中で、当初目標のダイブ本数

１００本のうち、１２月現在で８０本の訓練を

実施し、目標の海中でガイドができる資格、ダ

イブマスターライセンス資格の取得に向け、順

調に推移をしております。 

 この一連の活動等につきましては、宿毛市観

光協会のブログにて、宿毛湾の紹介も含め、積

極的に情報発信をいたしております。 

 また、その他さまざまな取り組みも行われま

した。６月には、宿毛だるま夕日ダイビングク

ラブを新たに結成し、海岸クリーンイベントと

して、海岸の清掃活動と、初心者を対象とした

体験ダイビングを行い、７月には、２回に分け

て鵜来島を舞台に、初心者体験ダイビングを実

施するなど、島ならではのすばらしい海、自然

を大いにＰＲする事業ができました。 

 また、宿毛市での新たな海洋レジャーの可能

性についても、取り組んでまいりました。宿毛

湾での新たなダイビングポイントの調査、開拓

や、チヌ釣りのプロによる宿毛湾チヌ釣り大会

の企画運営にも携わってまいりました。 

 そのことで、県外の釣り専門雑誌や、ケーブ

ルテレビ局の取材を受けるなど、宿毛湾の魅力

が少しずつ注目を浴びてきております。 

 事業完了後は、両名の臨時職員が、本事業で

取得する資格を地元で生かしていけるよう、観

光協会とも協議をしてまいります。 

 今後において、本市へのダイビング客等入込

客の増加につながる活躍をしてくれることを、

大いに期待したいと思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） どうもありがとうござ

います。 

 続きまして、保健介護課の所管事業として、
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国民健康保険特別会計による特定健康診査個人

負担無料化の事業が、平成２４年度保健事業計

画表及び広報を全戸配布することにより、特定

健康診査自己負担金の無料化を周知するという

ことで、国庫並びに県支出金合わせて６２１万

２，０００円、一般財源５５０万３，０００円、

合計１，１７１万５，０００円が計上されてい

ます。 

 この特定健康診査の受診率は、これまでの担

当課の多大なる努力にもかかわらず、平成２１

年度対象者数５，７０３名に対して、受診者数

１，３３２名、受診率２３．４％と低調なスタ

ートとなったまま、２２年度、２１．９％、２

３年度は、修正があるのかもしれませんが、当

初の報告では、２１．４％というぐあいに、所

期の目的とする数値とはほど遠いままに、しか

も低落傾向が続いてきました。 

 今後のこの新規事業、今年度、この新規事業

をどのように進めてこられたのか、またそれに

よって、どの程度の受診率の向上が期待できる

ものか、お尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 特定健康診査自己負担金の無料化の取り組み

の進捗状況と、受診率の向上は期待できるかと

の質問でございますが、その取り組みといたし

ましては、４、５月号の広報や、全戸配布の保

健事業計画表にて、無料化を掲載、また、受診

対象者５，４０５人全員に対しては、個別に受

診券を送付する際、封筒に無料を表示するなど、

受診通知書等、全てに無料化の周知を図ってま

いりました。 

 また、無料化を書面で周知するだけでなく、

平成２３年度の未受診者４，２５９名に対して、

未受診理由等についてのアンケート調査を実施

いたしました。 

 １，４７７人から御回答をいただく中で、６

６８人の方が未受診の理由として、「定期的に

通院検査していたから」と全体の４５．２％を

占め、２位が、「忙しく行く暇がなかったか

ら」が２８０人で１９．０％、３位が、「忘れ

ていた」１７６人で１１．９％との結果が出て

まいりました。 

 その結果をもとに、電話で保健師等による健

康相談を行いながら、個人の状況に合わせた情

報提供や、受診勧奨の取り組みを行ったところ、

１０月末現在で、集団健診は１，０４０人と、

昨年度とほぼ同様でありましたが、各医療機関

での個別健診受診者数は、８月末現在で、昨年

度の５１人に対して２７４人と、約５．３倍増

の大幅な伸びを示しております。 

 その要因は、個別健診の個人負担金２，４０

０円から、今年度無料化に移行したことが受診

者の健診受診しやすいきっかけになったと考え

ております。 

 また、宿毛医師会の医師の皆様にも、患者さ

んから健診受診についての相談があった場合に

は、医学的判断を踏まえた上で、御指導いただ

くよう、協力依頼をしたところであります。 

 現時点での平成２４年度の受診者は、１，３

１４人で、受診率が２４．３％となり、過去最

高の伸びとなっております。 

 無料化の当初の目標の３３％には到達できて

いませんが、今後、徐々に受診者数も伸びてい

くものと考えております。 

 各地区で行う集団健診は、１０月２６日で終

了しましたが、個別健診は受診券の有効期限の

１月３１日まで受診することができます。 

 特定健康診査は、自分の体の状態を知り、自

分の健康は自分で守る、いわゆる健康維持のた

めの一つの方法であり、健診結果をもとにして、

そこから改善に向けて取り組むことができれば、

生活習慣病を予防することができます。 

 まだ受診されてない方につきましては、まだ
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２カ月ありますので、ぜひこの機会に、各医療

機関で受診を、健診を受診していただき、生活

習慣病の予防、早期発見等、ご自分の健康管理

に役立てていただきたいと願っております。 

 以上であります。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） いろいろ工夫されなが

ら、周知徹底に努力されていることに、本当に

感謝します。 

 続きまして、総務課所管の補助金事業である

宿毛市ブロック塀対策推進事業補助金の現在ま

での進捗状況について。 

 この事業は、避難道や通学路などの危険性の

高いコンクリートブロック塀等の安全対策とい

うことで、１件当たり２０万円を最高限度額と

して、国庫と県の支出金合わせて６００万円が

計上されているものですが、現在まで何件の申

請があり、何件が実施されているのか、今後の

見通しも含めてお尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 現在、１２件の申請がありまして、そのうち、

１０件が実施されており、まだ１８件程度の申

請が可能であります。 

 今後の見通しにつきましては、問い合わせや

御相談などは数多く受けておりますので、広報

など、周知啓発をさらに行うことによって、ブ

ロック塀等の安全対策につなげていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 私の質問の大項目の１

番目の最後の質問になります。 

 環境課所管の住宅用太陽光発電システム設置

費補助金について。 

 この事業は、本年度から３年間の見込みで、

各年度１２０万円、合計３６０万円が見込まれ

ている事業ですが、現在までの進捗状況と、今

後の見通しについてお尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 まず、進捗状況についてですが、平成２４年

６月に補助金交付要綱を制定し、広報すくも及

び宿毛市ホームページで周知、募集したところ、

予定しておりました１０件を上回る１９件の申

し込みがありましたので、抽せんにより、１０

件の方を対象とさせていただきました。 

 このうち、９件については、既に設置が完了

し、太陽光による発電が開始されております。

そして、補助金を交付しておるところでござい

ます。 

 次に、今後の見通しですが、今年度中は補正

予算による補助金交付は考えておりませんが、

太陽光発電に関しては、市民の皆さんの関心も

高く、宿毛市として、太陽光を初めとする再生

可能エネルギーを推進していきたいと考えてお

るところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 今までの質問を通じて、

いろいろ市民からの反響の大きい事業が報告さ

れておりますが、また、継続とか、あるいは拡

大を含めて、来年度また有効な手だてができる

よう、どうか御検討をお願いいたします。 

 続きまして、私の質問の大項目の２点目、特

別養護老人ホーム千寿園に関して、お尋ねいた

します。 

 千寿園に関しては、予算決算常任委員会でも

議論され、収入増を図るために、空床率の改善、

空床期間の短縮などの提案がなされてきました。 

 しかしながら、どうもみんなの意識の底に、

ある委員会の報告がひっかかり続けて、根本的

な次元にまでおりる形で、運営自体をどうする

のか、先の展望を切り開いていく、そんな図式
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がなかなか見えてこない。一種、隔靴掻痒とも

いった感じがつきまとってなりません。 

 平成２２年７月５日を第１回として、２３年

３月１日まで、都合８回にわたって開催された

千寿園運営検討委員会による報告書について、

前市長のころの報告ではありますが、沖本市長

は、就任後、これをごらんになられたかどうか、

お尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長になって、この報

告書を受け取り、その後、報告書をきちんと読

んでおります。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 実は、この委員会報告、

大きな反響と言いますか、指定管理制度の導入

も視野に入れた検討ということで、特に介護の

現場にある職員の方々には、人ごとではない、

大きなショックを与えるものとなっているよう

なんです。 

 つまり、現在の市の職員としての位置づけは、

もしも指定管理ということになれば、どうなっ

ていくのか。自分たちの将来に、大きな変化を

もたらすことになりはしないか。いわば、戦々

恐々とも言うべき状況ではあるまいかと、私も

推測するわけです。 

 そこで、この報告書に盛り込まれている内容

を参照しながら、千寿園の運営に関する数ある

問題点の中から、経費、医療、組織経営の３点

について、それもうわべをなぞるだけの質問に

なるのかもしれませんが、市長の見解をお尋ね

したいと思います。 

 この報告書によれば、経費の面では、もはや

基金も底をつき、起債の償還に加えて、人件費

も毎年増加する中で、千寿園のサービス事業収

入では、単独運営ができなくなっているので、

毎年、１億円を超える一般会計からの繰り入れ

が必要であるということになっています。 

 現に、２２年度の決算では、９，５６５万円、

２３年度では、起債償還分１億１，２０９万円

に少し欠ける１億２８４万円が、一般会計から

繰り入れられているわけですが、２４年度の予

算によると、この繰入金が６，６００万円、大

きく減少する想定となっています。 

 予算と決算の間には、多少の隔たりがあるの

は当然とはいえ、今年度は昨年度より４，００

０万円ほど収入が伸びて、繰入金が少なくて済

みそうだと想定したその原因は、一体何なんで

しょうか、お尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 報告書を読みますと、千寿園から提起された

運営経費に関する課題、医療体制に関する課題

の二つを柱として、指定管理者制度の導入も視

野に入れた検討を、計８回開催し、この二つの

柱に沿って、課題点が整理されております。 

 報告書のまとめとして、「最終的には統一し

た意見とはならなかったが、市内における老人

介護施設の現状を見ると、公的施設以上のノウ

ハウや、介護技術を持って取り組んでいる事業

所も多い。 

 公的施設は安心という、従来の市民意識が今

も存在することも事実であるが、医療機関を持

たない単独施設であることや、現状の看護師体

制では、到底、こうした市民ニーズに応えられ

ない状況と言わざるを得ないことから、公的施

設での経営には、無理があるとの意見が大勢を

占めた」となっております。 

 千寿園は、これまで、公設公営で営業を行っ

て、平成１２年４月から、介護保険制度が始ま

り、運営費も措置費から介護給付費へと大きく

変更してきました。 

 また、同時に、介護老人福祉施設に、経営と

いう視点が組み込まれてきています。 
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 平成２２年度の千寿園運営検討委員会報告書

や、先立っての予算決算常任委員会の審査報告

書の指摘事項を踏まえて、今後の千寿園運営の

あり方について、検討、見直しを進めてまいり

たいと思います。 

 また、平成２４年度に入所待機者の解消を行

うために、施設入所定員を８０名から８４名に、

短期入所定員を１０名から６名に変更する計画

としたことから、施設介護サービス費収入、及

び自己負担金収入４名分の増額を見込んだこと

によるものでございます。 

 なお、１２月３日の議員協議会で報告しまし

たが、先ほど述べましたように、入所待機者の

解消を目的に、県に対し、施設入所及び短期入

所の定員変更を行うため、老人ホーム事業変更

届を、平成２４年９月２８日付で提出していま

した。 

 平成２４年１０月３０日付で、老人ホーム事

業変更届は受理されたものの、同一ユニット内

に老人福祉施設と、短期入所生活介護施設の居

室があることについて、特別養護老人ホーム及

び指定居宅サービス等の人員、設備に関する基

準に違反していますので、早急に改善してくだ

さいとの通知がありました。 

 この通知を受け、基準違反をしてまで、千寿

園経営はできないと判断し、平成２４年１０月

３１日付で、老人ホーム事業変更届の取り下げ

を行っています。 

 今後の千寿園運営につきましては、厚生労働

省令・介護保険法に基づく人員、設備に関する

基準、介護報酬の加算等を精査する中で、収益

向上に向けた取り組みを進めてまいりたいと考

えています。 

 また、特別養護老人ホームの設置や基準を、

地域事情や現況に沿った改善をするよう、今後、

市長会等を通じて、県や国に積極的に要望して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 市長、先ほどの４，０

００万ほど、ことしは少なくなるというのは、

８０床を８４床にかえるという、そういうこと

を見込んで、収入がふえると、そういう読みだ

ったということだろうと思うんですけれども。 

 この計画、今年度のもくろみは、どうやら県

のあれによって、空振りに終わってしまいそう

だ、そんな感じがするというわけですけれども。

何とかしようと、経営を何とか、ちょっとでも

収入を多くふやそうとする、その努力に対して

は評価できると思うんですが、計画がずさんで

あったという指摘はさせていただきます。 

 空床率の高い短期入所者の１０床から４床で

すね、今言うた。施設入所者用に振りかえるだ

けで、大きな増収が見込めるとすると、予算決

算常任委員会でも、再三指摘しているように、

空床率の改善を図ることによる増収も、かなり

な額となる。つまり、転換ではなくて、空床率

の減少ですね。 

 それを図ることによって、かなりな額となる

ことが想定されるわけですが、２２年度９１．

３％、２３年度は８９．１％であった施設入所

者の財源率は、今年度、どの程度見込まれてい

るものか。これによって、どの程度の増収、あ

るいは減収になるものなのか、お尋ねいたしま

す。 

 もちろん、まだ年度途中ですので、概算で結

構ですので、お答え願います。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 平成２４年度の施設入所者は、１１月末現在

までの実績で、月平均の入所者が７１．８７人

で、施設介護サービス費収入と、自己負担金収

入を合わせて、約２億２，４６０万円の実績と

なっています。 
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 これらの数値をもとにして、平成２４年度を

推計しますと、年間の施設入所者の在園率は、

８９．８３％、７１．８７人となり、また施設

介護サービス費収入等は、約３億８，５００万

円を見込んでいます。 

 平成２４年度の入院者は、月平均６．０８人、

平成２３年度が４．０４人となっています。 

 月平均で２人ほど、２４年度がふえています

が、２３年度在園率の８９．１％と比較します

と、在園率はほぼ同率となります。 

 平成２４年度は、入院者の増加はあるものの、

在園率が昨年度とほぼ同率となるのは、長期空

床期間の改善ができ、在園者がふえているもの

と考えています。 

 また、施設介護サービス費収入等は、５，８

１０万の収入増を見込んでおります。 

 収入増になっている要因としましては、施設

入所者の要介護度の高い方の入所が多くなった

ことがあげられます。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 今年度は５，８１０万

円ほどの増収になるという、今、お答えをいた

だきましたが、どうもこの、千寿園ほどの組織

になると、収支に関して、基本的には報告書に

盛り込まれたような、悲観的とも思われる見方

が底流にあるとはいえ、ちょっとした数値や、

金額の違いが、総体としては、かなりな違いに

なってくる。 

 その面からすれば、千寿園の収入増加を考え

るなら、まだまだその他の分野でも、改善の余

地があるのではないかと思われてなりません。 

 先ほどの答弁で、市長も触れられたことです

が、例えば、介護加算ですね。ここにある民間

の特別養護老人ホームの利用料金について、公

表されている資料があります。入所料金の内訳

として、個別機能訓練加算、夜勤職員配置加算

（Ⅰ）、看護体制加算（Ⅰ）、看護体制加算

（Ⅱ）、日常生活継続支援加算の６項目があり

ます。これは、入所料金にかかる加算ですね。 

 千寿園でも、平成２３年４月１日から、夜勤

職員配置加算を算定することができたと報告さ

れていますが、この施設では、これらの加算以

外にも、いずれかの加算条件に該当する場合の

加算、つまり一律ではない、個別的な加算とし

て、一々読み上げるのは省略しますが、１２の

加算項目が設定されています。 

 当然、これらの加算は、法にのっとってなさ

れているものであり、医療法人としてではなし

に、特別養護老人ホームとして、可能な、正当

な加算項目だろうと思われます。 

 千寿園では、先述の夜勤職員配置加算以外に、

どのような加算項目があるのでしょうか。 

 また、先述の民間の加算の中で、施設の構造

などによるどうにも越えられないものや、民間

ではできても、公設ではできないものは別とし

て、条件さえ整えば、やり方次第で導入できる

ものがどの程度あるものなのか、お尋ねいたし

ます。加算についてです。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、ただいまの質問

に対しては、千寿園長のほうからお答えさせま

すので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 千寿園長。 

○千寿園長（杉本裕二郎君） 千寿園長、山戸

議員の一般質問にお答えします。 

 現在、千寿園に入所している方の施設利用料

金は、ユニット型介護福祉施設サービス費、要

介護度別に定められた利用料金に、日常生活継

続支援加算、看護体制加算（Ⅰ）、栄養マネジ

メント加算、夜勤職員配置加算（Ⅱ）の４項目

の個別加算を加えたものを、施設基本料金とし

ています。 

 そのほかに、入所者一人一人の状態により、
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個別加算基準に該当する場合に算定できる加算

として、初期加算、入院外泊時費用加算、みと

り介護加算、若年性認知症入所者受入加算の４

項目の個別加算があります。 

 以上のように、千寿園では、８項目の個別加

算があり、入所者一人一人の状態に応じた加算

を適用し、施設利用料金の算定を行っています。 

 千寿園の現状において、介護報酬上、算定で

きる加算については、可能な限り、算定を行っ

ております。 

 次に、条件が整えば、どのような加算が導入

できるかとの質問でありますが、口腔機能維持

管理加算、経口維持加算、療養食加算、在宅復

帰支援機能加算、在宅入所相互加算、退所前後

訪問相談加算等につきましては、多くの加算基

準算定が医師の指示に基づき、医師、歯科医師、

歯科衛生士の技術的助言や指導、居宅介護支援

事業所との連携を図る中で、居宅サービス計画

等の利用に関する調整など、介護支援専門員、

看護師、管理栄養士、介護職員が連携をもって

取り組まなければならない加算があります。 

 現在の職員体制や、医師等の確保が困難な状

況、居宅介護支援事業所を持たない千寿園にお

いては、これらの個別加算を算定することは、

困難であると考えております。 

 以上です。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 民間の施設が職員体制

に工夫を加え、いろいろな加算を付加して、目

いっぱい収入を膨らまそうとしているのだとと

るか、もちろん、それだって、合法的なもので

あれば問題はないし、当然の営業努力になるん

ですが、それだけきめ細かいサービスを提供す

る努力をはらっているのだととるか、加算が少

ない分、仕事も少なく、職員として、必要な資

格を取るための経費も労力もかからず、安くあ

がるととるか、まだまだやればできるのに、正

当なサービスを省略しているととるか、いろい

ろ考え方があると思います。 

 報告書の中で、施設の介護サービス収入がふ

えると、それが直ちに介護保険料となってはね

返ってきて、市民負担がふえることになると。

まあなんと、後ろ向きの意見かと、あきれるよ

うな意見を述べられた方もおられるようですが、

この意見のように、サービスを拡大すれば、入

居者の負担がふえると同時に、介護保険会計か

らの支出分の拡大に連なり、介護保険料として

の市民の負担がふえるととるか、公的機関であ

る千寿園が、介護保険会計の支出分を少しでも

多く回収して、一般会計からの繰り入れという

形での税金の投入を抑えることで、結果的には、

市民の負担を軽減させることになるのだととる

か、物事は考えようじゃありませんか。 

 現状の体制で無理なら、どうすればいいのか。

市長の答弁の細部にまで入り込んで再質問をす

る気は、今回はございませんが、平成３６年ま

で、年額１億１，２００万円前後の起債償還と

いう大きな負担があるために、一般会計からの

繰り入れを余儀なくされるとはしても、どうも

千寿園の経営、収支に関しては、大きく改善、

見直しの余地があるように思われてなりません。

その点、どのようにお考えでしょうか、お尋ね

いたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 これまでの予算決算常任委員会で、ショート

ステイ利用率の向上、入所者の交代に要する時

間短縮による空室率の提言など、収益向上の取

り組みを進めるようにとの指摘事項を受け、千

寿園内で長期空床の改善や、入所調整会議での

入所順位決定基準の見直しを行い、平成２４年

４月１日から入所事務担当者１名を事務所に配

置して、入所事前調査等の入所事務をスムーズ

に実施できるよう、取り組んでおります。 
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 また、入所事務担当者の配置により、長期空

床期間の改善ができ、一定の収入増につながっ

てきているというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 今の市長の答弁の中に

ありましたけれども、入所事務担当１名を事務

所に配置した。そのことにより、一定の収入増

があったとのことですが、そのほかにも、まだ

まだ、それと似たようなことがあるかもしれな

いと。改めて改善、見直しの余地があると実感

しました。 

 次に、医療に関する課題ですが、やはり医師

不足による地域医療の衰弱が、この点に関して

は、以前、平成２３年６月議会の一般質問で、

私も取り上げた経緯があることなんですが、一

つの大きなマイナス要因となっている。地域医

療の衰退が、一つの大きなマイナス要因となっ

ている。 

 最近の高知新聞では、自治医大の方々の記事

を拝見しました。 

 高知大学の医学部でも、地域医療の問題は大

きな課題として捉えているような趣旨の記事だ

ったと記憶しているのですが、この問題は、今

後どうなっていくのか。いずれにしても、大局

的なことなので、千寿園の現実的、日常的な業

務の上で嘆いてみたって始まらない。 

 要は、将来的な地域医療の動向をにらみなが

らも、現実を見据えて、何が可能なのかを考え

ていく以外にはないように思われます。 

 現在、大井田病院の大井田二郎先生と、診療

委託契約を結んで、週１回の往診をお願いして

いるほか、月１回、聖ヶ丘病院への外来受診を

行っているとのことですが、どうなんでしょう。

これらの委託や外来受診が、先方から断られる

ような、つまり報告書の意見の中にあったよう

な、委託先がなくなれば、即、施設運営ができ

なくなるという心配が、現実的に迫っている。

あるいは、その可能性が高いとお考えなのでし

ょうか、その点について市長の見解をお尋ねい

たします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 委託先の協力病院等がなくなれば、即、施設

運営ができなくなるという心配が、現実に迫っ

ているか等の質問でございますけれども、現在、

協力病院や嘱託医との契約ができないとの報告

は受けておりません。 

 議員も承知のように、千寿園の協力病院は、

平成１２年度から医療法人長生会 大井田病院

と契約を締結し、現在に至っております。 

 また、嘱託医も同様に、平成１２年度から大

井田二郎医師と契約を行ってきております。 

 市内の医療機関で保有するベッド数や、介護

療養型病床がある医療機関から判断しても、今

後も引き続き、医療法人長生会 大井田病院と、

大井田二郎医師と継続した契約ができるよう、

努力してまいりたいと、このように考えており

ます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 次に、同じく医療に関

する課題として、さまざまな病気を抱えた入所

者の対応に、看護師が忙殺されたり、急を迫ら

れる判断を下さなくてはならない場合や、看護

の範囲ぎりぎりの、あるいは医療行為に近い対

応が求められる場合などからくる問題ですが、

どうも看護師の方々が、あるいは介護の方々も

含めて、入所者に対する一種の無限責任を一身

に引き受けて、パニックに陥っているのではあ

るまいかと、そのように思われてなりません。 

 例えば、市の職員である看護師さんに関して

いうなら、それまで市民とこのような形で触れ

ることはなかったにもかかわらず、異動の辞令

一つによって、まるでペーパードライバーがい



 

－ 81 － 

きなりサーキットへほうり込まれたようなもの

で、自分にはそれだけのテクニックも経験もな

いのに、レースには参加しなくてはならない。

事故でも起こしたらどうしようと、それはパニ

ックにもなります。 

 背負うには重過ぎる、心理的には背負わなく

てもいいものまで背負ってしまう。やはり日本

人というのは、真面目であって、責任を必要以

上に自分自身に追求する傾向があって、最近で

はそうでない人が多くなっているとはいえ、職

業的な、自分自身の守備範囲以上に責任感を感

じてしまう、ここはこういう特別養護老人ホー

ムなのであって、その中で最善を尽くすことは

できても、限界はあるのだと、いうなれば一種

の開き直りというと語弊があるのでしょうが、

その限界点をきっちりとわきまえることが必要

なのだと思うのですが、いかがでしょうか。 

 その限界点の判定を、看護師という職員個人

の判断に委ねるのではなしに、施設として、組

織として明確に設定し、それ以上の分について

は、それ専門のプロに任せると。そのルートを

はっきりと設定し、円滑に進めていく。進めて

いけるようにする、それが組織の運営や経営を

行う者の責任なのではありませんか。 

 市長は、この問題について、いかにお考えで

しょうか。やはり病院併設医師常駐という、絵

にかいたもちのような話を、千寿園にも適用す

るしかないのでしょうか。市長の見解をお尋ね

いたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 千寿園は、医療機関を持たない、単独の介護

老人福祉施設であります。現在、千寿園に入所

している方を、要介護度別に見ると、要介護度

３以上の方が、全体の９０％を占め、入所者の

平均年齢も８６歳となっております。 

 ほとんどの入所者が、何らかの基礎疾患を持

っており、最近、特に吸痰、バルーン留置、膀

胱瘻、経管栄養、褥瘡などの医療的ケアの必要

な入所者が増加しており、そのほかにも、加齢

に伴うそしゃく、嚥下機能の低下、誤嚥性肺炎

等の発症リスクの増加傾向にあると聞いており

ます。 

 このような入所者の状況の中にあって、看護

師や看護職員の負担は大きいものがあろうと思

います。 

 また、一方で、在宅酸素やインシュリン自己

注射の必要な方は、医療行為を必要とすること

から、千寿園では受け入れが困難であるとも聞

いております。 

 現在の千寿園では、介護と医療は切り離せな

い重要な問題であると認識しています。 

 医療行為を必要とする入所者がいるから、看

護師を増員し、夜間勤務もできる体制をとった

としても、施設でできる医療行為には限界があ

り、今後においても、医療機関や医師との連携

が不可欠であります。 

 議員の御指摘にあるように、今後の千寿園経

営を継続するに当たっては、大きな仕組みづく

りが必要であろうと考えます。 

 例えば、入所者が急変しても、対応できる医

療機関との２４時間オンコール体制や、嘱託医

師の複数化、協力病院との入所者の医療情報の

共有化などがあげられます。 

 今後も引き続き、協力病院や嘱託医師との連

携を図り、一つ一つの課題を整理しながら、入

所者の方が安心して千寿園に入所し、生活を送

れる環境を構築する必要があると考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 次に、組織の経営責任

について、お尋ねいたします。 

 平成１２年に、それまでの措置制度から契約



 

－ 82 － 

制度へと変わった。そのことが、千寿園にどの

ような変貌を迫られ、変革を求められることに

なったか。 

 報告書の中での意見として、今の千寿園運営

を見る限り、職員意識は旧態依然とした措置制

度のままである、として、今の施設運営には、

経営が求められていると記載されていますが、

この経営という言葉、私がインターネットの辞

書で見た限りでは、方針を定め、組織を整えて、

目的を達成するよう、持続的にことを行うこと。

特に、会社事業を営むこととなっていました。 

 この文字どおりだとすると、これは何も会社

に限ったことではない。公的な事業の運営にだ

って、共通しておることではありませんか。 

 公的組織も、業務を遂行する上では、公的な

責任として、当然、果たしていくべきことでし

ょう。職員意識が旧態依然としたままであると

するならば、方針を定めて組織を整えることが

必要だろうと思いますし、それは、公的な事業

といえども、運営者あるいは経営者の責務であ

るとも思うんですが、この報告書からは、そう

いう指摘の対象となる経営責任、ないしは、経

営責任者の姿も、そのための方策や対策らしき

ものも、一切見えてきません。 

 意識が旧態依然たるのは、私に言わせれば、

このような言い飛ばしとしか思えないような報

告書を出して、能事足れりとする運営検討委員

会そのものでもあるわけです。 

 千寿園という公的機関の経営責任、組織経営

の責任を負うべきものは誰なんでしょう。どう

も園長には、それを行えるだけの権限も何もな

いように見えるのですが、千寿園という組織の

最高意思、決定機関は何なのか。運営検討委員

会なるものがこの程度だとすれば、一体、誰が

その責務を担うのか、お教え願います。 

 そうして、この問題点を余すところないまで

に摘出しながらも、市の諸行事の執行にあずか

る当事者としての意識、責任感の欠如ばかりが

目につく運営検討委員会報告書に盛られた数多

くの課題に、根本から切り込むためのイニシア

チブを誰がとるのか。これはやはり、市長だろ

うと思うのですが、いかがでしょうか。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 千寿園の経営責任者であり最高責任者は、施

設開設者である市長にあります。また、施設運

営の管理監督責任は、千寿園長にあります。 

 千寿園運営検討委員会報告書には、運営経費

に関する課題、医療体制に関する課題の二つの

課題に絞られた内容で、報告書が作成されてお

りますので、現在の千寿園運営、経営の状況や、

医療に関するさまざまな問題や課題とあわせて

整理し、今後の千寿園運営のありようについて、

方向性を出していかなければならないと考えて

おります。 

 また、千寿園運営検討委員会報告書にある指

定管理制度の導入については、進んでいません。 

 今後においては、運営検討委員会報告の内容

も踏まえ、議員からの御指摘も参考としながら、

市長として、イニシアチブをとって、今後の千

寿園運営経営に生かしてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 運営検討委員会の意見

の大勢として、千寿園は民間の業者に任せて、

指定管理制度を導入するほうがいいのではない

か。考えようによっては、この上層部を含めて、

職員一同の意識改革を図ったり、経営の立て直

しを図ったりするよりも、いっそのこと、経営

責任を他者に任せたほうがいいと、そんな方向

に動いていくかのようにも思われるのですが、

これが果たして、そう簡単にいくのかどうかと

いう問題です。 
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 千寿園を、あの職員体制丸々引き受けられる

なら、喜んで手を挙げてくれる。民間の組織が、

手ぐすね引いて待っている。さすが公営の組織

だと。さまざまな制約のある中で、職員のモチ

ベーションも高く、技術的な面でも、運営ない

しは経営システムの面でも、民間の比ではない。

あれなら、すぐにでも欲しいと。 

 あるいは、多少、問題はあるにしても、自分

たち民間が少し手を入れれば、大丈夫。お任せ

くださいと。そうなってくれるなら、喜ばしい

ことですが、どうもそうはならないのではある

まいかと、いささか心配になります。 

 県内でも、ある事務組合が経営していた特別

養護老人ホームを、民間に売り渡したその後で、

職員の処遇を巡って、争議、訴訟に広がってい

る、そういう例が現在、存在しているとも聞い

ています。 

 やり方によっては、そういうことにもなるで

しょう。 

 そこで市長、いかがなものでしょう。さまざ

まな限界があるとはいえ、千寿園の立て直しの

ために、欠如しているとされる経営の観念を持

ち込み、前向きに公設公営を、そのメリットを

生かしながら堅持する。 

 あるいは、必要とあれば、公企業的な経営へ

の転換等を含めて、今ある組織、システム、経

営形態等の抜本的な見直しを行い、より経営に

適したシステム、組織の構築を行う。そのため

に、運営検討委員会のような、内部機関ではな

しに、第三者機関として、実績のある、しかる

べき経営コンサルタント等にお願いして、経営

診断と立て直しの可能性を探ってみる、そうい

う方向もあるのではないですか。 

 ひょっとしたら、現状では指定管理を模索す

るよりも、実効性と実現性のある方法が、提案

されないとも限りませんよ。どんなもんでしょ

う、お尋ねいたします。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 議員からの提言については、十分理解できま

すし、今後の千寿園の経営改善は、不可欠であ

ると考えております。 

 今後の千寿園の運営、経営については、厳し

い財政状況の中にあって、入所者や入所者家族、

そして入所待機者の方のニーズに合わせた運営

や経営を行わなければなりません。 

 今回の議員からの提言を踏まえて、今後、十

分検討してまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

○副議長（野々下昌文君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） どうも市長、私の質問

の仕方が悪かったのか、何かかみ合わんままに

終わってしもたなと。何か同じことばっかり言

われよるような感じで、どうもしっくりこない

んですけれども。 

 まあ、これ以上、深くは追求いたしません。 

 私の今回の質問の本意は、細部については、

あれこれお聞きすることではないからです。一

度、本気で考えてみましょうよ。公設公営では、

本当に無理なのか。指定管理が本当に可能な道

なのか、どうすることが、一番よい道筋なのか。 

 千寿園の今後を決める責任ある検討を加えよ

うではありませんか。 

 引く手あまた、あの組織なら喜んで引き取り

たいと言われるような経営システムを樹立する

ことができるなら、初期投資に要した借金の返

済期間、千寿園では起債の償還期間が平成３６

年までとなっていますが、その期間をしのぎ切

れば、一般会計からの繰入金に頼らない、独立

採算での運営だって可能なのかもしれませんよ。 

 職員が、毎日の業務を、誇りを持って遂行で

きる、そして利用者にも安心していただけ、そ

れだけの収益を上げることが可能な、確固たる、

特別養護老人ホームという組織につくり上げる。
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それが経営責任というものでしょう。 

 そのために、多少の痛みは共有し合うことに

なったとしても、前向きの工夫、努力をしてみ

るべきだろうと思います。 

 公的責任、経営責任とは何であるのか、これ

まで問題を放置して、先送りにしてきたとしか

思えない、古い体制システムから脱皮して、沖

本市長、あなたのもとで真剣に千寿園の見直し

を図っていただけるものと理解して、私の一般

質問を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

○副議長（野々下昌文君） この際、１０分間

休憩をいたします。 

午前１１時１３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２５分 再開 

○副議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ２番山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） ２番、山上でございま

す。山戸議員の露払いが後になった感がありま

すけれども、質問通告書に従いまして、防災の

まちづくりの観点からの一般質問をさせていた

だきます。 

 大きな項目といたしましては、老朽空き家対

策、狭隘道路の拡幅、大島橋についての、以上

３点でございます。 

 まず、１点目でございますが、老朽家屋など

の対策につきまして、お伺いします。 

 この件につきましては、ことし６月の第２回

の議会におきましても質問させていただいてお

りますけれども、今回は、現在、整備が進めら

れております津波対策としましての避難道に関

しましてということになりますけれども、その

避難道に隣接するところ、あるいは入り口付近

で、地震による倒壊が危惧される空き家などの

存在の有無につきまして、市長は現状への認識

をどのようにされているのか、まずこのことに

つきまして、お聞かせください。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ２番、山上議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 避難道設置個所にも、そういった家屋がある

ことは認識をいたしております。また、これが

避難道だけでなく、市内全地域が対象になりま

すと、把握はできておりませんが、通行等に支

障を来すおそれのある老朽家屋は数多くあるも

のと推測されます。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ２番山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） 少なくとも避難道に関

しましては、御認識いただいているということ

でございますけれども、せっかくつくります避

難道でございますので、周辺の家屋などが倒壊

して、その機能が果たせないというようなこと

になりましたら、つくる意味がございませんの

で、何らかの手だてを講じなければならないと

いうふうに思います。 

 そこで、６月の議会で質問させていただきま

した空き家対策を、再度お聞きすることになり

ますけれども、老朽空き家等で、震災等に倒壊

して避難道を塞ぐおそれのあるような家屋など

に対しましては、倒壊防止や、速やかな撤去な

どの適切な管理が求められます。 

 倒壊のおそれのあるブロック塀につきまして

は、先ほど、山戸議員の質問にもありましたと

おり、撤去のために必要な費用に対する助成制

度まであるんですけれども、倒壊のおそれのあ

るような空き家等につきましては、何ら有効な

制度がないのが実情でございます。 

 その意味で、ぜひとも空き家などの適正な管

理に対する条例などを制定していただければと

思いますが、市長のお考えをお聞かせください。 

 また、このことに加えまして、現在、御認識
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いただいております箇所につきましては、緊急

を要するところもあるように思いますので、そ

れらの物件に対して、何らかの方法などありま

したら、お示しいただきたいと思います。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 議員が言われますように、建物の所有者など

が、適正な管理を行わず、廃屋化し、避難道等

の通行に支障を及ぼすおそれがある場合には、

所有者の財産権の問題もあり、行政による撤去

等の処分が難しく、関係者から理解が得られる

かなど、協議、検討すべき課題もありますが、

問題点等を整理しながら、条例の制定に向け、

取り組んでおります。 

 また、緊急を要する方法はないかとのことで

ございましたけれども、緊急を要する建物であ

れば、所在地の地区長等を中心に、関係者が相

談協議して、地域ぐるみで助け合い、解体撤去、

処分するのであれば、行政としても、今でも協

力できると思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ２番山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） 条例に関しましては、

制定に向けてということでございますので、６

月の市長の答弁からは、予想外に前進した答弁

をいただいたと思います。ありがとうございま

す。 

 それにしましても、昨日の答弁にもありまし

たように、来年度には２０カ所も避難道を整備

していくということですので、整備に当たりま

しては、周辺環境を十分考慮して、ルートの設

定、あるいはガードのトンネルなどを設けるな

どを含めて、進路がふさがれることのないよう

な配慮が必要ではないかと思います。 

 また、地区等への支援につきましても、積極

的にやっていただきたいというふうに思います。 

 それでは、次の２項目めでございますが、防

災は地震や津波だけではありません。火災など

に対しましても、消防活動も当然、考えなけれ

ばなりません。 

 そのために、狭隘道路、狭い道路のことです

けれども、その拡幅につながります一つの方法

としまして、建築基準法における第２４条第２

項に規定されております、いわゆる２項道路の

扱いについて、お聞きしたいと思います。 

 御存じのとおり、都市計画区域内におきまし

ては、建築をする場合には、敷地が４メートル

以上の道路に２メートル以上接していなければ

なりません。４メートル未満の道路では、中心

から２メートル後退したところは境界線とみな

されまして、後退した部分には、建築はできま

せんし、もちろん塀などをつくることもできま

せん。 

 都市計画区域内の幅員４メートル未満の道路

である２項道路では、中心から２メートル後退

することを条件に、建築確認申請が確認される

ことになっております。 

 このような法的な決まりがあるんですけれど

も、宿毛市の場合、４メートル未満の道路で、

建築物は新しくなっているところでも、道路の

後退がされていないようなところも少なくない

ようでございまして、建築基準法に抵触してい

るのではないかとも思われます。 

 宿毛市において、このような建築基準法にお

ける道路に対する権限が曖昧になっているよう

に思いますが、正確には、宿毛市にあるのか、

また高知県にあるのか、お聞かせください。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、お答えいたしま

す。 

 まず、建築基準法第４２条第２項は、既に建

築物が並んでいる幅員４メートル未満の道路に

ついて、一定の基準を満たせば、建築基準法の

道路として認めるというものでありますが、こ
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の取り扱いは、特定行政庁である高知県が行っ

ております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ２番山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） やはり、建築行政が県

になっておりますことから、図面の審査等だけ

で、現地の２項道路の後退まで目が届かないの

ではないかというふうに思います。 

 そこで、宿毛市も建築主事をおいて、建築行

政における特定行政庁になって、建築基準法の

２項道路の指導などを行ってはどうかというこ

とでございます。 

 建築行政における特定行政庁になりますと、

現在、宿毛地区におきましては、中村の幡多土

木事務所で確認申請の審査等を行っております

けれども、宿毛市でできるようになりますと、

軽微な訂正などで、わざわざ中村まで行かなく

ても済むことになりますので、建築行政のサー

ビスの向上にもつながりますし、２項道路につ

きましても、目が届くようになると思いますの

で、メリットがあると思います。 

 狭い道路の拡幅は、先ほど申しましたけれど

も、防災の面で震災だけではなく、消防活動な

どにもメリットがありますし、まちの防災機能

を高めることにもつながると思います。 

 建築基準法を見ていただくと、第４条第２項、

先ほど、市長のほうからありましたけれども、

２項には、市町村はその長の指揮監督下に、第

６条第１項の規定による確認に関する事務をつ

かさどらせるために、建築主事をおくことがで

きるとあります。 

 そのほかにも、関連条文といたしまして、第

９７条の２第１項などがありますので、ふだん、

余り目を通すことがないとは思いますけれども、

一度目を通していただければというふうに思い

ます。 

 これらの条文には、市長の判断で建築主事が

おくことができるとなっております。もちろん、

高知県知事と協議して、同意しなければならな

いということになっておりますが、ここでお伺

いしたいのは、宿毛市に建築主事をおいていた

だけないでしょうかということでございますけ

れども、市長のお考えをお聞かせください。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 権限移譲を受けて、特定行政庁となるつもり

はないかとのことでありますけれども、宿毛市

の建築関係技術者の人数や、作業量を勘案する

と、現時点では困難であると考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○副議長（野々下昌文君） ２番山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） ありがとうございまし

た。 

 建築行政における特定行政庁になるには、行

政の内部的な課題もあるとは思いますけれども、

今後のまちづくりを進めるに当たりましては、

建築行政を自前で行うということが、非常に大

切であると思います。 

 そのためにも、昨日も人材の質問がありまし

たけれども、近い将来には、職員、スタッフを

充実していただいて、建築主事が設置できるよ

うな環境を整えていただくことも含めまして、

御検討をいただきたいというふうに思います。 

 それでは、最後の項目になりますが、大島橋

についてでございます。 

 この件につきましては、これまでも何度か質

問させていただいておりますが、昨今では、社

会資本の老朽化は、国家的な課題にもなってき

ております。 

 先日、中央自動車道の笹子トンネルの天井崩

落事故が各メディアで報道されておりました。 

 その報道によりますと、できてから３６年が

経過しているようですが、いみじくもと言いま

すか、たまたまと言いますか、大島橋もできて
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から３６年ということでございます。 

 先月の中旬に行いました議会報告会におきま

しても、大島橋に関して、報告をしております。

内容的には、築造後３６年となっており、平成

２０年の市道の橋梁等の調査の結果、橋脚の鋼

管に腐食が確認されており、何らかの修復が必

要であるとの報告をしております。 

 このような状況にあります大島橋ですが、水

道管の本管などのライフラインが強化されてお

りまして、落橋すれば、島では生活できなくな

ることは、誰の目にも明らかだと思います。 

 このことに対しまして、市長はどのように認

識されて、どのようにされるのかお聞かせくだ

さい。 

○副議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 平成２４年第１回定例会において、浦尻議員

の一般質問にお答えした経緯がございます。 

 その時点では、市道の全橋梁の点検が完了し

た後、２年かけて改修計画策定を行うと答弁を

しておりました。 

 しかしながら、防災対策上からも、作業が急

がれること、国土交通省の社会資本整備重点計

画にも、長寿命化修繕計画が１５メートル以上

の橋梁について、平成２４年度中に１００％と

なるような目標値も示されていることから、宿

毛市に６６橋ある１５メートル以上の橋梁につ

いて、前倒しした作業として、修繕計画業務を

進めており、その中で、大島橋につきましては、

来年度から改修に向けた取り組みを実施してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（野々下昌文君） ２番山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） 来年度からの事業実施

ということですけれども、よろしくお願いをい

たします。 

 先月初めに、東北大震災の復興状況の視察に

行ってまいりました。きのうも別件で質問があ

りましたけれども、東松島市では、３．１１の

東北大地震では、市の管轄する橋梁などは、被

害はほとんどなかったと言っておりました。 

 それはなぜかということになるわけですけれ

ども、話に聞きますと、平成１５年の宮城県北

部地震で、市道の橋梁などに被害が続出した関

係もあって、その後、橋梁等には耐震補強など

を行ってきたからだということでありました。 

 まさしく、備えあれば憂いなしというところ

を実践していたと言えると思います。 

 大島橋も、たとえが適当ではないのかもしれ

ませんけれども、この前起きました中央自動車

道のトンネルのようにならないためにも、早急

な対応が求められることは、改めて申すまでも

ないと思います。 

 大島地区の人、みんなまでとは申しませんけ

れども、多くの方々が、会うたびに、橋は大丈

夫かというようなのが、挨拶の枕言葉になって

いる、そういう状況でもございます。 

 それだけ地区の方々が、橋に対する危機感を

持っている、不安感を持っているというような

状況でございます。 

 特に、大島中央線の工事に当たりまして、大

きなダンプカーが通りますけれども、橋が揺れ

るといって心配して見ていたお年寄りなどもお

りました。 

 市長初め、職員の皆様には、弱い地震であっ

たとしても、事故があってからでは遅いという

ことと、先ほど申しました備えあれば憂いなし

ということを肝に銘じていただきまして、大島

橋はもとより、危険な箇所、あるいは物につき

ましては、できるだけ早く、改修等ができるよ

うにしていただきたいというふうに思いますの

で、よろしくお願いします。 

 以上で、私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 
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○副議長（野々下昌文君）  

この際、午後１時まで休憩いたします。 

午前１１時４５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） まず、初めに立田教

育長、御就任おめでとうございます。本市の教

育行政は、大きな問題を抱えていますが、全力

で問題解決に当たっていただきたく思います。 

 新教育長に対する市民の期待も非常に大きい

ことと、忘れないでください。健康に留意して、

頑張ってください。 

 １３番、一般質問を行います。 

 宿毛小学校の耐震・改築・地域の防災につい

て。 

 「高知県南海地震被害想定アドバイザー会

議」について、国の有識者検討会が示した南海

トラフで起きる最大の地震想定、新想定ではな

く、ほぼ１００年から１５０年間隔で起きる安

政南海地震規模の地震をベースとして、対策を

進めるのが妥当ではないか。 

 最大規模の地震だけを想定して対策をとるの

は、時間や費用などで、非現実的と指摘されて

いる。まさに宿毛小学校建設に関しても、その

例に入るのではないか。 

 県側は、安政地震（１８５４年）、マグニチ

ュード８．４、宝永地震（１７０２年）、マグ

ニチュード８．６などを、発生頻度の高い地震

の規模を考えるベースとして事例としている。 

 極端に高くなる場所は別として、過去に大き

な被害に遭った場所以外は、これまで県が防災

対策の基準としてきた安政規模をもとに、幅を

もたせればよいのではないかと提案している。 

 また、今調査中の高台について、二次災害場

所として、他の施設とあわせて慎重に研究しな

がら進めるべきではないか、市長の見解をお聞

きします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 市長、１３番、濵田議

員の質問にお答えいたします。 

 高知県南海地震被害想定アドバイザー会議は、

高知県が独自に防災対策全てを、最大クラスの

対応で進めるのは、時間や費用面からも、非現

実的であり、いかなる規模の地震が発生しても、

ある程度の幅をもって起こり得る事態を想定す

るための、条件設定等について、アドバイザー

の方々に意見をいただき、決定していくことを

目的として、設置したものです。 

 第１回会議は、９月１５日に開催されており、

その内容は、高知新聞でも発表され、議事内容

についても、ホームページでも確認できます。 

 アドバイザー会議としての最終結論もまだ出

ていない状況でもあり、また、現在、宿毛小学

校の高台移転の可能性についても、現在、調査

中ですので、今後はそれらの結論が出た後、参

考にしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 再質問を行います。 

 今、まだ調査中ということでございます。そ

れは私もわかっておりますけれども、どうして

も県のほうと国のほうも、南海地震、それから

宝永とか、そういうような地震の規模で、一応、

金もかかるから、一応、市のほうもあれしたら

どうだろうかと、私も思うんですけれども、市

長はあくまでも、想定外の規模を想定して計画

する予定か、それをもう一度聞かせていただき

たい。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 再質問にお答えいたし

ます。 
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 私はまず、この人命を守るという、命を守る

ということについては、このような最大地震の

想定を参考にした取り組みが必要だと思ってお

ります。 

 しかしながら、さまざまな施設等の対応等に

つきましては、今後のこのようなアドバイザー

会議の方向であったり、あるいは県の方向であ

ったり、国の動向も見きわめながら、総合的に

今後、判断をしてまいりたいと、このように考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 質問を行います。 

 私がまちで聞く場合、今の想定外の規模で山

に持っていくというのは、年をとった方なんか、

皆反対なんです。やはり、どうしても今のとこ

ろに建ててくれと、それが１，６００人以上、

まちの中に老人がおるわけですけれども、その

人たちの８割までは、もう私は、悪いけれど訓

練があっても山に逃げるというようなことはし

ないと、いうようなあれを出してますが、それ

でも、どうしても山まで。山ではなくて、ここ

までやったら１０分で行けると。山までやった

ら、極端に言ったら、３０分以上かかると。 

 そして、大体、４５分ぐらいの間隔で津波が

来るわけですが、それであれして、例えば夜の

寝巻とか、そういうようなものを整えるとか、

預金通帳とか、そういうようなものがあれして

たら、最低でも３０分ぐらいはかかりますよと。 

 それで、３０分以上かかるような山に向いて

逃げれますかというような話を、よく聞きます。 

 それだから、今度、訓練があっても、どうし

ても元の場所ではなかったら、若い人は逃げて

ください。私たちは、もうここで、そのままか

まいませんからというような悲痛な声も聞きま

す。 

 やはり、行政としたら、若い人だけじゃなく

て、年寄なんかの言うことも耳を傾けんといか

んがじゃないかと、私はそのように思いますが、

市長はこの点、どういうように判断いたします

か。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 再質問のお答えになる

かどうかわかりませんけれども、先ほど言われ

ましたような観点は、十分取り入れながら、今

後対策を取っていかなければならないというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 一応、まだ場所が決

まったわけではありませんので、この質問はこ

れぐらいにしておきまして、次の質問に入らせ

ていただきます。 

 市内の学校設備、津波対策についての現状は、

中央防災会議の政府提案によれば、津波避難は

徒歩５分以内に完了するとなっておりますが、

市長就任以来、宿毛小の場所問題に議論が集中

され過ぎて、市内他の学校については、議論が

なされていない。今後、学校編成の必要予算は

１０年間で７０億という、膨大な予算を見込ま

れていますが、当市にとって、実質公債費比率

１８．５％、これは昨年度ですね、という厳し

い財政状況の中、宿毛小のみに、集中的に投資

をしてよいものか。 

 高台移転になれば、かなりの多くの予算が伴

うことになる。自治体財政健全化法に基づき、

地方債発行に県の許可が必要な許可団体の現状

から見て、高台移転ではなく、その予算をでき

るだけ節約して、市内の学校やほかに、地震、

津波の防災対策、命を守ることに満遍なく予算

措置をとるべきではないかと思いますが、市長

のお答えをお願いします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 さまざまな防災対策をとっていく中で、宿毛
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市にとっても、非常に厳しい財政状況があるわ

けでございますので、このようなところも、十

分勘案をしながら、それぞれの事業については、

進めていかなければならないと、このように考

えておりますけれども、東日本大震災を受け、

国において、東北地方の太平洋沖地震を教訓と

した地震や津波対策に対する専門委員会が設置

されまして、平成２３年９月２８日に調査報告

書が取りまとめられました。 

 その中の津波避難を軽減するための対策の基

本的な考え方が示されておりまして、その内容

を読み上げますと、「津波から迅速かつ確実な

避難を実施するため、徒歩による避難を原則と

して、地域の実情を踏まえつつ、できるだけ短

時間で、津波到達時間が短い地域では、おおむ

ね５分程度で避難が可能となるようなまちづく

りを目指すべきである。ただし、地形的な条件

や、土地利用の実態などの地域の状況により、

このような対応が困難な地域においては、津波

到達時間などを考慮して、津波から避難する方

策を、十分に検討することが必要である」とあ

ります。 

 当市の状況を置換えますと、国が示しました

新想定では、宿毛小学校への３０センチの津波

の到達時間は、３７分となっております。 

 先ほどの質問でも答弁いたしましたとおり、

宿毛小学校の高台の移転についても、調査中の

段階ですので、そのような財政的なものも含め

まして、その調査を完了した後、結論を出して

いきたいと、このように考えております。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 一応、街に到着するのが、今お聞きすると３

７分。しかし、年寄りの方が、一応、中央防災

会議の政府提案によれば、津波は徒歩で５分以

内に逃げる場所に、大体、避難場所を設定せよ

ということになってますけれども。 

 ５分以内ということは、例えば、沖須賀、今、

中央何丁目ですかね、ちょっとわかりませんけ

れども、沖須賀とか仲須賀とか、そこのところ

から歩いてくるのに、最低でも１５分は、私は

かかると思うんです。 

 それも、手ぶらで歩くわけじゃありません。

荷物を持って歩くから。そういうようなことを

考えれば、５分以内という政府の見通しによれ

ば、今の消防のところにやぐらをつくるとか、

いろいろな対策も講じなければならないと。 

 その中でも、一番いいのが、やはり小学校を

元の場所に置けば、まちの大半の人はそこに避

難できると、私はそのように思っておりますが、

市長はどのように思っておるか、答弁お願いし

ます。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 先ほど、宿毛市街の津波の到達が、３０セン

チが３７分となっておると。しかし、中央防災

会議の方向では、５分以内とされているが、学

校を活用するためには、そこにあったらいいじ

ゃないかというふうな質問でございました。 

 市街地に対しては、いろんな角度から、避難

場所の対応を進めておりますけれども、大井田

病院さんなんかも、避難場所として、お願いを

しているということもありますし、もう少し、

今後、このまちの中の実際の避難計画等をきち

んと精査していく中で、全体の中にどういう位

置づけになるのか、このことも市役所等も含め

まして、今後、できるだけ早い機会に検討して

まいりたいと、このように考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 今、市長が申された

ように、なかなか３７分で、宿毛の今の、高台

までは、私はたとえつくったとしても、逃げれ

ないと、そのように確信しております。 
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 それで、一応、今の消防、今度新しいのは和

田のほうになるわけですが、そういうようなと

ころに、高台とか、鉄骨の高台ですね。そうい

うのをつくる計画は、今のところ、市のほうは

してますか。 

 第一、向こうのほうで、高い建物いうたら、

どこがありますかね。アバンとか、アパートな

んか、多少あるだけで、ほとんどお願いしなけ

れば、逃げれないようなところで、公共の建物

はありません。 

 大井田病院なんかは、最初からありますけれ

ども、街の人が大井田へ行くかいうたら、皆さ

んよう行かないと。 

 何でかいうたら、津波が来るほうへ、濵田さ

ん、向かって行けますかというような話で、そ

れはもう、どうしても不可能でございますとい

うような、話をもらってます。 

 そして、大井田病院のはたの人やったら行け

るかもしれませんけれども、街から反対に、川

のほうに向こうて、それはちょっと、普通の人

やったらよう行かないんじゃないの。ましてや、

年寄りの方は絶対に行けないという言葉をいた

だいておりますが。 

 そういうようなことも考えて、公共施設、公

共設備として、その高台を設置するとか、そう

いうことは今のとこ、市長の頭の中には、来年

度の予算に入れるとかいうことは考えています

か。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 濵田議員の再質問にお

答えをいたします。 

 現在、市街地に住まわれておられる皆様に対

しての避難場所ということについて、質問がご

ざいました。 

 そうした中で、以前にも報告を申し上げまし

たけれども、総合福祉センターに外階段をつけ

て、その屋上を、塀もつける中で、柵もつける

中で、避難場所として対応していきたい、この

ような形でも、答弁は差し上げたわけでござい

ます。 

 そういう説明はしておりましたけれども、現

在、そういう皆さん方から、いわゆる高架な、

避難場所をつくってほしいという要望は出てき

ておりません。 

 そういう点で、こちらのほうからも、実際に

避難場所、避難時間との関係で、まちの中をも

う少し細かく、避難計画を立てていく中で、検

討するところはまだまだあるとは思いますけれ

ども、これからの課題ということで、早急に進

めていきたいと思います。 

 現在、危機管理係のほうでも、各地域に入っ

て、このような避難計画をずっと立案、計画を

しているところでございますので、このような

形の中で、市街地についても、まだまだ検討し

ていく余地はたくさんあろうというふうに思っ

ております。 

 そういう状況で、今後、対応をさせていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 質問をいたします。 

 仮に、山につくるとした場合に、今の宿毛の

財政状況で、県の許可は出るんですか。そして、

またそれは財政的に、高台造成が簡単にできる

んですか。それを一つ、聞いておきたいと。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 質問の趣旨は、先ほどからの流れだというふ

うに思っておりますが、そういう山につくる場

合の避難場所、あるいは学校建設等のことも含

めてだと思うんです。 

 特に学校建設のことだと思うんですけれども、

このことについては、まだ、全く調査中であり

ます。ですから、その結果を受けて、さまざま



 

－ 92 － 

な形の対応を行ってまいりたい。仮定での話は、

今の段階ではすべきではないというふうに考え

ておりますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 今のでよくわかりま

した。まだ、私が質問すべきじゃなかったかも

しれませんけれども、一応、質問させていただ

きました。 

 それでは、３番目として、亘理町の教育環境

整備について。 

 １０月１８日でしたか、私たち総務文教常任

委員会が亘理町にお邪魔して、亘理町の教育委

員会からいろいろなアドバイス等をいただきま

した。 

 そして、次のようなことを、私も聞きました。 

 学校は、地域に浮かぶ船。児童生徒のみなら

ず、地域住民の命を、避難場所としての役割を

担っていると。私は、まさしくそのとおりだと

思いました。 

 なぜかと言えば、亘理町の学校で、先生も生

徒も、津波が来たときも、一人も死者を出して

おりません。そのかわり、長瀞小学校ですか、

そこはおばあちゃんが迎えにきて、子供を渡し

たと。そしたら、それが津波に巻き込まれて亡

くなったと。そういう話は聞きましたけれども、

学校で生命を落としたというものは、一人もな

かったというように聞いております。 

 そしてまた、荒浜中学校、荒浜小学校、長瀞

小学校、そこに逃げ込んだ人たちも、そこに逃

げ込めた人は全員助かっております。 

 そして、迎えに行く人とか、途中で巻き込ま

れて死んだ方なんかもおりますけれども、亘理

町の教育委員会としては、生徒は絶対に、学校

としては父兄に渡すなと。あくまでも学校が守

るからというので、父兄には全部帰っていただ

いたと。それで、全員が生命は保障されたわけ

でございます。 

 私は、やはり学校というものが、そういうよ

うに地域の皆さんが、どうしても一番覚えやす

い、また目をつぶっておっても行けるようなと

ころだと思ってます。 

 それが、この亘理町のように、また復興のこ

とで、遠藤課長が町の有志の方々と、いろいろ

と話した。また、ＰＴＡともお話をしたと。そ

して、賛否両論はあったけれども、そこから学

校をのけるということは、まちの核がなくなる

というので、どうしても、やはり大半の人が、

今の場所に置いてくれというので、学校をそこ

に置いて、今、建設途中でございます。 

 やはり、どうしても学校というものに対する

愛着というものは皆さん持っていると思います。

宿毛の人だけじゃないです。全国どこでもあり

ます。 

 この間も、滋賀県の学校。学校を取り壊さな

いでくれというようなあれも出てます。そして、

裁判所のほうも、やっぱりそこに置きなさいと

いうようなあれも出してます。 

 やはり、学校というものは、そこを卒業した

人とか、そういうものは、やっぱり愛着心とい

うものは、人一倍あると思うんです。 

 そういうことで、市長もほかの議員さんも、

宿毛小中学校出身者は少ないと思いますけれど

も、これもまたストップがかかるかもしれませ

んけれども、言わせていただきます。 

 市長、そういうようなことで、やはり街の人

の意見も聞きあげていただくという、そういう

対応、あれやったらつくっていただきたいと、

そう思うんですが、ひとつお答えのほうをお願

いします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 学校建設場所に対する認識について、東日本

大震災の実情等を踏まえた上での御質問をいた
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だきました。 

 濵田議員より御指摘のありました亘理町につ

いては、東日本大震災に荒浜小学校、長瀞小学

校、荒浜中学校の３校が大津波の被害を受ける

中、一避難場所として避難した住民が校舎の２

階、３階に避難し、津波の被害から身を守った

というものでございました。 

 しかしながら、平成２４年８月に、内閣府が

第２次報告の中で公表した浸水予測によります

と、現宿毛小学校の最大浸水深は７．２メート

ルとなっておりまして、この高さは、現校舎で

申し上げると、２階の天井ほどの高さに相当す

るものでございますし、平地が多く、高台がな

いような地形であるということもお聞きをして

おり、宿毛市と亘理町を同様に考えることは難

しいのではないかとも考えております。 

 また、教育施設については、被災後も早期に

教育が行える環境を整えることも重要であると

考えます。 

 亘理町におきましては、浸水後の学校再開を

図る上では、他の学校に間借りをするような形

で、再開を果たしたということも聞いていると

ころでありますが、いずれにいたしましても、

亘理町に限らず、他の自治体の参考にすべきこ

とについては参考にし、宿毛市にとって、どう

いった方法が一番望ましいのかについて、十分

考えて、学校の建設場所を検討していかなけれ

ばいけないと考えています。 

 そうした中で、まちの皆さんの意見を十分聞

いて進める、このことは、また当然のことであ

るというふうに考えておりますので、御理解を

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 亘理町におきまして

も、学校建設に対しては、今度はピロティ方式

で、盛り土をすると。その上に学校を建てると。 

 宿毛の小学校の場合、仮に３メートルの盛り

土をしたら、１階部分がもうあれになるわけで

すね。 

 そういうような方式で、ピロティ方式でやれ

ば、絶対に安全安心な場所になると、私はその

ように確信しておりますが、市長の考えはいか

がでしょうか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 現在の小学校の建設に当たって、ピロティ方

式ではどうだという形での提案もいただきまし

た。 

 私も、現在地に立てるということと、高台に

移転をするということを、それぞれ比較しなが

ら検討をするということを申し上げております

ので、このようなことも、そちらに立てるとい

う方向になった場合とか、そういうことも含め

て、考える、こういう状況があるということに

ついては、認識をしていきたいというふうに思

っております。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 大体わかりました。 

 それでは、学校周辺の防犯環境についてをお

尋ねいたします。 

 宿毛市内の学校設備周辺の環境は、全ての学

校、近隣に民家があり、その地区全体で、児童

を見守っておられます。 

 地域とともに教育が進められていると言って

過言ではありません。現在、高台の場所につい

て調査が進められていますが、場所造成の調査

だけでなく、さきに文部省が出された学校施設

のあり方に対する調査研究者会議の中間報告な

ども、参考にすべきではないかと。 

 今、調査中の場所は、この周辺には民家がな

い。民家のない施設となり、孤立した学校にな

ることは明白である。 

 現在でも、地域の協力で、登下校時の見守り

隊が組織され、その活動で、子供たちの安全が
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守られているが、現在の子供を取り巻く犯罪が

多発している社会情勢を見たとき、孤立された

学校施設になれば、登下校時の安全は保たれる

のか。市長に。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛小学校が高台移転をした場合は、地域と

して、学校の防犯体制が構築できないのではな

いか。その場合、防犯体制をどのように考えて

いるのか、との質問でございます。 

 また、保障もという話もございましたけれど

も、これまでの学校設置において、松田川小学

校と旧田の浦小学校は、高台に用地を造成し、

学校建設を行っておりました。 

 教育委員会にも確認したところ、その両校と、

ほかの学校とで、極端に防犯上の課題があった

かというと、そういったことは生じていないと

いうことでありました。 

 もちろん、それぞれの地域には、地域性や地

域独自の課題もあろうかとは思いますが、でき

る限り、地域には御協力をいただき、児童生徒

が安心して登下校が行われるように、防犯に取

り組んでいかなければならないと考えておりま

す。 

 また、地域だけに任せておくのではなく、ど

のような場所に学校を設置いたしましても、市

長部局といたしましては、教育委員会に協力を

して、各学校の防犯体制構築に向けて支援をし

てまいりたいと考えております。 

 このような取り組みの中で、そういう事故等

があった場合、行政の中に瑕疵があるというこ

とについては、我々としては保障もしていかな

きゃいかんことも起こり得るんではないかと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 今、市長が申された

ように、確かに田ノ浦も和田も、学校の、高台

に建っております。 

 しかし、宿毛の街の中で、時々不審者騒ぎが

学校のところで起きております。 

 確かに右を見ても左を見ても、皆、おはよう

ございますと言ってわかる人たちがおるとこや

ったら、それは全然関係がないと思いますが、

街の中には、いろんなとこから来てます。それ

で、全然、顔を知らない人もたくさんおります。 

 そういうようなのと、また田ノ浦、和田なん

かのように、毎朝顔を会わしている人と、そう

いうようなのは、全然また違うと思います。 

 都会で犯罪がよく起きるというのは、顔見知

りの人で、例えば市長の家族らも皆知っている

とかいうようながやったら、全然また違う状態

にあります。 

 だけど、市長でも誰でもわからんというよう

な場合と、完全にあそこはどこそこの人という

ようなのと、それはもう頭から違ってくると、

私はそのように思っております。 

 だから、防犯とか、そういうような面で、で

きる限り、今の場所なら皆さんが見守ってくれ

ると、そういうように私は感じております。そ

して、いつでも交通安全のときになったら、何

十人もの人が立ってくれます。そして、また学

校の前で、おはよう、おはよう言うて、そうい

うような教育もしてくれます。 

 それが、全然人家のないところに行くと、ど

ういうふうになるのかなと、それも私は心配で

す。それでも、学校の門のところへは立ってく

れるかもしれませんけれども、やはり今の場所

やったら、近くの人がずっと協力してくれると

いうことも、念頭に置いていてください。 

 もう一度お答えをお願いします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 仮定にという話の中で、るる議論をしている
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わけでございますけれども、そういう方向に進

んだ場合には、十分、さまざま、今、濵田議員

言われましたようなことも考えながら、防犯体

制はとる方向に進めなければいけないと、この

ように考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（中平富宏君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） まだ３月になってお

りませんので、このあたりで終えらせていただ

きます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（中平富宏君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 １時３８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時４８分 再開 

○議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） １１番、一般質問を

行いたいと思います。 

 本年最後の質問者になるというふうに思いま

す。行く年来る年ではありませんが、ことしの

ことはことしのうちに、しっかりと答えを出し

ていただきたいというふうに思います。 

 まず、通告のとおり、がん検診の結果通知の

遅延について、質問をさせていただきます。 

 この問題につきましては、９月の一般質問に

おいて、浅木議員のほうから質問があり、表面

化したことであります。 

 時系列を整理する意味でも、また間違った質

問にならないように、再認識する意味でも、事

のてんまつを整理したいというふうに思います

ので、市長には、まずこの遅延問題は、いつ、

誰から報告を受けたのか。その後、どのような

措置をとったのかについて、お聞きをいたしま

す。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） １１番、寺田議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 遅延の報告につきましては、大腸がん検診が

平成２４年１月２７日、前立腺がん検診は、平

成２４年７月３日であります。保健介護課長か

ら報告をいただきました。 

 以上でございます。 

 その後の対応ということでございますけれど

も、まず、ちょっと整理できてないんですけれ

ども、まず、市民に対する報告をしなければな

らないということで、未発送が発覚した時点で、

大腸がんについても、前立腺がんについても、

対象となる市民の方々のところへ、早急に謝罪

と配付に回っております。 

 ただ、今回の送付ミスにより、市民の皆様に

は、大きな不安と行政不信を抱かせたことにつ

きましては、猛反省しなければならないことで

あると思っております。 

 今回のことを教訓にして、全庁体制で再発防

止に努めてまいります。 

 また、がんと判定された７名の方に対しては、

今後も引き続き、保健師による訪問活動を実施

し、心のケアを行ってまいります。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 議会への報告は、９月の途中であったわけで

すが、この９月議会で浅木議員が質問をしたこ

とにより、先ほど申しましたように、表面化を

いたしましたが、市長は、新聞の報道で何回か

この問題についてもされてますが、重大なこと

であるというような話はしてますが、その間に

は、３月議会もあれば、６月議会もあったとい

うことで、そのときにも、一切、このことにつ

いて触れられることはありませんでした。 

 これを考えると、市長の感覚の中に、事の重

大性というのがわかってなかったんじゃないか
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というふうに思うわけですが、市長は、この問

題について、もし９月議会で質問がなければ、

いつ、どのような形で市民に対して、また議会

に対して、報告をするつもりであったのかにつ

いてお聞きをいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 議会への報告等についてですが、大腸がん検

診の遅延について、公表しなかった理由として

は、通知おくれの期間が３週間から２カ月のお

くれであり、翌週の１月３０日には、２５名全

員に未通知書類を直接配付し、沖の島の１名に

は郵送しております。 

 私は、この日に保健介護課から、報告を具体

的に受け、未通知文書の配付だけでは失礼だと

して、全対象者に謝罪訪問するよう、指示いた

しました。 

 その後、１月３１日と２月１日にかけて、全

員のお宅に訪問をし、謝罪と再発防止を約束を

いたしました。 

 今思えば、この時点で議会に報告すべきでご

ざいました。まことに申しわけございませんで

した。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 ただいま、市長のほうから、１月３１日、２

月１日にかけて、対象者全員に謝罪に回ったと

いう報告がありましたが、これは市長本人が回

ったのか、担当課の職員が回ったのかについて

お聞きをいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 主に保健介護課長と補佐によって、回りまし

た。私も何軒かは、大変なことだという思いの

中で、謝罪に回らせていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 今の話を聞きますと、

全部じゃないという、市長が回ったのは、一部

を回ったということで、これは非常に、回るの

であれば、対象者全員に回るべきであって、一

部の人間に回ったというのは、ちょっと私には

理解ができません。 

 それは市長の考えですので、今さら、もう一

度回り直せという話でもありませんので、これ

以上は言いませんが、やはり市民には公平に、

公正に対応すべきであるというふうに、私は思

います。 

 次に、新聞等を見ますと、市長のホームペー

ジの中に、市長の政策と活動というところにも、

市長はこのことについても、何回か書かれてい

るわけですが、その中で見ますと、職員の業務

に対する甘さ、日ごろの書類整理の不十分さゆ

えに、その上に課内でのチェック機能が作用し

なかったということが、大きな原因であるとい

うふうな説明というか、をしておりますが、本

当にそうなんでしょうか。 

 実際は、執行権者のもっとしっかりとした、

職員に対する指導が必要であったんじゃないか

というふうに思うんですが、このことについて、

市長はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 当然、執行権者としての責任はあると思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 次に、昨日の宮本議

員のところでもちょっと出ておりましたが、こ

の問題に関係する担当職員が、ことしの８月の

時点で退職をしているというふうに、新聞等で

も触れられております。 

 この担当職員は、ことしの４月の定期異動で

ほかの部署に異動をしておりますよね。そのこ
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とについて、市長は９月の議員協議会の中で、

そういうこともあって異動をさせたというふう

な趣旨の発言を、私が質問した中でしておりま

すが、そのことについては、覚えておりますで

しょうか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 覚えております。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） そういうことであれ

ば、３月議会に、当然、報告すべきであったし、

職員に対する何らかの処分をすべきであったん

じゃないかと。 

 これは、１１月９日付の高知新聞に、この通

知漏れの記事が出ております。その中で、担当

の職員は処分なども受けないまま、８月に辞職

をしているというふうな書かれ方をしています。 

 本人にとっては、当然、もし瑕疵があれば処

分を受けるべきであって、それを受けないまま、

自分の夢に向かって辞職をしたと思うんですが、

この新聞の書かれようによると、関連づけて見

る人もいるんじゃないかと。非常に不名誉なこ

とになるんじゃないかというふうに感じるわけ

ですが、市長はそこまで、配置異動するのであ

れば、当然として、何らかの処遇をすべきであ

ったんじゃないかと思うんですが、市長はこの

ことについて、どのようにお考えですか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 その３月の、４月からの定期異動にしたとい

うことにつきましては、そのような、我々とし

ては当然ながら、執行権者の責任もありますけ

れども、本人が非常にミスしたという形での捉

え方をしておりました。 

 そのような点で、係も変われば、また新たな

形で再出発をしていけるんじゃないかというふ

うな認識もございまして、担当部署をかえさせ

ていただきました。ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 場所が変われば、ま

たそういう新たな気持ちでということもわかる

わけですが、結果として、課長訓告、課長補佐

を厳重注意ということで処分をしたわけですか

ら、担当の職員についても、本来、市の職員と

して在籍していれば、処分をするべきところな

んですよね。それをせずに、結局、そのまま辞

職をさせてしまったということについては、大

きな問題が残ってくるんじゃないかというふう

に思うんですよ。 

 そのことも全て、やはり執行部、執行権者た

る市長が、事の重大性を早く気づいて、３月議

会のときに、しっかりとした報告をし、それに

対する対処をしていれば、前立腺がんの通知漏

れが７月に発覚するというようなことはなかっ

たんじゃないか。これは、結果的に、今となっ

てはどうしようもないとは思うんですが、市民

の宿毛市政に対する不信感をますます増大させ

たんじゃないかというふうに、私は思います。 

 その点で言えば、市長は、市民に対して、そ

のことについて、しっかりと謝罪をすべきでは

ないかと思いますが、市長のお考えをお聞きを

いたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 行政としての継続性の中で、そういうミスが

発覚した時点も含め、あるいは公表等、きちっ

と皆さんに通知することも、十分でなかった。

そういう形では、当然、私の現在の市長にある

わけでして、このことについては、この場をお

かりいたしまして、市民の皆様に御迷惑をおか

けいたしましたことに対しては、心から反省を

して、陳謝したいと思います。 

 申しわけございませんでした。そういう観点
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で、今後取り組んでまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ９月議会で私が、ほ

かのことで謝罪をしたらどうかということでも、

昨日の宮本議員の質問にも、謝罪という言葉は

一言も聞かれませんでした。 

 このことについては、本日は通告もしてませ

んし、言いませんが、やっぱり非があるときに

は謝罪をすべきではないか。今の市長の心のこ

もった謝罪をよしとして、次の質問に移ります。 

 ２問目につきましては、宿毛小学校の高台適

地調査について、御質問をいたします。 

 １月も中旬ぐらいには、わかるんじゃないか

というような話も聞いておりますが、適地選定

調査というのを、今、やっているというふうに

思いますが、現在の進捗状況について、どこの

あたりまで、今、進んでいるのかなというのは、

先ほど、濵田議員も、さも高台に移るので、高

台移転をやめるような質問ではあったのですが、

どのような進展状況なのかについて、まずお聞

きをいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛小学校高台移転適地調査に関しましては、

９月議会において可決いただいた予算にて、１

０月１７日に、市内コンサルタント業者と契約

を締結し、翌日１８日から来年の１月５日まで

の工期となっており、休日を挟んだ翌７日には、

業務の成果が提出される予定となっております。 

 今後につきましては、調査結果の最終報告を

踏まえ、現位置での建てかえもあわせた上で、

意見調整を行いたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） １月７日に最終報告

がくるということですので、あと１カ月足らず

ということではありますが、現在、中間報告的

なものは、そのことについて全くございません

か。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答え申し上げます。 

 若干、詳しく申し上げますと、現在の進捗状

況は、松田川小学校以西から与市明地区までを

Ａ地域、国道５６号線以西から小深浦地区まで

をＢ地域と設定をし、両地域２カ所ずつ、計４

カ所の適地候補を選定し、予定面積の確保及び

土地所有者の把握、既存道路からのアクセス等、

さまざまな条件により厳選をし、移転の適地性

が高いＡ地域１カ所、Ｂ地域２カ所の適地調査

を進めているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 ３カ所に絞って、適地調査をされているとい

うことでございますが、これも市長の政策と活

動という、宿毛市のホームページの１項目のと

ころに、これは９月の段だと思うんですが、９

月定例会というところの中で、読ませていただ

きますと、「また公約どおり、現在地に建てる

べきとの質問についても、議会議決と同様、重

く受けとめております。現在地に建てるとすれ

ば、校舎等の建設はどのようになるのか、隣接

する民有地の購入は可能なのか等についても、

調査をします。」というふうに、市長は書いて

おります。 

 これは、当然、市長が書かれたものと思うん

ですが、この調査をしますというのは、どのよ

うな調査をするのか、またいつまでにするのか、

予算はどうするのか等についてお答えを願いた

いと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 
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 寺田議員より、現在地に建てるとすれば、ど

のような調査を、いつまでにするのかとの御質

問をいただきました。 

 このことに関しましては、９月議会で濵田議

員への答弁といたしまして、現在地での建設に

関する調査等について、内部的なものも含めて、

検討してまいりたいと、答弁させていただきま

したことについて、ホームページの、政策と活

動の中で掲載させていただいたことをごらんい

ただいての質問であると思っております。 

 しかしながら、このことにつきましては、そ

の後の関係各課との協議の中で、現在、高台調

査を実施中であり、その結果を踏まえて判断す

べきであるとのことから、具体的に、どのよう

な調査を、いつまでにするかということにつき

ましては、決定はしておりません。 

 今後、調査の予定としましては、適地調査の

結果を踏まえ、現地での用地確保等の比較がで

きる資料の作成を、早急に取りかかってまいり

たいと考えております。 

 このことにおける予算的措置が必要とは考え

ておりません。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ちょっと、今の市長

の答弁、私の理解力がないのか、今の資料の作

成というのは、現在位置での、建てる資料なの

か、高台移転の資料なのかについて、御説明を

願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 高台移転については、委託調査をして、さま

ざまな調査を、先ほど言いましたような調査を

いたしております。これは予算措置をしながら

やっております。 

 現在地の調査につきましては、高台のそのよ

うな調査結果が出ました後に、現在地で、その

高台移転することとの比較検討ができる、そう

いう資料を予算の措置なしに十分できると考え

ておりますので、これをつくっていきたい、こ

のように考えております。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 議会としては、１１対２の賛成多数で、特委

の高台を選定すべきであるという議決を、新市

長に、特委の報告をしたというふうに記憶して

いるんですが、今の市長の答弁を聞きますと、

現在地も、候補地の一つとして、比較対象をす

るという言われ方をしましたが、議会は市民の

意見を聞きながら、高台移転がいいであろうと。 

 市民の、生徒の安全安心を担保するのは、高

台移転のほうがベストであるという選択をした

というふうに思ってますが、市長は、今でも、

やはり現在地での校舎建てかえを、比較対象の

一つとしてお考えであるというふうな認識でよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 決して、現在地でもそのような調査をするの

が、ここに建てようとする市長の考えというこ

とではございません。 

 やはり、高台に移転するにしても、その高台

に移転する有利性、合理性、そのようなものを、

現在地で建てる場合と、さまざまな形で比較検

討できる、そういう、逆に言えば、根拠になる

資料にもなろうかというふうに思っておりまし

て、決して、どちらを優先でとかいうことでは

ございません。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ちょっと、私には理

解ができませんが、次というか、このことにつ

いて、質問を続行させていただきます。 

 市内に、現在、高台３カ所を選定してという
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ふうに答弁をいただきました。 

 その中で、市長は、このマップは御存じです

よね。これは、高知県が出しております高知県

土砂災害危険箇所マップというマップでありま

すが、これは、市長が松田川小学校に校舎を、

宿毛中学校の建てかえということを否定するた

めに使った資料なんですよね。 

 これは、市長は、私が３月議会の質問のとこ

で、このマップは提示しませんでしたが、土砂

災害危険地域であると、松田小学校は。ここに

は、そういう危険性のあるところには、公共物

は建てないんだという答弁をいたしました。 

 その中で、私は、これから公共物の新築問題

が出たときに、問題になりますよと、あえて言

わせていただきました。 

 まさに、この宿毛市の市街地の背後地という

のは、危険地域だらけなんですよね。これを、

やはり市長としては、この３月議会等で言った

土砂災害危険地域には、公共物は建てないんだ

ということは、一回取り下げたらどうかという

ふうに思うんですが、市長のお考えをお聞きを

いたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私としては、新たな公共施設の建設場所とし

ては、土砂災害警戒区域に指定された地域を選

定することは、望ましくない、このように考え

ておりました。 

 しかしながら、土砂災害警戒区域につきまし

ては、どのような対策をとっても、基準となる

地形であれば、指定されるものであり、新たな

造成を行う場合は、県知事への開発行為の許可

が必要になります。 

 この許可については、安全面の制約もあり、

現地測量等により、土石流対策や、急傾斜対策

などの防災対策を行うことで、公共施設の建設

も可能ではないかと、現状では考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 この、今言いました防災対策ですよね。これ

は、危険地域に指定されてなければ、対策がで

きないんじゃないですか、公費で。市単独で工

事をするのであれば、できるかもしれませんが、

県の砂防危険地域に、土砂災害危険地域に指定

されてなければ、砂防ダム等の工事はできない

んじゃないですか。お聞きをいたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほどお答えいたしました防災対策というこ

とでございますけれども、これは、開発をする

ということの中に、当然のことながら、安全面

の制約等、そういう形の中で、この対応がなさ

れるものだというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 私が質問したのは、

砂防ダム等を工事する場合に、指定地域になっ

てなければ、できないんじゃないですかという

ことを聞いたので、開発をする場合の話を聞い

たわけじゃないんですよ。 

 その部分について、もう一度、答弁をお願い

いたします。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 答弁いたします。 

 確かに、先ほどの指定された以外のところで

は、国や県の事業としては、できないと。補助

事業としては。 

 ところが、市単独でやるならば、これはそう

いう形では可能だというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） だから、だからです

よ、市長。このマップを見たときに、宿毛市の
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市街地の背後地、山、出ている谷、ほとんどが

土砂災害危険地域に指定されているわけですよ。 

 そこへ、学校等を造成するのに、市単独の市

費だけで造成するのであればいいですよ。国、

県の予算をとって開発するんでしょう。そうす

れば、市単独、単費ですか。 

 それも後で答弁願いたいと思いますが、造成

して、学校を建てていく、公共物を建てていく。

市単独の予算だけですればいいですけれども、

そういうところに対して、公共物を建てるので

あれば、まずはそういう土砂災害危険地域に公

共物を建てないということを、一回は取り下げ

たらどうですかという、私の質問に対して、し

っかりとした答弁がいただけてないので、しつ

こくこれを聞いたわけですので、もう一度、お

答えを願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 その選挙中に、私がそのような形で発言をし

たということについては、私はそのときには、

そういう思いを持っておりました。 

 ごめんなさい、公約ではございません。具体

的に、３月議会当時のことでございました。 

 その辺の形では申し上げておりましたけれど

も、その後の、このような形での、土地を造成

をするということの中では、国や県の認可が要

るという中で、このような防災対策上のことに

ついても、クリアできる、そういう形があるな

らば、私はこのような危険地域に指定されたと

しても、またその地域であっても、私は可能で

はないかというふうに思っておりますので、そ

の辺の当初の考えとは、現在、違っていること

については、今、説明を申し上げます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） それが取り下げたら

どうですかということなんですよ。 

 取り下げますって、はっきり言うたらええじ

ゃないですか。いつまでもそういう、何か真綿

で包んだようなというか、のらりくらりという

か、はっきりとした物事を言わないから、いろ

いろなところに問題が起きてくるんじゃないか

と、私は思うんです。 

 だから、今回は、私は、市長になった当時は

そう思ってたけども、いろいろ、市長を１年間

やる中で、間違ってたと。非は非として認めた

ら、それから先、進みやすくなるというふうな

ことを思って、私は、どちらかと言えば、誘い

水をしているというふうに思っているんですが、

もう一度、市長、お答えを願いたいと思います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 当初のそのような考え

方が、具体的に造成をしていく過程の中で、ク

リアされるという形の内容を確認いたしました

ので、私としては、３月の議会で思ってたこの

考え方については、完全なことではなくて、間

違いも中にはあったというふうに思いますので、

そのことについては、おことわりをさせていた

だきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 市長なりのおことわ

りであったというふうに思います。 

 これは、市長の、今議会でも何人かが、これ

をもとにしながら聞いたんじゃないかというふ

うに思いながら、私もちょっと読ませていただ

いてましたが、市長の、これは立候補のときの

パンフレットの写しなんですが、この中に、イ

の一番に書いているのが、市民の目線に対する

公平公正な行政ということで、市民にわかりや

すく説明をしていくというふうに書いておりま

すね。 

 これは、市民誰もが、やってくれるのかなと

いうふうに期待をしていたというふうに思うん

ですが、この約１年近く、ことしの１２月２６
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日で１年になるんですかね。もうちょっと先。 

 冒頭に申しましたように、ことしの１年を総

括して、市長は、この１年間の市長としての職

務に対して、どれだけの点数がつけれるのかな

というのが、私、非常に期待をしているんです

が、市長はこの１年間、自分に点数をつけられ

るとすれば、何点ぐらいの点がつくのかなとい

うのを、ぜひ御答弁を願いたいというふうに思

います。 

○議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 寺田議員から、何点か

ということでございますけれども、私もまだ、

さまざまな事業が経過中のところもありますの

で、１年というよりは、私は１年たった３月議

会、この辺では、私は自分のきちっとした判断。 

 例えば、点数ということについても、答えれ

るような、そういう形で対応させていただきた

いと思います。 

 今の時点では、非常に経過中のこともありま

すし、この場所で何点というのは、遠慮させて

いただきたいというふうに思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 現在はまだつけれな

い。３月までに、自分で自分に点数がつけれる

ように、頑張っていきたいというふうな決意を

いただきましたので、と同時に、３月におまえ、

もう一回聞けということのようですので、３月

までに私も聞けるように、一生懸命勉強して、

市長に対して質問をしていきたいというふうに

思います。 

 市長への質問は、これで終わりたいと思いま

す。 

 次に、教育情勢について、お聞きをしたいと

いうふうに思います。 

 昨日から、何名かの方が、教育委員会に対し

ても質問をしました。私は、そんな込み入った

ことを、まだ聞くつもりがなかったので、大ざ

っぱな質問になるかもしれませんが、立田教育

長には、本当に大変な時期に教育長を受けてい

ただいたというふうに思っております。 

 大変ではあるでしょうが、頑張っていただき

たいというふうに、エールを送りたいと思いま

す。これから４年間、３年間ですかね、約。３

年間の任期しかないというふうには思いますが、

その間に、どのような教育委員会をつくってい

こうかという部分を、抱負をお聞きしたいとい

うふうに思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

○議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） １１番、寺田議員の

質問にお答えさせていただきます。 

 私のこれからの教育長としての抱負について

ですが、私といたしましては、宿毛市がこれま

で取り組んでまいりました内容を継承しながら、

教育活動を進めていきたいと考えております。 

 現在の学習指導要領におきましては、まず、

一つ目に教育基本法改正等で明確になった教育

の理念を踏まえ、生きる力を育成すること。 

 二つ目に、基本的、基礎的な地域及び技能の

習得と、これらを活用して、課題解決するため

に、必要な思考力や判断力、表現力、その他の

能力を育成すること。 

 三つ目に、道徳教育や体育などの充実により、

豊かな心や、健やかな体を育成していく。以上

三つの基本的な考え方に基づいて、いかに社会

が変化しようと、みずから課題を見つけ、みず

から学び、みずから考え、主体的に判断して行

動できる、たくましい子供を育成していくこと

と考えております。 

 宿毛市の学校教育においても、生きる力の育

成を大きな柱の一つとして、基礎、基本を確実

に身につけ、みずからの課題を身につけ、見つ

け、みずから学び、みずから考え、主体的に判
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断し、行動し、問題を解決する資質や、能力を

育成していきたいと考えております。 

 また、生きる力の基本となる学力保障、学力

向上に向けた取り組みを強化してまいりたいと

考えております。 

 学校は、人を育てるというところであります

ので、そのために、一人一人の児童生徒に応じ

た、きめの細かい指導を行うための支援や、教

職員の資質の向上のために、研修の充実をした

り、保護者や地域の理解と協力をいただく中で、

学校経営を行うことと、学校、保護者、それか

ら地域、行政が同じ方向に向かって、ともに協

力して取り組んでいけるよう、努めてまいりた

いと考えております。 

 学校再編につきましては、一人一人の子供た

ちが持っている能力を、最大限に伸ばすことの

できる教育環境を整備するため、学校の適正配

置に取り組んでまいりたいと考えております。 

 生涯学習につきましては、近年、厳しい経済

情勢や、市民の価値観やライフスタイルが変化

しておりまして、多様な学習機会の充実が求め

られて、生きがいと潤いのある人生をすごすた

めに、いつでも、どこでも、自発的に学習がで

きる学習機会を充実するとともに、地域の教育

力の向上を図り、一人一人の人権が尊重され、

子供たちが健やかに育つ、豊かで文化的な地域

社会づくりに取り組みたいと考えております。 

 いずれにしましても、教育は人格を育む非常

に長い営みを必要としますので、教育の中心線

を外さないと、そういう思いで教育活動に向か

っていきたいと思いますし、職務を遂行したい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 学校現場、また育成センターの所長として、

これまで積み上げられてこられた経歴を十分に

生かして、宿毛市の教育現場が今以上によくな

るように、頑張っていただきたいというふうに

思います。 

 続きまして、教育委員長に質問をさせていた

だきたいと思いますが。 

 私は、不勉強で、議員として１３年余り、こ

この場にも立たせていただきましたが、教育委

員長の任期が１年であるというのは、ほんこの

前まで知りませんでした。 

 ただ、その委員長の重責を４期、４年間務め

上げられた松田委員長が、この１２月末の任期

をもって、教育委員には残られるようですが、

教育委員長としての職務は離れるということで

ありますので、できれば、この４年間を通した

現在のお気持ちと、新しい教育委員会に対する

思いがあれば、一言お聞かせを願いたいという

ふうに思います。 

○議長（中平富宏君） 教育委員会委員長。 

○教育委員会委員長（松田典夫君） 教育委員

会委員長、１１番、寺田議員の一般質問にお答

えいたします。 

 教育委員が３名交代した新しい教育委員会に

対し、申し送ることはないですかという御質問

ですが、私は、平成２０年１２月２４日から教

育委員長に互選をいただき、本年１２月２３日

をもって、４期目の任期満了に伴い、４年間務

めさせていただきました委員長職を、増田委員

と交代させていただくことになりました。 

 この４年間の教育委員会運営につきまして、

私なりに努力をしてきたつもりであります。 

 教育委員会の運営がスムーズにできたかと言

いますと、各教育委員さんに大変御迷惑をかけ

た点も多かったと思います。 

 各教育委員さんの意見をよく聞き、また教育

委員同士が、さまざまな意見交換ができるよう

な、教育委員会の運営ができたのではないかと、



 

－ 104 － 

私は思っております。 

 これからの教育委員会に対してですが、これ

までのように、教育委員としての活発な意見交

換が行われ、よりよい教育委員会運営が行われ

るよう、期待もいたしておりますし、微力では

ありますが、これまでの委員長職の経験を生か

しながら、今度は、一教育委員として、教育委

員会に携わせていただきたいと思います。 

 どうも、皆さんお世話になりました。ありが

とうございます。 

○議長（中平富宏君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 教育委員長、ありが

とうございました。 

 教育とは、本当に息の長い活動であるという

ふうに思いますので、新しい体制の中でも、宿

毛市の教育がよりよいものになるように期待を

いたします。これで私の一般質問を終わります。 

○議長（中平富宏君） これにて一般質問を終

結いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時３９分 散会 
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平成２４年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第４号 

 

１ 議事日程 

    第１０日（平成２４年１２月１２日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第２１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第２１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長  安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   市 民 課 長  河 原 敏 郎 君 

   税 務 課 長  佐 藤 恵 介 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
弘 瀬 徳 宏 君 
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   保健介護課長  村 中   純 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  岩 田 明 仁 君 

   産業振興課長  三 本 義 男 君 

   商工観光課長  松 岡 博 之 君 

   建 設 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   福祉事務所長  滝 本   節 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 委 員 会 

   委 員 長 
松 田 典 夫 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

金 増 信 幸 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
野 口 節 子 君 

   千寿園長補佐  山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３０分 開議 

○議長（中平富宏君） 本日の会議を開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第２１号ま

で」の２１議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 １番髙倉真弓君。 

○１番(髙倉真弓君) 皆様、おはようございま

す。１番、髙倉でございます。通告によります

議案質疑をいたします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）についてでございます。 

 まず、１５ページ、第２款総務費、第１項総

務管理費、１５目防災対策費、１５節工事請負

費１億２，０００万円についてであります。 

 津波対策推進事業工事費（緊急防災・減災事

業）とございますが、市民の関心も高いことに

て、事業内容についての御説明をお願いいたし

ます。 

 続きまして、１８ページ、第３款民生費、第

１項社会福祉費、２目障害者福祉費、１５節工

事請負費４７３万６，０００円、並びに１８節

備品購入費３００万円について、お尋ねをいた

します。 

 １５節体育館バリアフリー緊急整備事業とは、

旧楠山小学校跡山里の家改修とありますが、も

う少し詳しくお教え願います。 

 また、１８節備品購入とは、三つの福祉法人

に対し、どのような内容のものを備蓄されるの

か、また事業実施による効果はいかにか、具体

的にお示しいただきたい。 

 続きまして、２３ページ、第６款農林水産業

費、第１項農業費、３目農業振興費、１９節負

担金補助及び交付金について、お尋ねいたしま

す。 

 宿毛市集落営農拠点ビジネス支援事業補助金

１，０３５万１，０００円と、当初予算８０万

７，０００円に対し、大幅な増額予算になって

おりますが、その理由、事業内容について御説

明をお願いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） 総務課長。 

○総務課長(山下哲郎君) 総務課長、髙倉議員

の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、１５ページ、第２款総

務費、第１項総務管理費、１５目防災対策費、

１５節工事請負費１億２，０００万円について、

御説明いたします。 

 この津波避難対策推進事業工事費は、緊急防

災・減災事業を活用して、二つの事業を行うも

のです。 

 一つは、福祉センター北側駐車場に津波避難

階段を設置するもので、２，０００人が避難で

きる避難ビルとして活用するため、７，０００

万円を予定しております。 

 残りの５，０００万円は、沿岸部など市内浸

水区域５０カ所の避難所に１カ所１００万円で

備蓄倉庫を設置しようとするものでございます。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長(滝本 節君) おはようござい

ます。福祉事務所長、１番、髙倉議員の質疑に

お答えします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、１８ページ、歳出の第

３款民生費、第１項社会福祉費、２目障害者福

祉費、１５節工事請負費に係る体育館等バリア

フリー緊急整備事業工事費４７３万６，０００

円の増額補正につきましての御質問をいただき

ましたので、事業目的、事業個所、事業内容等

につきまして、御説明をさせていただきます。 
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 本補正予算につきましては、障害者基本法第

３条に規定されている地域社会における共生等

及び第２５条の文化的諸条件の整備等の趣旨を

踏まえ、体育館等のバリアフリー化を促進し、

障害者が障害者スポーツ競技等に参加する場を

整備し、障害者の社会参加を推進することを目

的として、楠山の山里の家の建物の改修を行お

うとするものであります。 

 山里の家につきましては、ひかり共同作業所

や、みちくさクラブ、幡多希望の家、若草の会

等の方々が、遠足等で利用しておりますが、身

体障害者用のトイレがなく、また、車椅子での

乗り入れが困難な状況にあるため、今後とも障

害者等が社会参加のため、幅広く利用できるよ

う、建物の改修を行おうとするものであります。 

 具体的な改修案といたしましては、トイレに

身体障害者用トイレを１基新設するとともに、

健常者用の和式トイレ、男女１基ずつを洋式に

改修する。 

 屋外から施設内に車椅子で移動できるよう、

既存のスロープを車椅子が通ることができるよ

うに幅を広げる。 

 スロープの幅を広げることによって、既設の

ランドリースペースが邪魔になるようなことか

ら、ランドリースペースを別の部屋に移設する

等の事業を予定しております。 

 歳入予算につきましては、１２ページの第１

４款県支出金、第２項県補助金、２目民生費県

補助金、１節社会福祉費補助金として、地域生

活支援基盤強化事業費補助金の中から３４０万

７，０００円を予定しております。 

 本事業につきましては、県の１００％補助事

業でありますが、ランドリースペースの移設等

に伴う事業費１５万円と、既設の健常者用男女

１基ずつのトイレ、温水洗浄器付の便座に改修

する予定ですが、その改修費１００万円等諸経

費を含む１３２万９，０００円につきましては、

障害者用の事業とは異なるため、本事業の補助

対象外となり、一般財源からの支出を予定して

おります。 

 続きまして、同じく第３款民生費、第１項社

会福祉費、２目障害者福祉費、１８節の備品購

入に係る福祉避難所指定促進等事業備品購入費

３００万円の増額補正につきまして、御説明を

させていただきます。 

 本補正予算につきましては、南海地震等の災

害発生時において、避難所で生活する場合、特

別な配慮を要する高齢者や障害者等を受け入れ

るため、市が指定した社会福祉法人等が運営す

る福祉施設において、災害時要援護者の避難生

活に必要となる災害物資を購入し、各施設へ備

蓄しようとするものであります。 

 今回、市が福祉避難所として指定し、協定書

を結ぼうとしている社会福祉法人は、高知西南

福祉協会、幡多福祉会、愛生福祉会の三つの法

人を予定しております。 

 福祉避難所として機能するために、必要な物

資及び機材としましては、介護用品、衛生用品、

飲料水、食料、衣類、医薬品、車椅子等となっ

ており、今後必要な物資等の配備につきまして

は、各施設と協議してまいりたいと考えており

ます。 

 なお、補助基準額としまして、１施設当たり

１００万円以内となっておりまして、今回、三

つの法人に対しまして、それぞれ１００万円ず

つの計３００万円の増額補正予算を計上させて

いただいております。 

 歳入予算につきましては、１２ページの第１

４款県支出金、第２項県補助金、２目民生費県

補助金、１節社会福祉費補助金といたしまして、

福祉避難所指定促進事業等補助金の１５０万円

を予定しております。 

 以上であります。 

○議長（中平富宏君） 産業振興課長。 
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○産業振興課長(三本義男君) 産業振興課長、

１番、髙倉議員の質疑にお答えします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、２３ページ、第６款農

林水産業費、第１項農業費、３目農業振興費、

１９節負担金補助及び交付金の宿毛市集落営農

拠点ビジネス支援事業費補助金１，０３５万１，

０００円の事業内容について、御説明いたしま

す。 

 本事業は、中角地区において、集落営農組織

である中角稲作協業組合が、コンバイン、あぜ

ぬり機、動力噴霧器、乾燥機、もみすり機、色

彩選別機、精米機など、農業用機器購入につい

て補助するもので、事業費としましては、機器

購入費として１，５５３万３，０００円を予定

しております。 

 この中角稲作協業組合は、昭和４６年に稲作

農業を地域全体で担っていくこととして設立さ

れていますが、さらに集落の農地を守り、農業

生産を安定して継続していくため、地域全体で

農事組合法人を来年１月に設立する予定として

おります。 

 法人設立後は、あぜぬりから乾燥、もみすり

まで、幅広い農作業を受託し、将来において、

高齢農業者の増加や後継者不足となった場合に

おいても、地域の農業を継続することができる

ようにするために実施するもので、本事業によ

り、地域での農業生産の継続が見込まれます。 

 このような法人化を支援するため、通常の集

落、営農組織においての補助率は、県２分の１、

事業主体２分の１の補助率でございますが、今

回、県と市で３分の２、残り３分の１が事業主

体の負担という高率の補助事業となっています。 

 中角地区の法人設立後は、市としましても、

中角地区をモデルとして、各他区での集落営農

の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 この補助事業の歳入としましては、１２ペー

ジ、第１４款県支出金、第２項県補助金、５目

農林水産業費県補助金、１節農業費補助金で、

高知県集落営農拠点ビジネス支援事業費補助金

として、事務費分と合わせまして９４７万４，

０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（中平富宏君） １番髙倉真弓君。 

○１番(髙倉真弓君) 御丁寧な御説明ありがと

うございます。 

 一つ、再質疑させてください。 

 総務費の１億２，０００万の中の５，０００

万の分ですね。備蓄倉庫というふうにお聞きし

ましたが、ちらっと、港のほうとかいうふうに

聞きましたが、聞き間違いでしょうか。もう場

所は特定されて、それとも、そうでない部分に

も全部ということでしょうか。 

○議長（中平富宏君） 総務課長。 

○総務課長(山下哲郎君) 総務課長、髙倉議員

の再質疑にお答えをいたします。 

 場所は、沿岸部を中心とした浸水区域５０カ

所ということでございます。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） １番髙倉真弓君。 

○１番(髙倉真弓君) ありがとうございます。

よくわかりました。 

 どの課におかれましても、若干、持ち出しあ

ろうとも、それを上回る大きな効果、市民の安

心安全を考慮されていて、大変うれしく思いま

す。 

 本日の高新でもありましたように、宿毛市の

新しい、こういう記事が載っておりました。 

 防災は、どの会合におきましても、喫緊の課

題でありまして、担当の方が防災、いろんな会

に出られましても、あなたが頼りやけんという

ふうに、直接、声をかけられているのを見まし

て、本当に大変なことだと思いますが、ぜひと

も安心安全のために、よろしくお願いをしたい
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と思います。 

 また、農業に携わる者といたしましては、大

変に心強い味方を得たと思いまして、安心いた

します。今後ともよろしくお願いをいたしたい

と思います。 

 山里の家などに例をとりましては、市内どこ

ろか県外でも御利用が見られると存じますので、

また満室の場合には、第２の避難福祉所、とり

わけコンプライアンスの中でも重要な機微情報

に対する施設の一端を担えると感じました。高

齢者並びに弱い方に対しての環境、優しい環境

は、当然のことながら健常者の人にも優しい施

設であると感じました。 

 おおいにうれしい内容の御返事をいただきま

したので、期待いたしております。どうぞ今後

ともよろしくお願いいたします。 

 質疑を終わります。ありがとうございました。 

○議長（中平富宏君） ５番岡﨑利久君。 

○５番(岡﨑利久君) ５番、通告に従いまして、

質疑を行います。 

 私が質疑を行いますのは、議案第３号別冊、

平成２４年度宿毛市一般会計補正予算（第６

号）と、議案第６号別冊、平成２４年度宿毛市

特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３

号）についてであります。 

 初めに、平成２４年度宿毛市一般会計補正予

算（第６号）についてでございますが、ページ

１５ページ、第２款総務費、第１項総務管理費、

６目財産管理費、１５節工事請負費、旧千寿園

跡地境界壁設置工事費として４９万９，０００

円が計上されておりますが、その内容について、

詳しくお伺いをいたしたいと思います。 

 次に、ページ１８ページ、第３款民生費、第

１項社会福祉費、２目障害者福祉費、２０節扶

助費、更生医療費扶助１，７００万円と、障害

介護給付等扶助６，６００万円が計上されてお

りますが、提案理由の中で、障害者サービス対

象者等の増加に伴い、との内容でございました

が、具体的にどのようなことが増加した理由な

のかをお伺いをいたしたいと思います。 

 次に、ページ２１ページ、第４款衛生費、第

３項清掃費、１目塵芥処理費、１３節委託料、

宿毛市清掃公社委託料９０万円が計上されてお

りますが、詳しい内容について、お伺いをいた

したいと思います。 

 次に、ページ２４ページ、第８款土木費、第

４目都市計画費、１目都市計画総務費、１３節

委託料。都市計画道路交通量調査費３９０万円

が計上されておりますが、これも提案理由の中

で、都市計画区域の見直しなどを行う事前調査

としてとの内容でございましたが、この新規事

業等調査票にもございますけれども、もう少し

詳しく事業の目的と効果について、お伺いをい

たしたいと思います。 

 次に、議案第６号別冊、平成２４年度宿毛市

特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３

号）について、ページ７ページ、第２款サービ

ス事業費、第１項施設介護サービス事業費、１

目施設介護サービス事業費、１８節備品購入費。

備品購入費として、１７４万３，０００円が計

上されておりますが、この備品の品目並びに事

業の目的、効果等がありましたら、お伺いをい

たしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） 総務課長。 

○総務課長(山下哲郎君) 総務課長、岡﨑議員

の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、１５ページ、第２款総

務費、第１項総務管理費、６目財産管理費、１

５節工事請負費４９万９，０００円について御

説明いたします。 

 旧千寿園跡地でちり焼き場として使用してい

た土地６１１平方メートルがあり、現在、普通
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財産として管理していますが、この境界にある

金網のフェンスが老朽化し、ばらけて隣地の田

んぼに入って、耕作者に大変御迷惑をかけてい

る状況になっております。 

 このため、これを撤去して、３０センチの境

界壁に変更し、延長３６メートルを施工するこ

とで御迷惑がかからないようにしようとするも

のでございます。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長(滝本 節君) 福祉事務所長、

５番、岡﨑議員の質疑にお答えします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、１８ページ、歳出の第

３款民生費、第１項社会福祉費、２目障害者福

祉費、２０節の扶助費に係る更生医療費扶助１，

７００万円と、障害介護給付費等扶助６，６０

０万円の計８，３００万の増額補正につきまし

て、御説明させていただきます。 

 更生医療費扶助に係る１，７００万円の増額

補正予算につきましては、生活保護の受給者等

に係る人工透析等の医療につきまして、国の通

達により平成１９年３月診療分より、全額更生

医療において給付することになったことに伴い、

医療保険が適用されない生活保護世帯への支給

額約１，７０８万円を含む３月から８月までの

更生医療の支給実績額が約２，２８３万円と、

当初の見込みを上回っており、９月から２月に

ついても、約２，２０８万円を支出する見込み

となっているため、当初予算額の２，７６０万

円から、８月までの実績額と、今後の実績見込

み額の合計４，４９１万円を差し引きしますと、

約１，７００万円の不足額が見込まれることか

ら、今回、この１，７００万円につきまして、

増額補正をしようとするものであります。 

 続きまして、障害介護給付費等扶助に係る６，

６００万円の増額補正予算につきまして、御説

明させてもらいます。 

 平成１８年４月１日から導入されました障害

者自立支援法の施行に伴い、旧体系施設が新体

系事業へ移行し、日中活動系サービスの利用者

が増加したため及び施設入所者が増加したため、

増額補正を計上しようとするものであります。 

 主な理由としまして、日中活動系サービスの

生活介護サービスの利用者を、当初、３４人と

見込んでおりましたが、今年度の実績見込みで

７７人と大幅に増加が見込まれるため、予算不

足が生じ、増額補正をしようとするものであり

ます。 

 当初予算額３億９，３３３万６，０００円に

対しまして、実績の見込み額が４億６，０３３

万４，０００円を見込んでいることから、不足

見込み額の相当額としまして６，６００万円を

増額補正しようとするものであります。よろし

くお願いします。 

○議長（中平富宏君） 環境課長。 

○環境課長(岩本克記君) おはようございます。

環境課長、５番、岡﨑議員の質疑にお答えいた

します。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、ページ２１ページ、第

４款衛生費、第３項清掃費、１目塵芥処理費、

１３節委託料、宿毛市清掃公社委託料９０万円

の詳しい内容についての御質問でございますが、

皆さんも御存じのように、一部の地域を除きま

して、一般家庭ごみの収集は清掃公社へ委託を

して行っております。 

 その宿毛市清掃公社の収集運搬受託事業にお

いて、本来なら補正をしなくても業務を行って

きておりましたが、近年、スチール缶、そして

アルミ缶の空き缶売却収益が中国の需要の減の

影響を受けまして、昨年度より約１００万程度

収益が減になる見込みとなりました。 

 また、市民に欠かすことのできないごみ収集
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車、パッカー車の老朽化に伴うクラッチホール

の修繕費等、さらには収集車の燃料費に不足が

生じることから、業務に支障を来す恐れがあり

ますので、今回、塵芥処理費の１３節委託料に

９０万円を計上いたしまして、市民生活に支障

を来さないように補正しようとするものです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（中平富宏君） 建設課長。 

○建設課長(岡崎匡介君) 建設課長、岡﨑議員

の質疑にお答えをいたします。 

 議案第３号別冊、平成２４年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、ページ２４ページ、第

８款土木費、第４項都市計画費、１目都市計画

総務費、１３節委託料、都市計画道路交通量調

査費３９０万円についての御質問でございます。 

 宿毛市の都市計画道路は、１９路線ございま

すが、その中には、長期に事業化されてない路

線がございます。 

 都市計画道路は、法的な規制が高く、個人の

権利が制限されるものであることから、今回、

都市計画道路に関係する交差点、２６地点を選

定いたしまして、交通量調査を行い、都市計画

道路の見直しも含めた検討資料とするために調

査を実施するものでございます。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） 千寿園長補佐。 

○千寿園長補佐(山岡敏樹君) おはようござい

ます。千寿園長補佐、５番、岡﨑議員の質疑に

お答えします。 

 議案第６号別冊、平成２４年度宿毛市特別養

護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）の７

ページ、３歳出、第２款サービス事業費、第１

項施設介護サービス事業費、１目施設介護サー

ビス事業費、１８節備品購入費１７４万３，０

００円について、説明します。 

 これは、計画停電が実施される状況となって

も、施設入所者の生命の危険や身体の安全を確

保するために、施設入所者の生命維持に係る処

置に必要な吸引器、酸素吸入装置、エアマット

を稼働させるための自家発電機を２ユニットに

１台の割合で４台、１階と２階の医務室に各１

台の合計６台を整備するものです。 

 歳入としましては、６ページに歳入、第６款

県支出金、１目県補助金、１節県補助金、高知

県地域支え合い体制づくり事業費補助金８７万

１，０００円を計上しております。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（中平富宏君） ５番岡﨑利久君。 

○５番(岡﨑利久君) 詳しい説明、ありがとう

ございました。 

 それでは、一つだけ、１点だけ再質疑をいた

したいと思います。 

 旧千寿園跡地境界壁設置工事費４９万９，０

００円についてでございますが、たしかこの旧

千寿園跡というのは、平成１８年の１２月ごろ

に売却されて、もう６年が経過している状況だ

と思いますけれども、なぜ今、これをこのよう

に工事費として計上されているのか。売った時

点で、例えば、できなかったものなのか。経過

して二、三年後にできなかったのか、そういう

点、６年経過して、今、しなければならない理

由とかあれば、お教え願いたいと思います。 

 お願いいたします。 

○議長（中平富宏君） 総務課長。 

○総務課長(山下哲郎君) 総務課長、岡﨑議員

の再質疑にお答えいたします。 

 先ほども申し上げましたように、売却した本

体とは別の、ちり焼き場として使っておった別

の６１１平米でございまして、これは普通財産

で現在、総務課のほうで管理しておるものでご

ざいます。 

 売却した大きいほうの土地とは別に、現在、

ａｕの電話の柱が立っておりますが、そちらの

部分です。 
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 フェンスはもともとありましたけれども、さ

びて老朽化して、崩れておるので、トラクター

等の邪魔になるということなので、今回、フェ

ンスを撤去してコンクリートにかえていくとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議長（中平富宏君） ５番岡﨑利久君。 

○５番(岡﨑利久君) どうもありがとうござい

ました。今ので了解をいたしましたので、以上

で質疑を終わりたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○議長（中平富宏君） 以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号及び議案第２号」の２議案につい

ては、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号及び議案第２号」の２

議案については、委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 ただいま議題となっております「議案第３号

から議案第２１号まで」の１９議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の委員会へ付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、１２月１３日及び１２月

１４日並びに１２月１７日から１２月１９日ま

で休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、１２月１３日及び１２月１４日並び

に１２月１７日から１２月１９日まで休会する

ことに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 １２月１３日から１２月１９日までの７日間

は休会し、１２月２０日午前１０時より再開い

たします。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１０時４０分 散会 
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議 案 付 託 表 

                             平成２４年第４回定例会  

付託委員会 議 案 番 号       件               名 

予 算 決 算 

常任委員会 

（ ９件） 

議案第 ３号 

議案第 ４号 

 

議案第 ５号 

 

議案第 ６号 

 

議案第 ７号 

議案第 ８号 

議案第 ９号 

議案第１０号 

 

議案第１１号 

平成２４年度宿毛市一般会計補正予算について 

平成２４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算につ

いて 

平成２４年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算につい

て 

平成２４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算に

ついて 

平成２４年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

平成２４年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

平成２４年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

平成２４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て 

平成２４年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

総 務 文 教 

常任委員会 

（ ７件） 

議案第１２号 

 

議案第１３号 

議案第１４号 

 

議案第１５号 

議案第１６号 

 

 

議案第１７号 

 

議案第２０号 

公の施設における暴力団の利用を制限するための関係条例の

整備について 

宿毛市暴力団排除条例の一部を改正する条例について 

宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条例の一部を

改正する条例について 

宿毛市財産条例の一部を改正する条例について 

四万十市と宿毛市、土佐清水市、黒潮町、大月町及び三原村

との間の消費生活相談等の事務の委託に関する規約の廃止に

ついて 

幡多広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約につい

て 

財産の取得について 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（ ３件） 

議案第１８号 

議案第１９号 

議案第２１号 

指定管理者の指定について 

市営土地改良事業の変更について 

市道路線の認定について 
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平成２４年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第１８日（平成２４年１２月２０日 木曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第２１号まで 

      （議案第１号から議案第２号まで、討論、表決） 

      （議案第３号から議案第２１号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 議案第２２号から議案第２４号まで 

      （議案上程、提案理由の説明、質疑、討論、表決） 

      議案第２２号 宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

      議案第２３号 宿毛市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例 

             について 

      議案第２４号 宿毛市議会会議規則の一部を改正する規則について 

   第３ 陳情第１４号 

   第４ 委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第２１号まで 

   日程第２ 議案第２２号から議案第２４号まで 

   日程第３ 陳情第１４号 

   日程第４ 委員会調査について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 
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５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  朝比奈 淳 司 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長  安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   市 民 課 長  河 原 敏 郎 君 

   税 務 課 長  佐 藤 恵 介 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
弘 瀬 徳 宏 君 

   保健介護課長  村 中   純 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  岩 田 明 仁 君 

   産業振興課長  三 本 義 男 君 

   商工観光課長  松 岡 博 之 君 

   建 設 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   福祉事務所長  滝 本   節 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

金 増 信 幸 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
野 口 節 子 君 

   千 寿 園 長        杉 本 裕二郎 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
嵐     健 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（中平富宏君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第２１号ま

で」の２１議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第１号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第２号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第２号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第２号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第３号から議案第２１号ま

で」の１９議案について、委員長の報告を求め

ます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（今城誠司君） 予算決

算常任委員長。 

 本委員会に付託された議案第３号から議案第

１１号までの９議案について、審査の概要と結

果を報告いたします。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を二つの分科会に分けて、１

２月１３日と１４日の２日間にわたり審議を行

いました。 

 その後、１２月１８日に意見調整のための全

体委員会を開催し、各分科会主査の議案審査結

果の報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、

委員からは特に異論もなく、本委員会に付託さ

れた議案９件につきましては、原案を適当と認

め、可決すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託された９議案について

の報告を終わります。 

○議長（中平富宏君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（岡﨑利久君） 総務文

教常任委員長。 

 本委員会に付託されました議案第１２号から

議案第１７号までと議案第２０号の議案７件に

ついての審査結果を御報告いたします。 

 議案第１２号は、公の施設における暴力団の

利用を制限するための関係条例の整備に関する

条例についてであります。 

 本案は、宿毛市暴力団排除条例などに基づき、

本市の暴力団排除に向けた取り組みとして、市

の管理する各施設について、暴力団の活動など

に利用させないこととするため、宿毛市沖の島

開発総合センターの設置及び管理に関する条例

など、３０の条例について利用制限を設けるた

めの条例を制定しようとするものであります。 

 議案第１３号は、宿毛市暴力団排除条例の一

部を改正する条例についてであります。 

 本案は、宿毛市暴力団排除条例の中で、これ

までは排除対象者を暴力団及び暴力団員として

おりましたが、高知県暴力団排除条例と同様に、
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暴力団準構成員も排除対象者としようとするも

のであります。 

 議案第１４号は、宿毛市特別職の職員の給与

並びに旅費に関する条例の一部を改正する条例

についてであります。 

 本案は、平成２３年度に保健介護課で発生し

たがん検診結果の送付遅延に対し、現在の職員

の管理監督の最高責任者である市長を初め副市

長の責任を明確にするため、市長の給料を平成

２５年１月から２月までの２カ月間について、

減給１０分の１、副市長の給料を平成２５年１

月から１カ月について、減給１０分の１にしよ

うとするものであります。 

 議案第１５号は、宿毛市財産条例の一部を改

正する条例についてであります。 

 本案は、暴力団排除に向けた取り組みとして、

暴力団員及び暴力団準構成員に対する公有財産

の貸し付けなどを禁止し、暴力団員及び暴力団

準構成員が利することがないよう、改正しよう

とするものであります。 

 議案第１６号は、四万十市と宿毛市、土佐清

水市、黒潮町、大月町及び三原村との間の消費

生活相談等の事務の委託に関する規約の廃止に

ついてであります。 

 本案は、現在、四万十市に委託をしておりま

す消費生活相談事務につきまして、平成２５年

度より、幡多広域市町村圏事務組合で共同処理

する事務となりますので、本規約を廃止するこ

とについて、地方自治法第２５２条の２第３項

の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 議案第１７号は、幡多広域市町村圏事務組合

規約の一部を改正する規約についてであります。 

 本案は、消費生活相談事務につきまして、幡

多広域市町村圏事務組合での共同事務とするこ

となどの改正について、地方自治法第２９０条

の規定に基づき、議会の議決を求めるものであ

ります。 

 議案第２０号は、財産の取得についてであり

ます。 

 本案は、宿毛市土地開発公社に、宿毛市総合

運動公園の目的として、先行取得依頼をしてい

る宿毛市山奈町芳奈字クワンス谷２２３３ほか

１０４筆、面積１０万４，９４７．７３平方メ

ートル、取得予定金額１億７，２７７万８，７

４１円について、宿毛市土地開発公社保有土地

購入事業として、宿毛市土地開発公社理事長と

の間で仮契約が締結できましたので、地方自治

法第９６条第１項第８号の規定により、議会の

議決を求めるものであります。 

 以上、議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受ける中で、慎重に審査した結果、原

案を適当であると認め、全会一致をもって可決

すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案７件

についての御報告を終わります。 

○議長（中平富宏君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（浅木 敏君） 産業厚

生常任委員長。 

 本委員会に付託されました議案第１８号、議

案第１９号、議案第２１号の３議案の審査結果

を御報告いたします。 

 議案第１８号は、指定管理者の指定について

であります。 

 本案は、平成２５年４月１日から平成２８年

３月３１日まで、蛍湖ゴルフパークの指定管理

者として、株式会社すくもグリーン企画を指定

することについて、地方自治法第２４４条の２

第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるも

のであります。 

 議案第１９号は、市営土地改良事業の変更に

ついてであります。 

 本案は、平成１３年度に中山間地域総合整備

事業で、圃場整備事業を実施しました橋上地区
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楠山換地区及び橋上地区日平換地区につきまし

て、本年度換地処分の事務作業を行っていると

ころですが、計画面積と現況面積の差異が見つ

かったため、換地処分の事業区域の見直しが必

要なことが判明し、これに伴い、計画面積を１

万７４．２８平方メートル増加し、１１万７，

１７１．７４平方メートルに変更することにつ

いて、土地改良法第９６条の３第１項の規定に

より、議会の議決を求めるものです。 

 議案第２１号は、市道路線の認定についてで

あります。 

 本案は、宿毛市平田町戸内字師高瀬屋敷１２

１４番５地先から、同１２１３番５地先間を新

たに市道師高瀬線として認定することについて、

道路法第８条第２項の規定により、議会の議決

を求めるものです。 

 以上３議案につきましては、担当課からの詳

しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

いずれも全会一致で、原案を適当と認め、可決

すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案につ

いての報告を終わります。 

○議長（中平富宏君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第２１号ま

で」の１９議案について討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第２１号ま

で」の１９議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（中平富宏君） 全員起立であります。 

 よって「議案第３号から議案第２１号まで」

の１９議案は、原案のとおり可決されました。 

 日程第２「議案第２２号から議案第２４号ま

で」の３議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、議案第２２

号から議案第２４号までの３議案について、提

案理由の説明をいたします。 

 本件につきましては、いずれも地方自治法改

正に伴い、関係条例等を改正しようとするもの

です。 

 初めに、議案第２２号、宿毛市議会委員会条

例の一部を改正する条例について、御説明いた

します。 

 本件につきましては、これまで地方自治法に

規定されていた委員会の委員の選任等につきま

して、条例で定めるようにするため、条例の一

部を改正しようとするものです。 

 続いて、議案第２３号、宿毛市議会政務調査

費の交付に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、御説明いたします。 

 本件につきましては、政務調査費の名称を政

務活動費に改めるとともに、これまでの政務調

査に加えて、会派が行う陳情や要請活動等の政

務活動に経費を充てることができるようにする

ことや、使途の透明性を確保するために、議長

に対して収支報告書の調査権限を与えるなど、

条例の一部を改正しようとするものです。 

 最後に、議案第２４号、宿毛市議会会議規則

の一部を改正する規則について、御説明いたし
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ます。 

 本件につきましては、公聴会の開催や、参考

人の招致を本会議場でも行うことができるよう、

規則の一部を改正しようとするものです。 

 以上、議案第２２号から議案第２４号までの

３議案につきまして、提案理由の説明を終わり

ます。 

 よろしく御審議の上、議員各位の御賛同を賜

りますよう、お願いいたします。 

○議長（中平富宏君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第２２号から議案第２４号まで」の３

議案は、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第２２号から議案第２４号ま

で」の３議案を一括採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（中平富宏君） 全員起立であります。 

 よって「議案第２２号から議案第２４号ま

で」の３議案は、原案のとおり可決されました。 

 日程第３「陳情第１４号」を議題といたしま

す。 

 これより、「陳情第１４号」について、委員

長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（岡﨑利久君） 総務文

教常任委員長。 

 総務文教委員会に付託された陳情について、

審査結果の御報告をいたします。 

 本委員会に付託された陳情は、陳情第１４号、

ＭＶ２２オスプレイの配備撤回と訓練中止を求

める意見書の提出についてであります。 

 本陳情は、宿毛市の山下正寿氏より提出され

たものであり、内容といたしましては、地域住

民の安全を守るためにＭＶ２２オスプレイの配

備撤回と飛行訓練中止を要望する陳情でありま

す。 

 審査の過程で、委員からは、事故発生率を調

べてみれば、旧型のヘリコプターのほうが危険

だとの話もある。オスプレイは、ヘリモードか

ら飛行モードに変換するときが不安定になるが、

飛行モードで飛んでいるときの危険性は低いの

ではないか、軍用機の配備を否定すれば、国防

はどうなるのかという難しい問題になる、との

意見や、実戦配備されたのは最近なので、今後、

機体が成熟され、精度を増してくれば、十分、

安全を確保できる機種になるのではないか、と

の意見が出された一方、安全保障の問題を米軍、

政府に対して白紙委任したわけではない。米軍、

政府が決めたことだから、決めるについても国

民として声を上げていって、よしあしを精査し、

チェックすることによって、よりよいものに練

り上げていくことが必要だと思う。オスプレイ

の飛行の問題についても、オスプレイの安全性

をより高めさせていくためにも、意見を出すべ

きだと思うとの意見がありました。 
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 なお、外交や国防に係る問題に対して、地方

議会が判断を下すことの困難さについては、委

員一同共通した認識でありました。 

 陳情の趣旨も踏まえ、慎重に審査した結果、

賛成少数で不採択すべきものと決しました。 

○議長（中平富宏君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「陳情第１４号」について、討論に

入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） ８番議員の浅木です。

ただいまから、陳情第１４号について討論を行

います。 

 この陳情を審査した総務文教常任委員長から、

不採択にしたと報告がありましたが、私は、委

員長報告に反対する立場から討論します。 

 この陳情は、宿毛市民の山下正寿氏が、日本

政府にＭＶ２２オスプレイ配備撤回と訓練中止

を求める意見書の提出を、宿毛市議会に要請し

てきたものであります。 

 陳情の内容は、沖縄県を初め、全国で反対運

動が高まっている米海兵隊の新型輸送機ＭＶ２

２オスプレイの普天間基地配備の撤回と、日本

国民、宿毛市民の命と暮らしを脅かす飛行訓練

の中止を求めるものであります。 

 陳情者は、配備と訓練の中止の理由について、

まず、１点目として、このオスプレイは、構造

上の欠陥によって今日までに数多くの墜落事故

を起こしており、我が国での飛行を認めるなら

ば、この地域住民の上にいつ墜落するかわから

ない、危険きわまりない軍用機であること。 

 ２点目としては、米国本土では危険なため、

訓練ができないことになっているオスプレイを、

日本ではなぜ訓練を認めるのかと問いかけてい

ます。 

 私の知るところでも、オスプレイは２００６

年から今日までに５８件の事故を起こしており、

中でもアリゾナ州では、実用試験中に墜落し、

１９名の命を奪っています。 

 今年に入ってからも、４月にモロッコで、６

月にはフロリダで墜落事故を起こすなど、既に

３６名が犠牲になっています。 

 この事故発生率には、これまでのＣＨ４６ヘ

リと比べても、空軍のオスプレイの場合には、

６．９８倍もの事故を起こしています。 

 また、この中には、損害額の少ない事故は除

外しているので、それも含めるとさらに事故率

は高くなります。 

 オスプレイの事故が多発する原因の主な要因

は、機体の構造上の欠陥であります。その第１

点は、オートローテーション機能、自動回転装

置ともいわれる安全装置がありません。 

 この安全装置は、エンジンがとまっても揚力

によってプロペラが自動的に回転し、安全に着

陸できる装置のことであり、日本では航空法で

この装置の設置が義務づけられています。 

 第２点目としては、オスプレイには両翼にプ

ロペラがついているため、みずからが起こす乱

気流でバランスを崩すこともあり、また、近く

を飛行する他の飛行機から生じる激しい気流の

影響で墜落することもあります。 

 第３点目としては、ヘリモードや固定翼機モ

ードに移行する途中の転換モードで機体が不安

定になり、これまでの事故も転換モード時に多

発しております。 

 このように、構造上において危険きわまりな

いオスプレイを我が国に持ち込み、学校や住宅
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密集地の上空まで気ままに飛行している米軍に

対し、またそれを容認している日本政府に対し

て、国民の中から大きな怒りが沸き起こってい

ます。 

 これまでにも、米軍機は沖縄県うるま市の宮

森小学校に墜落して、小学生や１７名の命を奪

い、子供を助けようとした先生を含む２１０名

が負傷する大惨事を引き起こしました。 

 また、高知県でも早明浦ダム上流への米軍戦

闘機墜落事故を初め、伊方原発の近くでも墜落

事故を起こすなど、列挙すればきりがありませ

ん。 

 さらに、オスプレイのように、墜落しやすい

軍用機の自由な飛行を許すならば、伊方原発へ

の墜落など、とてつもない大事故を発生させ、

多数の人々を苦悩のどん底に落とし込むことに

なります。 

 これまでは、米軍訓練空域のオレンジルート

から離れている幡多地方は、米軍機墜落事故の

危機感に乏しい面がありましたが、いつ墜落す

るかわからないオスプレイが１０月には四万十

市上空を通過し、最近では宿毛市上空にも侵入

しているという情報があります。 

 宿毛の市民の命と暮らしを守る議会としても、

この危険なオスプレイの配備の撤回と、危険な

訓練の中止を政府に求めることは、当然の任務

であります。 

 宿毛市民にオスプレイ墜落による犠牲者が出

ない今のうちに、政府に意見書を提出しようで

はありませんか。 

 市民の命と暮らしを守るため、私は、議場に

おられる宿毛市議会議員の皆さんに、ぜひとも

この陳情を採択することに、今一度、心から賛

同を求め、討論を終わります。 

○議長（中平富宏君） 以上で、通告による討

論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、「陳情第１４号」を採決いたしま

す。 

 本件については、「審査報告書」のとおり決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（中平富宏君） 起立多数であります。 

 よって、本件については「審査報告書」のと

おり決しました。 

 日程第４「委員会調査について」を議題とい

たします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１０４条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（中平富宏君） 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶がありますので、

発言を許します。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） 閉会に当たり、一言御

挨拶を申し上げます。 

 去る１２月３日に開会しました今期定例会は、

本日までの１８日間、議員の皆様方におかれま

しては、連日熱心に御審議をいただき、提案申

し上げました２１議案につきまして、それぞれ

原案のとおり御決定をいただきまして、まこと
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にありがとうございました。 

 今議会はもとよりでございますが、この１年

間、一般質問や委員会審議等を通じましてお寄

せいただきました数々の貴重な御意見や御提言

につきましては、今後さらに検討をいたしなが

ら、これからの市政の執行に反映させてまいり

たいと考えております。 

 ことしも残りわずかとなりましたが、議員の

皆様におかれましては、どうか健康に御留意さ

れまして、すばらしい新年を迎えられますよう

御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたし

ます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中平富宏君） 以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

 これにて、平成２４年第４回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午前１０時３２分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿  毛 市 議 会 議 長                  中 平 富 宏 

 

 

                          副議長   野々下 昌 文 

 

 

                          議 員   宮 本 有 二 

 

 

                          議 員   濵 田 陸 紀 
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                              平成２４年１２月１８日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                        予算決算常任委員長 今 城 誠 司  

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 ３号 平成２４年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ４号 
平成２４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ５号 
平成２４年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
平成２４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
平成２４年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
平成２４年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
平成２４年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１０号 
平成２４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１１号 平成２４年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 
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                              平成２４年１２月１３日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                        総務文教常任委員長 岡 﨑 利 久  

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第１２号 
公の施設における暴力団の利用を制限するための関

係条例の整備について 
原案可決 適 当 

議案第１３号 
宿毛市暴力団排除条例の一部を改正する条例につい

て 
原案可決 適 当 

議案第１４号 
宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条例

の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第１５号 宿毛市財産条例の一部を改正する条例について 原案可決 適 当 

議案第１６号 

四万十市と宿毛市、土佐清水市、黒潮町、大月町及

び三原村との間の消費生活相談等の事務の委託に関

する規約の廃止について 

原案可決 適 当 

議案第１７号 
幡多広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規

約について 
原案可決 適 当 

議案第２０号 財産の取得について 原案可決 適 当 
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                              平成２４年１２月１４日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浅 木   敏  

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第１８号 指定管理者の指定について 原案可決 適 当 

議案第１９号 市営土地改良事業の変更について 原案可決 適 当 

議案第２１号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 
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                              平成２４年１２月１３日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                        総務文教常任委員長 岡 﨑 利 久  

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１３６条第 

 １項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件            名 審査結果 意  見 

第１４号 
ＭＶ２２オスプレイの配備撤回と訓練中止を求める意

見書の提出について 
不 採 択 不 適 当 
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                              平成２４年１２月１３日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                        総務文教常任委員長 岡 﨑 利 久  

 

               閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                              平成２４年１２月１４日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浅 木   敏  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                              平成２４年１２月１８日  

 宿毛市議会議長 中 平 富 宏 殿 

 

                          議会運営委員長 浦 尻 和 伸  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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一 般 質 問 通 告 表 

                           平成２４年第４回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ７番 

 松浦英夫君 

１ 水道行政について（市長） 

（１）水道料金体系について 

（２）取水施設管理棟の津波対策について 

（３）配水池タンクの耐震化について 

２ 
 ４番 

 今城誠司君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 

（１）２０年・３０年後の宿毛市のビジョン策定について 

（２）宿毛市振興計画について 

（３）業務継続計画について（市役所業務・消防業務） 

 

２ 教育行政について（教育長） 

（１）学校再編計画について 

（２）学校耐震化について 

３ 
 ８番 

 浅木 敏君 

１ 森林整備と林産業の振興について（市長） 

（１）宿毛市有林の整備状況と今後の経営方針について 

（２）民有林の整備を進める対策について 

（３）多面的機能がより発揮できる森林経営について 

（４）林産業の振興策について 

 

２ 学校教育における人権擁護について（教育長） 

（１）人権を尊重する学校教育について 

（２）体罰に頼らない教育について 

（３）「いじめ」のない学校教育について 

（４）「子どもの命を守る」学校管理について 

４ 
１２番 

 宮本有二君 

１ 職員採用試験問題への対応について（市長） 

（１）調査内容について 

（２）関係者への謝罪について 

（３）試験制度の改正について 

 

２ 防災対策の状況について（市長） 

（１）避難道、避難場所の確保について 

（２）今後の学校耐震について 

 

３ 職員の管理体制の整備について（市長） 

 

４ 産業振興策の現状について（市長） 

（１）専門的人材の配置について 

（２）中心市街地活性化計画の現状について 

（３）産業祭プロジェクトチームの活動状況について 

 

５ 市有駐車場の夜間開放について（市長） 

 

６ 住居表示の見直しについて（市長） 

 

７ 入札制度の改正について（市長） 
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５ 
 ３番 

 山戸 寛君 

１ 平成２４年度新規事業の進捗状況について（市長） 

 

２ 特別養護老人ホーム「千寿園」の運営に関する問題点（経

費、医療、組織経営）について（市長） 

６ 
 ２番 

 山上庄一君 

１ 老朽空き家対策について（市長） 

（１）空き家の適正管理に関する条例の策定等 

 

２ 狭隘道路の拡幅について（市長） 

（１）建築基準法の法第４２条第２項の扱いについて 

（２）建築行政（特定行政庁）について 

 

３ 大島橋の耐震補強について（市長） 

７ 
１３番 

 濵田陸紀君 

１ 宿毛小学校の耐震・改築と地域の防災対策について 

                        （市長） 

（１）「高知県南海地震アドバイザー会議」の議論への認識と

対応について 

（２）宿毛小学校施設の地震、津波など防災対策について 

（３）学校建築場所に対する認識について（亘理町の事例をど

のように考えるか） 

（４）学校施設周辺の防犯環境について 

８ 
１１番 

 寺田公一君 

１ がん検診の結果通知の遅延について（市長） 

 

２ 宿毛小学校の高台適地調査について（市長） 

 

３ 教育委員会の新体制について（教育委員長、教育長） 
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平成２４年第４回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 
宿毛市名誉市民の選定につき同意を求めることに

ついて 
１２月２０日 同  意 

第 ２号 
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて 
１２月２０日 同  意 

第 ３号 平成２４年度宿毛市一般会計補正予算について １２月２０日 原案可決 

第 ４号 
平成２４年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補

正予算について 
１２月２０日 原案可決 

第 ５号 
平成２４年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正

予算について 
１２月２０日 原案可決 

第 ６号 
平成２４年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計

補正予算について 
１２月２０日 原案可決 

第 ７号 
平成２４年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予

算について 
１２月２０日 原案可決 

第 ８号 
平成２４年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算

について 
１２月２０日 原案可決 

第 ９号 
平成２４年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予

算について 
１２月２０日 原案可決 

第１０号 
平成２４年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正

予算について 
１２月２０日 原案可決 

第１１号 
平成２４年度宿毛市水道事業会計補正予算につい

て 
１２月２０日 原案可決 

第１２号 
公の施設における暴力団の利用を制限するための

関係条例の整備について 
１２月２０日 原案可決 

第１３号 
宿毛市暴力団排除条例の一部を改正する条例につ

いて 
１２月２０日 原案可決 

第１４号 
宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条

例の一部を改正する条例について 
１２月２０日 原案可決 

第１５号 宿毛市財産条例の一部を改正する条例について １２月２０日 原案可決 

第１６号 

四万十市と宿毛市、土佐清水市、黒潮町、大月

町及び三原村との間の消費生活相談等の事務の

委託に関する規約の廃止について 

１２月２０日 原案可決 
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第１７号 
幡多広域市町村圏事務組合規約の一部を改正す

る規約について 
１２月２０日 原案可決 

第１８号 指定管理者の指定について １２月２０日 原案可決 

第１９号 市営土地改良事業の変更について １２月２０日 原案可決 

第２０号 財産の取得について １２月２０日 原案可決 

第２１号 市道路線の認定について １２月２０日 原案可決 

第２２号 
宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例に

ついて 
１２月２０日 原案可決 

第２３号 
宿毛市議会政務調査費の交付に関する条例の一

部を改正する条例について 
１２月２０日 原案可決 

第２４号 
宿毛市議会会議規則の一部を改正する規則につ

いて 
１２月２０日 原案可決 
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   陳  情 

 

受理番号 件 名                議決月日 結  果 

第１４号 
ＭＶ２２オスプレイの配備撤回と訓練中止を求め

る意見書の提出について 
１２月２０日 不 採 択 

 

 


